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はじめに 

 

近年、我が国では、地方と首都圏の経済格差が拡大し、東京一極集中が若者の地方からの流出を招い

ておりますが、これらの問題解決に向けスタートした事業が文部科学省の「地（知）の拠点大学によ

る地方創生事業（COC＋事業）」です。 

 ここ熊本におきましても、2015（平成 27）年度より 5 年間の計画で、「“オール熊本”で取り組む熊

本産業創生と雇用創出のための教育プログラム」が COC＋事業に採択され、「オール熊本 COC+推進

協議会」の下、熊本大学、熊本県立大学、熊本学園大学、崇城大学、東海大学、尚絅大学・尚絅短期

大学部、九州看護福祉大学、熊本高等専門学校、熊本県、熊本市、熊本県工業連合会、熊本経済同友

会、熊本県商工会議所連合会、熊本県商工会連合会、熊本県中小企業団体中央会、熊本県農業協同組

合中央会の各機関が一致団結し、「地方課題を解決できる人材養成」、「若者に地元志向を促す教育カリ

キュラム開発」、「学生にとって魅力ある就職を創出するための産業創生や雇用創出」に取り組んで参

りました。本報告書は、補助事業期間 5 年間の成果をとりまとめたものです。 

 

 本事業開始後、平成 28 年の熊本地震では、二度にわたり立て続けに震度７の地震が襲い、農業、製

造業、観光業をはじめとする熊本地域経済が打撃を受け、熊本の抱える課題・ニーズは、震災復旧・

復興にシフトしましたが、熊本地震から３年が経ち、多くの方々のご支援を受け、熊本地方の復旧・

復興は、着実に前進しております。この場をお借りして、厚くお礼申し上げます。熊本地方 COC＋推

進協議会におきましても、震災復興及び地域産業の振興のため、「くまもと産業復興支援プロジェクト

フォーラム」を３回開催（平成 28 年度～平成 30 年度）し、産学官を中心に多数のご参加をいただく

ことができ、熊本地方 COC＋事業への関心・期待の表れであると自負しております。 

 

 平成２７年度から取り組んで参りました本事業も、令和元年度末をもって終了となり、その成果が

少しずつ出始めているところですが、熊本における地方創生に向けた道のりは、多くの課題・困難が

あり、さらに震災によるダメージや新型コロナウイルスの影響、首都圏を含む全国的な人材不足の情

勢が加わり、先は相当長いものと考えております。 

本事業終了後は、これまでに得た貴重で有意義な経験を活かして、来年度以降も本事業を受け継ぐ形

で同様の内容を継続的に実施していくとともに、さらなる改善を行い、発展させていく予定ですの

で、熊本の創造的復興のため、今後とも皆様のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

 

熊本地方 COC＋推進協議会議長 

熊本大学長 原田 信志 
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｜熊本地方 COC+最終事業報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業概要 
 

  



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

事業概要 
 熊本県人口ビジョン（平成 27 年 10 月報告）によると、15 歳から 34 歳までの転出超過が目立ちま

す。住民基本台帳年齢階層別（平成 26 年）の調査において、20 歳から 24 歳の人口移動が最も多く

1,990 人の社会減、15 歳から 19 歳では、1,754 人の社会減となっています。進学・就職等を理由に県

外に転出していると考えられ、熊本の地方創生を担う若者が県外へ流出していると言えます。 

 

 熊本県の若者の流出を抑制し、能力ある若者を県内に留めるためには、雇用の受け皿としての産業振

興と地元志向を促す教育が必須です。本申請では、県を代表する産業である製造業及び農林水産業の振

興、並びにその施策に絡めた人材育成教育を行い、雇用創出することを目的としており、最終的には学

卒者の地元定着率を 46.5％から 56.5％に引き上げることとしています。 

 

 主に県中央と県北地域の製造業を中心とした産業育成・創生事業については、熊本大学がリードし、

主に県南に位置する農林水産業成長事業に関しては熊本県立大学がリードします。これらの事業は互い

に強く連携し、さらに他大学・高専、自治体、企業、関係事業団体等が参加する" オール熊本" の組織

の元、一致団結しながら、人材育成を行います。 

 

 構築する教育プログラムは、熊本を知るための地域志向科目、熊本を創生する地方創生科目、インタ

ーンシップ・フィールドワークなどの実践科目からなり、必要単位数の取得に加え熊本創生企画を発表

する地方創生プレゼンテーションの審査に合格すれば"くまもとプレマイスター" の称号を授与します。 

 

 

 

 
  



｜熊本地方 COC+最終事業報告 

事業協働機関 

■事業協働機関 

本事業では、熊本大学を COC＋大学として、”オール熊本”の組織により、県を代表する産業で

ある製造業及び農林水産業の振興、並びにその施策を絡めた人材育成教育を行い、雇用創出を図る

ため、次の機関を事業協働機関として取り組みます。 

〇参加校 

熊本県立大学、九州看護福祉大学、熊本学園大学、尚絅大学・尚絅大学短期大学部、崇城大学、東

海大学、熊本高等専門学校 

〇参加自治体 

 熊本県、熊本市 

〇参加企業等 

 熊本県工業連合会、熊本経済同友会、熊本県商工会議所連合会、熊本県商工会連合会、 

熊本県中小企業団体中央会、熊本県農業協同組合中央会  

 

 

（事業協働地域と教育連携校の位置） 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

五年間の事業実施計画概要 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告 

運営委員会等 

〇熊本地方COC＋推進協議会企画委員会及び３部会 

事業協働地域が一体となって地方創生に取り組むための協議の場として、全事業協働機関で構成す

る熊本地方 COC＋推進協議会を設置します。議長は、熊本大学長が務める。 

また、本事業全体にわたる企画運営の提案を行う企画委員会を設け、さらに取組を実現していくた

めに、教育全般に関する検討を行う教育プログラム開発部会、雇用に関する雇用推進部会、産学官の

共同研究等を推進する産学官連携推進部会の３つの部会を平成 27 年度に設置した。 

 

  



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

〇熊本地方COC+ 推進協議会等による事業の促進および進捗管理 

 

平成 27 年度 熊本地方 COC+推進協議会 

第１回 平成２７年１０月２９日（木）１５：００～１６：００ 

場所 熊本大学事務局大会議室 

 熊本地方 COC+推進協議会規則について 

 熊本地方 COC+推進協議会及び関係委員会等の委員選出について 

 熊本県と地（知）の拠点大学による地方創生推進事業参加校との地方創生推進に関する協定の締

結について 

 主な事業概要及びスケジュールについて 

 その他 

 

平成 28 年度 熊本地方 COC+ 推進協議会 

第 1 回 平成 28 年 5 月 24 日（水）（メール審議） 

第 2 回 平成 29 年 3 月 16 日（木） 

 議題１：平成 27 年度・平成 28 年度実績の検証について 

 議題２：平成 29 年度事業計画（案）について 

 報告１：平成 27 年度実績に係る外部有識者評価委員会の評価結果 

 報告２：平成 28 年度事業計画の進捗状況 

 

平成 29 年度 熊本地方 COC+ 推進協議会 

第 1 回 平成 28 年 3 月 8 日（木）（メール審議） 

第 2 回 平成 29 年 3 月 16 日（金） 

場所 熊本大学本部棟１階大会議室 

 COC+ 中間評価結果及び今後の改善方策について 

 平成 29 年度実績の検証について 

 平成 30 年度事業計画（案）について 

 平成 28 年度実績に係る外部有識者評価委員会の評価結果 

 

平成 30 年度 熊本地方 COC+推進協議会 

第 1 回 平成３１年２月２６日（火） １４：００～１６：００ 

場所 熊本大学本部棟１階大会議室 

議題 

（１） 平成３０年度実績の検証について 

（２） くまもとプレマイスターの称号授与について 

（３） 平成３１年度事業計画（案）について 

報告 

（１） COC+平成３０年度フォローアップ報告書 

（２） 平成２９年度実績に係る外部有識者評価委員会の評価結果 



｜熊本地方 COC+最終事業報告 

令和元年度 熊本地方 COC+推進協議会（メール審議） ※新型コロナウィルスの拡大防止として 

第 1 回 審議期間 令和２年３月６日（金）～３月１３日（金） 

議題 

（１）令和元年度実績の検証について 

（２）くまもとプレマイスターの称号授与について 

（３）熊本地方創生推進協議会の設置について 

（４）国立研究開発法人科学技術振興機構と熊本地方創生推進協議会との平成 28 年熊本地震からの早

期復興に向けた連携及び協力に関する協定締結について 

報告 

（１） COC+令和元年度フォローアップ報告書 

（２）平成３０年度実績に係る外部有識者評価委員会の評価結果 

 

〇企画委員会および熊本大学COC+推進室会議 

平成 27 年度（設置・準備） 

平成 28 年度 

第１回 平成 28 年 5 月 25 日（水）  第２回 平成 28 年 6 月 29 日（水） 

第３回 平成 28 年 7 月 29 日（金）  第４回 平成 28 年 9 月 21 日（水） 

第５回 平成 28 年 10 月 19 日（水）  第６回 平成 28 年 11 月 25 日（金） 

第７回 平成 28 年 12 月 26 日（月）  第８回 平成 29 年 1 月 25 日（水） 

第９回 平成 29 年 2 月 24 日（金）  第 10 回 平成 29 年 3 月 15 日（水） 

平成 29 年度（※はメール審議） 

第 1 回 平成 29 年 4 月 19 日（水）  第 2 回 平成 29 年 5 月 17 日（水） 

第 3 回 平成 29 年 5 月 24 日（水）※   第 4 回 平成 29 年 6 月 21 日（水） 

第 5 回 平成 29 年 7 月 18 日（火）※   第 6 回 平成 29 年 8 月 30 日（水） 

第 7 回 平成 29 年 9 月 20 日（水）   第 8 回 平成 29 年 10 月 17 日（火）※ 

第 9 回 平成 29 年 11 月 15 日（水）   第 10 回 平成 29 年 12 月 20 日（水） 

第 11 回 平成 30 年 1 月 17 日（水）   第 12 回 平成 30 年 2 月 21 日（水） 

第 13 回 平成 30 年 3 月 14 日（水）  

平成 30 年度（※はメール審議） 

第 1 回 平成 30 年 4 月 18 日（水）  第 2 回 平成 30 年 5 月 16 日（水）※ 

第 3 回 平成 30 年 6 月 20 日（水）※  第 4 回 平成 30 年 7 月 18 日（水） 

第 5 回 平成 30 年 8 月 22 日（水）  第 6 回 平成 30 年 9 月 19 日（水）※ 

第 7 回 平成 30 年 10 月 17 日（水）  第 8 回 平成 30 年 11 月 21 日（水） 

第 9 回 平成 30 年 12 月 19 日（水）  第 10 回 平成 31 年 1 月 16 日（水） 

第 11 回 平成 31 年 2 月 21 日（木）※  第 12 回 平成 31 年 3 月 22 日（金）※ 

令和元年度 

第 1 回 平成 31 年 4 月 22 日（月）  第 2 回 令和元年 6 月 19 日（水） 

第 3 回 令和元年 8 月 21 日（水）   第 4 回 令和元年 10 月 16 日（水） 

第 5 回 令和元年 12 月 18 日（水）  第 6 回 令和 2 年 2 月 19 日（水） 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

〇熊本大学COC+推進室COC+教育委員会（H28年度設置） 

第 1 回 平成 28 年 7 月 28 日（木）  第 2 回 平成 28 年 12 月 9 日（金 

〇教育プログラム開発部会 

平成 27 年度（設置・準備） 

平成 28 年度 

第 1 回 平成 28 年 6 月 17 日（金）  第 2 回 平成 28 年 12 月 12 日（月） 

第 3 回 平成 29 年 3 月 6 日（月） 

平成 29 年度 

第 1 回 平成 29 年 4 月 21 日（金）   第 2 回 平成 29 年 11 月 22 日（水） 

第 3 回平成 30 年 1 月 12 日（金） 

平成 30 年度 

第 1 回 平成 30 年 7 月 12 日（木）  第 2 回 平成 31 年 2 月 1 日（金） 

令和元年度 

第 1 回 令和元年 6 月 19 日（水）  第 2 回 令和 2 年 1 月 17 日（金） 

〇産学官連携推進部会 

平成 27 年度（設置・準備） 

平成 28 年度 

第 1 回 平成 28 年 6 月 17 日（金）  第 2 回 平成 28 年 12 月 12 日（月） 

平成 29 年度 

第 1 回 平成 29 年 6 月 9 日（金）   第 2 回 平成 29 年 11 月 22 日（水） 

平成 30 年度 

第 1 回 平成 30 年 7 月 11 日（水）  第 2 回 平成 30 年 11 月 16 日（金） 

令和元年度 

第 1 回 令和元年 6 月 10 日（月）  第 2 回 令和 2 年 1 月 24 日（金） 

〇雇用推進部会 

平成 27 年度（設置・準備） 

平成 28 年度 

第 1 回 平成 28 年 6 月 10 日（金）  第 2 回 平成 28 年 11 月 25 日（金） 

平成 29 年度 

第１回 平成 29 年 5 月 24 日（水）   第２回 平成 29 年 10 月 25 日（水） 

平成 30 年度 

第 1 回 平成 30 年 5 月 30 日（水）  第 2 回 平成 30 年 11 月 9 日（金） 

令和元年度 

第 1 回 平成 30 年 5 月 30 日（水）  第 2 回 平成 30 年 11 月 9 日（金） 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告 

〇産学官連携推進部会六次産業化育成連絡会（H28 年度設置） 

平成 27 年度（設置・準備） 

平成 28 年度 

第 1 回 平成 28 年 6 月 8 日（水）  第 2 回 平成 28 年 7 月 8 日（金） 

第 3 回 平成 28 年 8 月 5 日（金）  第 4 回 平成 28 年 10 月 6 日（木） 

第 5 回 平成 28 年 11 月 10 日（木）  第 6 回 平成 28 年 12 月 1 日（木） 

第 7 回 平成 29 年 1 月 26 日（木）  第 8 回 平成 29 年 3 月 16 日（木） 

平成 29 年度 

第 1 回 平成 29 年 4 月 20 日（木）   第 2 回 平成 29 年 5 月 19 日（金） 

第 3 回 平成 29 年 6 月 16 日（金）   第 4 回 平成 29 年 7 月 21 日（金） 

第 5 回 平成 29 年 9 月 22 日（金）   第 6 回 平成 29 年 10 月 13 日（金） 

第 7 回 平成 29 年 11 月 17 日（金）   第 8 回 平成 29 年 12 月 1 日（金） 

第 9 回 平成 30 年 1 月 26 日（金）   第 10 回 平成 30 年 2 月 16 日（金） 

第 11 回 平成 30 年 3 月 16 日（金） 

平成 30 年度（※はメール審議） 

第 1 回 平成 30 年 4 月 13 日(金)  第 2 回 平成 30 年 5 月 17 日(木) 

第 3 回 平成 30 年 6 月 7 日(木)   第 3 回 平成 30 年 7 月 19 日(木) 

第 4 回 平成 30 年 8 月 22 日(水)※  第 5 回 平成 30 年 9 月 28 日(木) 

第 6 回 平成 30 年 10 月 26 日(金) 

令和元年度 

第 1 回 令和元年 6 月 5 日(水)   第 2 回 令和元年 10 月 4 日(金) 

  



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

〇COC+外部有識者評価委員会 

平成 28 年度（平成 27 年度実績に係る熊本地方 COC+推進協議会外部有識者評価委員会） 

〇日 時：平成 28 年 12 月 16 日（金） 

〇委員長：熊本保健科学大学長  﨑元達郎 氏 

〇委 員：八代市政策審議監   波村多門 氏 

九州経済産業局地域経済部地域経済課長 知識芳秀 氏 

熊本日日新聞社常務取締役   浜田浩生 氏 

鹿児島大学産学官連携推進センター長  福島誠治 氏 

〇総合評価結果 

Ａ（全会一致）：「計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達

成することが期待できる。」 

 

平成 29 年度（平成 28 年度実績に係る外部有識者評価委員会） 

日 時：平成 29 年 11 月 13 日（月）13:00 ～ 15:00 

場 所：熊本大学イノベーション推進機構会議室 

委員長：熊本保健科学大学長   﨑元達郎 氏 

委 員：八代市政策審議監   波村多門 氏 

九州経済産業局地域経済部地域経済課長 知識芳秀 氏 

熊本日日新聞社業務顧問  浜田浩生 氏 

鹿児島大学理工学研究科教授  福島誠治 氏 

総合評価結果 

Ａ（全会一致）：「計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達

成することが期待できる。」 

総合評価結果「A」を頂いたが、各委員のご意見等から本事業の取組みについて適宜見直し、改善さ

せながら進める。 

 

平成 30 年度（平成 29 年度実績に係る外部評価結果） 

日 時 平成３０年８月２７日（月） １３：００～１５：００ 

場 所 熊本大学共用棟黒髪１の３階 大会議室 

委員長：熊本保健科学大学長  﨑元 達郎 氏 

委 員：九州経済産業局地域経済課長  福島 裕幸 氏 

熊本日日新聞社論説・編集顧問 田端 洋昭 氏 

    鹿児島大学理工学研究科教授  福島 誠治 氏 

〇総合評価結果 

Ａ（全会一致）：「計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達

成することが期待できる。」 
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令和元年度（平成 30 年度実績に係る外部有識者評価委員会） 

日 時：令和元年７月１０日（水） １３：００～１５：００ 

場 所：熊本大学共用棟黒髪１の３階 大会議室 

委員長：熊本保健科学大学長  﨑元 達郎 氏 

委 員：九州経済産業局地域経済課長  福島 裕幸 氏 

   熊本日日新聞社論説・編集顧問 田端 洋昭 氏 

    鹿児島大学理工学研究科教授  福島 誠治 氏 

〇総合評価結果 

Ａ（全会一致）：「計画どおりの取組であり、現行の努力を継続することによって本事業の目的を達

成することが期待できる。」 

 

〇キックオフシンポジウム 

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+） 

“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム 

 

平成２７年１１月に、文部科学省平成 27 年度大学教育再生戦略推進費「地（知）の拠点大学による

地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」への採択を受け、「地方創生を推進する大学の新しい取り組み」を発信

するために、事業協働機関の団結式をかねて「～くまもと地方産業創生センター設置～“オール熊本”

で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム（ＣＯＣ＋）キックオフシンポジウム」を

開催しました。 

文部科学省高等教育局 大学改革官 山口良文氏及び熊本県副知事村田信一氏による挨拶に続いて、株

式会社日経 BP 特命編集委員 宮田満氏による「地方創生とイノベーション」と題した特別講演や「地方

創生における教育機関の役割」をテーマにパネルディスカッションが行われ、ＣＯＣ＋に参加する 7 大

学の学長及び高専校長がパネリストとして登壇し、活発に意見を交わしました。 

 当日は大学関係者、学生及び一般市民など約 200 名が参加し、「くまモン」も登場して、ＣＯＣ＋に

ついて、クイズ形式で理解を深めるコーナー

もあり、シンポジウムは盛会のうちに幕を閉

じました。 

 

日時：平成２７年１１月４日（水） 

会場：くまもと県民交流館パレア 

共催：一般社団法人国立大学協会 

 

＜プログラム＞ 

１．開会挨拶 原田 信志（熊本大学長） 

２．挨  拶 山口 良文氏（文部科学省高等教育局大学改革官） 

３．来賓紹介及び団結式 

４．来賓代表挨拶 村田 信一氏（熊本県副知事） 

５．事業概要説明 松本 泰道（熊本大学理事・副学長、くまもと地方産業創生センター長） 

団結式で握手を交わす事業協働機関代表者 
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６．特別講演   宮田 満氏（株式会社日経 BP 特命編集委員） 

７．くまモン登場 

８．COC＋参加校代表挨拶 古賀 実氏（熊本県立大学長） 

９．パネルディスカッション（熊本大学及び COC＋参加校の学長等） 

１０．閉会挨拶：松本 泰道（同 上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネルディスカッション 

 

 

〇COC+事業広報 

企業訪問、フォーラム、シンポジウム等の際に、COC+ 事業の説明や普及活動をおこなった。 

 また、本事業のホームページ、Facebook や Instagram などのコンテンツと連携させ、取組みに関

するイベントなどの情報更新をおこなった。 

  
 

 

 

 

 

 

 

くまもと COC+ の専用ホームページ 

http://www.kumamoto-cocplus.jp/ 

くまもと COC ＋ FaceBook 

https://www.facebook.com/kumamotoCOCplus/ 
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↑地方創生プログラム（COC＋） 

履修の手引き 2017～2019 

↑くまもと COC ＋ kikiyoru 

https://kikiyoru.kumamoto-u.ac.jp/cocplus/ 

←地方創生プログラム（COC＋） 

履修の手引き 2020～ 
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地方創生教育プログラム 
  



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

 

地方創生教育プログラム 

COC+事業期間中の主な計画 

・地方創生教育プログラムの整備と実施 
…地方創生インターンシップ、地方創生フィールドワークの実施 

・海外インターンシップの検討と促進 
・単位互換制度の検討と実施（各大学の連携の強化） 

 

１．地方創生教育プログラムの実施                          

｜❶各大学・高専の教育プログラムの整備状況 

地方創生教育プログラムの各 Step とくまもとプレマイスターに必要な単位数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

COC+大学・COC+参加大学・高専の地方創生教育プログラムは平成 30 年度に整備を完了した。令

和元年度の各 STEP の指定科目数は下記の表の通り。また、総延べ履修者数も下記の表の通りで多

くの学生が履修した。 

 STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 
総延べ履修

者数（人） 

熊本大学 40 科目 64 科目 35 科目 1 科目 31,615 

熊本県立大学 
ポイント制による「もやいすと評価制度」を実施 

プレマイスターへと接続する仕組みを整備 
16,759 

熊本学園大学 48 科目 84 科目 55 科目 4,120 

崇城大学 3 科目 3 科目 4 科目 5 科目 4,484 

東海大学 12 科目 18 科目 2 科目 16 科目 5,458 

尚絅大学 16 科目 20 科目 8 科目 4 科目 540 

九州看護福祉大学 5 科目 6 科目 26 科目 4 科目 2,500 

熊本高等専門学校 3 科目 7 科目 2 科目 1 科目 862 

 

STEP1 
地域志向科目 

 

 

6 単位以上 

STEP2 
地方創生科目 

 

 

6 単位以上 

STEP3 
地方創生 

フィールドワーク 

インターンシップ 

2 単位以上 

STEP4 
地方創生 

プロジェクト 

 

2 単位以上 

最終審査 
地方創生 

プレゼンテ

ーション 

 

知る 考える 実践する 創造する く
ま
も
と
プ
レ
マ
イ
ス
タ
ー
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・各大学・高専の地方創生教育プログラム（COC+教育プログラム）の内容と特徴 

【熊本大学】 

既存科目（教養と専門）を中心に各 Step の対象科目を選定し、目的に合わせた新規科目を立ち

上げるなど、下記の step1～step4 について、学生の知識や能力の育成のための教育プログラムを

構成した。 

Step1：地元の魅力や特徴について幅広い知識を深める科目群 

（地元定着に向けた住む場所となる環境について知る） 

 Step2：自身の専門科目の中で社会との関わりのある科目、さらに地元企業等から講師を招聘し

最先端の取組みについて学ぶ科目群（新規科目「地方創生実践論１、２」及び「地方創

生企業戦略論１、２」に関しては、学生の地元志向を高めるため、多分野の地元企業人

を講師として招聘した。） 

Step3：インターン科目、フィールド科目では実際の地域課題などをテーマとして扱い、実践的

な能力を養い、経験を蓄積する実践科目群 

 Step4：これまでの知識や経験を基に総合的な能力の向上を目指す科目 

 

【熊本県立大学】 

既に COC 事業で構築がスタートしていた「もやいすと育成システム」との整合性を取り、一貫

性のあるカリキュラムとすること。そのために、ポイント制による「もやいすと評価制度」を開

始、プレマイスターへと接続する仕組みを整えた。その他、地域志向科目及び地方創生科目に関

し、学内での議論を経て明文化した定義を定め、毎年シラバス作成時に教員がチェックする仕組

みを整えることで、カリキュラムの質が継続的に担保されるようにした。 

 

【熊本学園大学】 

○すべての学部学科の学生が履修できるように COC+教育プログラムを編成した。 

○既存科目の中から各 STEP の対象科目を選定した。STEP１から STEP４について COC＋事業の目

的に沿った内容の科目を選定した。 

○平成 28 年度以降の入学生を対象とし、年次進行で STEP１から STEP４へ対象科目の履修を段

階的に行うこととした。（STEP１：１年次、STEP２：２年次、STEP３/４：３・４年次） 

 

【崇城大学】 

平成28年 3月に作成したCOC+教育プログラムは、30年度から全学的にカリキュラムを改訂し、

さらに 31 年度からは SOJO プロジェクト科目群を新設した。この科目群では、PBL 型講義・実習

を多く導入し、特に 3 年次には地域社会・企業から課題を提供していただき、教養科目や専門科

目で修得した知識・技術を主体的に利用して、課題を解決することを試み、プレゼンテーション

を行った。この科目群の中で「熊本を知り、熊本で生きるための課題に挑戦し、熊本を創生して

いく」経験を培うことで、COC+に寄与してきたと考えている。令和 2 年度までは、ステップ毎に

次の内容を目標としている。 

STEP１ 地域試行科目群「熊本を知る」 STEP２ 地方創生科目群「熊本を創生する」 

STEP３ 実践科目「熊本で生きる・実践する」 STEP４ 地域創生プロジェクト 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

【東海大学】 

2018 年度入学生より、カリキュラム改訂を実施した。今回のカリキュラム改訂のコンセプトは

東海大学ＰＡ型教育（パブリックアチーブメント）の教育方針の展開である。このＰＡ科目は、

1990 年代のアメリカで開発された新しい市民性教育（シティズンシップ教育）であり、公的課題

の解決を目的として教育機関と地域が連携してアプローチするという方法を取っている。この教

育姿勢を本学に導入する背景として、「社会の構成員である自覚」を持たせ「社会と係わろうとす

る自発的な意識の熟成」を目指すものである。 

このカリキュラム改訂に合致する科目として、「シティズンシップ（必修・1単位）」、「ボランテ

ィア（必修 1・単位）」、「地域理解（必修・1単位）」、「国際理解（必修・1単位）」がある。これら

をプレマイスターの科目に配置することで、全学的に取得に対して門戸が開かれたことになり、

また本制度の趣旨との合致も図れる。また、他の科目においても他学部・他学科の垣根を外した

ことにより、多くの学生に対して履修の機会を与える事が出来ることとなった。 

 

【尚絅大学】 

○文化言語学部（平成 27 年度～平成 30 年度） 

１．文化言語学部の学生を主な対象として、教養科目から専門科目に至るまで幅広い科目を設定

した。また、低年次科目では必修科目を対象とすることで、入学後の早い時期から地域社会・

熊本への関心を高める科目を受講できるよう編成を工夫した。 

２．既存の科目のうちでとくに熊本に関する知識や実践的な学修方法を取り入れている科目を中

心に、新規科目も配置した。 

Step1(地域志向科目）:必修科目である「熊本学」をはじめ、熊本の文化・言語及び地域社会

の現状について基礎的な知識を学ぶ科目群。 

Step2（地域創生科目群）：「地域振興論」や「地域政策論」などの地域社会の現状と課題につ

いて理論的に学ぶとともに、「熊本国際交流史」など熊本の文化や歴史について多角的

に学ぶ科目群。 

Step3（実践科目群）：「地域プロジェクトワーク」など、近隣自治体や公的団体・民間企業と

連携して実践的な課題解決に取り組む科目群。 

Step4（地方創生プロジェクト）：ここまで学修した知識と実践的授業（サービスラーニング）

の経験、また語学力を生かして総合力を向上させる科目。 

○現代文化学部（平成 30 年度～） 

１．平成 30 年度より文化言語学部から改組された新設の「現代文化学部」についても、新しい教

育プログラムを編成した。専門領域として設定された「観光文化」や「日本・東アジア社会

文化」の専門科目を中心として、地域社会・熊本の魅力と可能性を探求し、熊本と世界との

関係に関心を持てるプログラム編成となっている。 

２．既存の科目で、熊本をテーマとする科目をはじめ、熊本の事例を取り上げる科目や実践的な

学修方法を取り入れている科目を中心に配置した。 

Step1(地域志向科目）:「観光文化学入門」や「熊本の文化Ⅰ・Ⅱ」など、熊本の文化や地域

社会の現状について基礎的な知識を学ぶ科目群。 

Step2（地域創生科目群）：「観光産業論」や「コンテンツ・ツーリズム論」などの観光文化領

域の科目を中心に編成し、熊本の文化や歴史についても多角的に学んで地域の魅力を
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探求する科目群。 

Step3（実践科目群）：「課題探求プロジェクト演習Ⅰ」、「観光実務」など近隣自治体や公的団

体・民間企業と連携して実践的な課題解決に取り組む科目群。 

Step4（地方創生プロジェクト）：「地域マネジメント研修Ⅰ」など、ここまで学修した知識と

実践的授業の経験、また語学力を生かして総合力を向上させる科目。 

前述のとおり、現代文化学部の地方創生教育プログラム関連の科目に加え、令和元年度

より、熊本学、日本伝統文化入門を全学共通教養科目として全学へ展開した。 

 

【九州看護福祉大学】 

○保健・医療・福祉分野の専門性の習得と多職種との連携、協働についての理解 

Step1：地域の魅力や特徴について幅広い知識を深める科目（地域を知る、地域で学ぶ） 

Step2：多職種協働の実際について学ぶ（各分野の特別講師による講義・演習（医師・保健師・

訪問看護師・訪問薬剤師・管理栄養士・特老施設長・介護福祉士・弁護士）） 

Step3：フィールドワーク（臨地実習科目） 

Step4：これまでの知識や経験を基に総合的な能力の向上を目指す科目 

 

【熊本高等専門学校】 

○高等専門学校の特徴を考慮しつつ、できるだけ多くの学生が受講できるように COC+教育プロ

グラムを編成した。 

○既存科目（教養と専門）から各 Step の対象科目を選定し、以下の Step1～Step4 について学生

の知識や能力の育成のための教育プログラムを構成した。 

Step1：地元の魅力や特徴について基礎知識を得る科目群（本科（大学の学部 2年までに相当）

の全学生が対象） 

Step2：自身の専門科目の中で社会との関わりのある科目群（専攻科（大学の学部 4年までに

相当）の全学生が対象） 

Step3：実践的な能力を養い、経験を蓄積する実践科目群（専攻科の一部学生が対象） 

Step4：地場企業との共同研究等により総合的な能力の向上を目指す科目（専攻科の一部学生

が対象 

  



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

｜❷くまもとプレマイスターについて 

 くまもとプレマイスター修了者は下記のとおり。同年度の熊本地

方 COC+推進協議会にて正式に授与者を認定する。修了書は右図。 

 

平成 29 年度 

熊本大学：1名 

平成 30 年度 

熊本大学：2名、熊本県立大学：2名 

令和元年度 

熊本大学：2名、熊本県立大学：3名、尚絅大学：4名 

 

２．地方創生インターンシップ、地方創生フィールドワークの実施            

○地方創生インターンシップ・地方創生フィールドワークの科目数及び履修者数 

 地方創生インターンシップ・地方創生フィールドワークは STEP3 にあたるため、平成 29 年度に

整備完了し、平成 30 年度から履修が始まった。熊本大学では、平成 28 年度に整備し、平成 29 年

度から履修が始まった。 

 

■平成 29 年度 

 【熊本大学】・・・・・・36 科目 履修者 1,127 人 

■平成 30 年度 

【熊本大学】・・・・・・37 科目 履修者数 1,008 人 

【熊本県立大学】・・・・「もやいすと認定制度」と連携して実施 

【熊本学園大学】・・・・55 科目 履修者数 1,120 人 

【崇城大学】・・・・・・4科目  履修者数 993 人 

【東海大学】・・・・・・2科目  履修者数 49 人 

【尚絅大学】・・・・・・8科目  履修者数 37 人 

（※4科目は 3年次開講予定のため H30 は未開講） 

【九州看護福祉大学】・・26 科目 履修者数 1,326 人 

【熊本高等専門学校】・・2科目  履修者数 126 人 

■令和元年度 

【熊本大学】・・・・・・36 科目 履修者数 1,329 人 

【熊本県立大学】・・・・「もやいすと育成システム」と連携して実施 

【熊本学園大学】・・・・55 科目 履修者数 1,612 人 

【崇城大学】・・・・・・4科目  履修者数 1,260 人 

【東海大学】・・・・・・2科目  履修者数 38 人 

【尚絅大学】・・・・・・4科目  履修者数 116 人 

【九州看護福祉大学】・・26 科目 履修者数 1,538 人 

【熊本高等専門学校】・・2科目  履修者数 172 人 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

〇事業協働機関へのインターンシップ参加者数 

 平成 30 年度の学部・高専生の事業協働機関インターンシップ参加者数は、事業全体では 1,341

名となり、事業開始後、最多となった。学校別【下表参照】では、COC+大学を中心に着実に増加し

ている。（令和元年度の集計は令和 2年度に実施予定） 

【表．事業協働機関へのインターンシップ参加者数（学校別）】 

単位：人 熊本大 
熊本 

県立大 
九州看護
福祉大 

熊本学園
大 

尚絅大・ 
尚絅短大 

崇城大 東海大 
熊本 
高専 

全 体 

26 年度 172 215 136 290 65 85 48 100 1,111 

27 年度 164 187 145 279 57 68 25 71  996 

28 年度 341 227 114 250 58 93 5 78 1,166 

29 年度 443 155 92 214 118 67 71 53 1,213 

30 年度 516 156 114 235 153 64 38 65 1,341 

 

３．海外インターンシップの検討と促進                         

■平成 27 年度 

平成 27 年度は初年度でもあり、海外インターンシップは、国内インターンシップの整備を

優先させるため、方針についてのみ検討するにとどまった。具体的な検討事項については来

年度実施していくこととした。 

 

■平成 28 年度 

平成 28 年度では、海外インターンシップの検討・準備を行った。 

① 海外インターンシップ先の開拓を進めた。 

② 平成 28 年度トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム「地域人材コース」派遣留学帰国

者（熊本大学法学部３年）に対し、留学動機や活動内容等を調査し、情報収集を行った。 

 

■平成 29 年度 

①（株）杉養蜂園との連携 

熊本大学 COC+学長特別補佐及び COC+推進コーディネーターが、（株）杉養蜂園を訪問し、COC+

登録学生の海外派遣を依頼した。同社は、熊本大学グローバル教育カレッジ学生への海外イン

ターンシップ（香港 Food Expo）も実施しており、COC+登録学生も併せて、平成 30 年度のイン

ターンシップ実施計画を検討されている状況。 

 

②トビタテ！留学 JAPAN 地域人材コースとの連携 

熊本県担当者と熊大 COC+関係者で協議を実施し、トビタテも COC+も地元定着の目標は共通して

いるため、COC+枠の創出までは行かずとも、COC+教育プログラムの履修学生が、トビタテ！留

学 JAPAN 地域人材コースに積極応募するよう、計画書作成等を含め、COC+推進コーディネータ

ー等が支援することとした。 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

■平成 30 年度 

○トビタテ！留学 JAPAN「地域人材コース」との連携 

平成 30 年度後期（第 9期）熊本県の「地域人材コース」（「熊本と世界をつなぐ」グローバル人

材育成事業）の学生募集概要については以下の通り。 

1. 地域人材コースの概要：アジア諸国をはじめとする世界各国と熊本とのつながりの促進・強

化を目指し、新たな産業の創出や販路開拓による国際競争力の向上、さらには国際交流の更

なる促進と拡大を目的とした、実践型海外留学と地元企業でのインターンシップを組み合わ

せた留学プログラムを支援する。 

2. 支援する留学プログラム 

  (1)熊本と上海をつなぐ“ビジネスマッチングプロジェクト” 

  (2)熊本と中国をつなぐ“観光客増大プロジェクト” 

  (3)熊本とマレーシアをつなぐ“熊本良品販路拡大プロジェクト” 

(4)熊本と韓国をつなぐ“観光客増大プロジェクト” 

(5)熊本と台湾・高雄市をつなぐ“交流促進プロジェクト” 

(6)熊本と香港をつなぐ“熊本良品販路開拓プロジェクト” 

(7)熊本と欧米をつなぐ“交流促進プロジェクト” 

(8)新たな産業の創出や販路開拓による国際競争力の向上、国際交流の更なる促進と拡大につ

なげる学生オリジナルのプロジェクト 

※平成 30 年度トビタテ留学ＪＡＰＡＮ「「地域人材コース」の派遣留学生は８名であった。 

熊本県立大学：１名、熊本大学：５名、尚絅大学２名 

 

■令和元年度 

○トビタテ！留学 JAPAN「地域人材コース」との連携 

 令和元年度熊本県の「地域人材コース」（「熊本と世界をつなぐ」グローバル人材育成事業）の

学生募集概要については以下の通り。 

1. 地域人材コースの概要：世界と熊本とのつながりを促進・強化し、新たな産業の創出や販

路開拓による国際競争力の向上、さらには国際交流の更なる促進と拡大を目指した、実践

的な海外留学と地元でのインターンシップを組み合わせた留学プログラムを支援。 

2. 支援する留学プログラム 

  (1)熊本と上海をつなぐ“ビジネスマッチングプロジェクト” 

  (2)熊本と中国をつなぐ“観光客増大プロジェクト” 

  (3)熊本とマレーシアをつなぐ“熊本良品販路拡大プロジェクト” 

  (4)熊本と韓国をつなぐ“観光客増大プロジェクト” 

  (5)熊本と台湾・高雄市をつなぐ“交流促進プロジェクト” 

  (6)熊本と香港をつなぐ“熊本良品販路開拓プロジェクト” 

   (7)熊本と欧米をつなぐ“交流促進プロジェクト” 

  (8)新たな産業の創出や販路開拓による国際競争力の向上、国際交流の更なる促進と拡大に

つなげる学生オリジナルのプロジェクト 

※令和元年度トビタテ留学ＪＡＰＡＮ「「地域人材コース」の派遣留学生は５名であった。 

熊本大学：1名、熊本県立大学２名、崇城大学１名、熊本高専１名 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

４．単位互換制度の検討と実施（各⼤学の連携の強化）                       

■平成 27 年度 

熊本地方 COC+推進協議会、教育プログラム開発部会及び熊本大学 COC+推進室会議にて、単位互

換制度構築のため、一般市民及び学生が参加できるような「地方創生公開講座」を単位取得でき

る科目として準備し、COC+大学及び COC+参加校で単位互換の可能性について協議した。 

 

■平成 28 年度 

事業協働機関による教育プログラム開発部会などで単位互換制度について協議し、本事業

計画の実施・運用に向け、必要に応じた制度案の構築に向け準備する。 

 

① COC＋校が、参加校を訪問し、単位互換制度の導入可能性等についてヒアリングを実施。 

②次のとおり、協議及び単位互換制度（案）の構築準備を行った。（教育プログラム開発部会

（平成 29 年 3 月 6日開催）及び企画委員会（平成 29 年 3 月 15 日開催）了承内容） 

・ 各校は、平成 29 年度第 1回教育プログラム開発部会の開催（４月）までに、COC＋科目のう

ちから、他大学等に無料で開放可能な科目候補を提供すること。（１科目でも可。提供困難な

場合は、その旨連絡） 

・ 上記科目候補を元に、まずは、単位認定がない無料聴講科目として、検討・整備を進めてい

き、各校で受け入れ可能な無料聴講科目を「単位互換制度の試行科目」と位置付けること。 

・ なお、単位互換制度の試行科目は、4月～5月中に検討・整備を進めること。 

・ 無料聴講受け入れのため、各校での条件の整理が必要であるため、秋学期（後期）からの

COC＋無料聴講科目の導入を視野に検討していくこと。 

・ 各校から提供され、各校内でもコンセンサスを得られた COC＋無料聴講科目については、各

校において周知し、学生の受講希望があった場合は、提供元の大学等へ参加学生の情報を連

絡するとともに、科目受講できるよう支援すること。 

・ COC＋無料聴講科目の導入を進めながら、単位互換についても可能な科目は、平成 30 年度の

単位互換制度の実施に向け、平成 29 年度に準備を進めていくこと。 

・ 単位互換協定などの必要な手続きについては、平成 29 年度中に完了を目指し、平成 30 年度

の「単位互換制度の実施」を目標に COC＋事業を推進していくこと。 

・ 以上の無料聴講制度及び単位互換制度は、全大学・高専間で行うものではなく、対応可能な

大学等間で進めていくこと。 

③平成 28 年度検討結果 

【熊本大学】 

・第 2タームの「地方創生実践論 1」及び「地方創生企業戦略論 1」並びに第 3タームの「地

方創生実践論 2」及び「地方創生企業戦略論 2」の 4科目を無料聴講科目として開放する。 

【熊本県立大学】 

・熊本大学法学部、熊本県立大学総合管理学部及び熊本学園大学商学部・経済学部の単位互換

協定が既にあるため、これを活用する予定。 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

【尚絅大学・尚絅大学短期大学部】 

・「課題探求プロジェクト演習」、「東アジア近代史」及び「熊本国際交流史」の 3科目が無料

開放可能である。（ただし、「東アジア近代史」及び「熊本国際交流史」は 29 年度不開講） 

・なお、女子大であるため女子学生限定とする。 

【熊本学園大学】 

・熊本大学法学部、熊本県立大学総合管理学部及び熊本学園大学商学部・経済学部の単位互換

協定が既にあるため、これを活用する予定。 

【東海大学】 

・単位互換制度については、議論中。 

【熊本高等専門学校】 

・「企業家と社会」（前期）が無料開放可能。（ただし、現状では委員の私案状況） 

 

■平成 29 年度 

〇無料聴講科目の実施 

熊本大学の STEP2「地方創生実践論１」「地方創生実践論２」を無料

聴講科目として、COC+参加校に開放した。 

 

 

■平成 30 年度 

「地域の魅力発掘プロジェクト」熊本大学×熊本学園大学（COC+特別プロジェクト） 

大学間の連携や今後の単位互換の試行を含め、熊本大学及び熊本学園大学において、教育

プログラムを実施した。また、本プロジェクトは、COC+事業特別プロジェクトの採択を受

け実施した。ＫＮＴ－ＣＴホールディングス㈱から講師を招聘し、観光資源の抽出、商品

企画の考え方等の講義から学び、熊本市内及び阿蘇地域でのフィールドワークとワーク

ショップを行った。地域の魅力の発掘など具体的な旅行商品企画案を作成した。 

   

 

 

 

最終成果物 地域の魅力発掘の企画ポスター 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

■平成 29 年度～令和元年度 

○三大学単位互換協定の活用 

 三大学単位互換に関する連絡会議にて、熊本大学法学部、熊本県立大学総合管理学部、熊本学

園大学商学部・経済学部の３大学学部間単位互換協定の科目のうち、COC+ 科目を、COC+ 教育プ

ログラムの単位互換科目に指定し、実施した。        

（平成 29 年度～令和元年度位互換科目一覧表） 

熊本大学提供の 

COC+ 単位互換科目 

熊本県立大学提供の 

COC+ 単位互換科目 

熊本学園大学商学部提供の 

COC+ 単位互換科目 

熊本県立大学 

総合管理学部 
｢法社会学Ⅰ｣ 

熊本大学 

法学部 

｢参加・協働論｣ 

｢経営組織論｣ 

熊本大学 

法学部 

｢マーケティ

ング論Ⅰ｣ 

｢マーケティ

ング論Ⅱ｣ 

｢商業論Ⅰ｣ 

｢商業論Ⅱ｣ 

熊本学園大学 

商学部 

｢行政過程論

Ⅰ｣ 

熊本学園大学 

商学部 
｢参加・協働論｣ 

熊本学園大学 

経済学部 

｢行政過程論

Ⅰ｣ 

熊本学園大学 

経済学部 
｢参加・協働論｣ 

 

5．参加校のこれまでの地方創生教育の取組みと特徴的な取組                    

■平成 27 年度 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
地方創生セミナーの開催 

くまもと地方産業創生センター主催で、「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」地方創

生公開講座 Inspire セミナー「県内中小企業の創業者・社長の生き様に学ぶ」を開催した。参加

者：学内 21 名、学外 24 名 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地方創生セミナー開催の様子 地方創生セミナー リーフレット 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

■平成 28 年度 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
地方創生教育プログラムの整備・試行 

平成 27 年度より準備を進めてきた地方創生プログラムの整備について、29 年度に本格実施で

きるよう継続して取り組む。また、準備が整った地方創生教育プログラムの一部を試行する。 

STEP1～STEP4 の地方創生教育プログラムの整備を進めた。 

STEP1：地域志向科目について 

① 地域を題材として扱う内容や、身近な生活について考える科目などを平成 29 年度版地域志向

科目として、教養教育に 36 科目整備した。 

② COC＋担当教員が実施する科目として、学際科目 2「地方創生文化論」（第 1ターム）を COC+

として科目新設した。 

③ 全学必修科目の「肥後熊本学」について、平成 28 年度に試行的に 4クラス実施した。平成

29 年度の本格実施に向け準備を進め、年度末に 6分野 12 テーマとして 12 クラスの準備を完

了させた。 

④ 教養教育科目の見直しやターム制の導入に伴い、平成

28 年度と平成 29 年度の実施科目が変更となった。そ

の中で、平成 28 年度に開講している地域志向科目

（STEP1）が平成 29 年度も開講するか否かを確認し、

さらに新たに開講する科目の中で、該当する科目の有

無を確認し、35 科目（平成 29 年度開講科目）を整え

た。 

⑤ 平成 27 年度に準備・整備した地域志向科目について、

平成 28 年度履修者は、延べ 3,507 人、1科目平均 103

人（34 科目）であった。 

⑥ ステップ修了ごとに修了証書を発行することとし、平

成 28 年度は、ステップ１修了者 287 名に修了証を発行

することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

地域志向科目一覧（平成 28 年度に準備・整備及び平成 29 年度に実施） 

 

カテゴリ
開講
年次

開講
区分

曜日 時限
単位
数

授業テーマ 授業科目名

1 第1ターム 火 4 1 熊本の芸術文化 肥後熊本学

1 第1ターム 木 4 1 水俣病の社会史：水俣病を知っていますか 肥後熊本学

1 第1ターム 金 4 1
医療と社会　－医療における情報共有と個人情報・遺伝子
情報－

肥後熊本学

1 第2ターム 水 4 1 自然：植物（薬科学）「蕃滋園・伝統野菜・本草学」 肥後熊本学

1 第2ターム 木 4 1 幕末維新熊本人物列伝 肥後熊本学

1 第3ターム 水 3 1 ハンセン病差別とその克服に向けて 肥後熊本学

1 第3ターム 木 4 1  夏目漱石とラフカディオハーン 肥後熊本学

1 第3ターム 金 4 1 永青文庫の史料にみる戦国・近世初期の肥後熊本 肥後熊本学

1 第4ターム 火 4 1 熊本の水環境 肥後熊本学

1 第4ターム 火 3 1 まちづくりと地域課題を知る 肥後熊本学

1 第4ターム 水 3 1 希少野生動植物 肥後熊本学

1 第4ターム 水 3 1 自然災害(科学と技術) 肥後熊本学

1 前期 木 4 2 減災リテラシー入門 持続可能な都市と地域づくりA

1 第2ターム 月・木 5 2 都市まちづくり学入門 地域づくりと科学技術A

1 後期 月 4 2 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり入門 心身の健康と看護C

1 後期 金 5 2 社会参加とはどのようなことか キャリア科目4

1 第3ターム 火・金 5 2 まちの基盤づくり 持続可能な都市と地域づくりB

1 前期 金 4 2 五高と近代日本 地域づくりと科学技術F

1 第1ターム 月 3 1 地方創生文化論 学際科目2

1 第1ターム 木 5 1 熊本の伝説を探る１ 最前線の社会文化研究ｇ

1 第2ターム 木 5 1 熊本の伝説を探る２ 最前線の社会文化研究ｈ

1 後期 月 5 2 映像・博物館人類学の現在 最前線の社会文化研究A

1 後期 金 5 2  芸術文化考 芸術への招待C

1 第4ターム 木 3 1 世界遺産の社会学（続） 最前線の社会文化研究ｆ

1 第4ターム 火・金 3 2 日本建築を歴史的にみる 地域づくりと科学技術C

1 第1ターム 月 3 1 火山を究める（１) 地球環境科学の最前線g

1 第1ターム 月・木 3 2 現代日本の地域構造と地域問題 自然と人間の地理学A

1 第2ターム 月 3 1 火山を究める（２) 地球環境科学の最前線h

1 後期 金 3 2 生活と教育 現代教育について考えるB

1 第3ターム 水 3，4 2 環境と化学物質 化学と環境C

1 第3ターム 木 3，4 1 実験で知る青い惑星　その1 地球環境科学の最前線c

1 第4ターム 木 3，4 1 実験で知る青い惑星　その2 地球環境科学の最前線d

1 第1ターム 火 3，4 2 福祉住環境コーディネート 豊かさを持続させるものづくりB

1 第1ターム 火・金 5 1 くらしの中の化学 ものづくりの科学と技術G

1 第2ターム 火 3，4 2 新技術開発史 ものづくりの科学と技術B

1 第3ターム 火・金 3 2 身近な科学技術がわかる基礎化学 ものづくりの科学と技術F

1 前期 火 5 2  熊日　新聞制作講座 キャリア科目1

1 前期 金 4 2  現代社会と地域医療―医療現場からのメッセージ 現代社会と医学B

1 第1ターム 木 3，4 2  人間と環境 自然と人間の地理学B

1 第1ターム 木 4，5 1  熊本地震1年後の被災地を歩く 自然と人間の地理学C

1 第1ターム 金 4，5 2  生活に関わる環境・資源・地域力 地域づくりと科学技術B

1 第2ターム 月 4 1  人権と性を考える 現代世界の形成と課題a

1 第2ターム 水 3 1  ボランティア論 キャリア科目52

1 第2ターム 水 4 1 ジャーナリズム論・世界の水銀問題と水俣条約 現代政治の諸相c

1 後期 火 4 2  女性と職業 キャリア科目3

1 第3ターム 月 4 1  ハンセン病講座 現代世界の形成と課題b

1 第3ターム 水 4 1  ジャーナリズム論・九州グローバル化の課題 現代政治の諸相d

地域問題と事例から
社会や技術

について学び・考える

熊本の歴史、文化、産業、医
療、環境といった広範な現代

社会の諸課題への
理解を深める

地域のまちづくり
について学び・考える

地域の歴史・文化
について学び・考え

自然環境と地域の暮らし
について学び・考える

地域の身近な生活の中の技
術について学び・考える



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

STEP2：地方創生科目について 

① 地方創生科目として平成 29 年度の実施にむけ、教養教育・専門科目を合わせ 67 科目準備・

整備した。 

② 以下 5科目について、COC+担当教員が実施する科目として教養教育に新設した。 

キャリア科目 54「地方創生実践論１」第 2ターム 

キャリア科目 55「地方創生実践論 2」第 3ターム 

キャリア科目 56「地方創生企業戦略論 1」第 2ターム 

キャリア科目 57「地方創生企業戦略論 2」第 3ターム 

キャリア科目 58「地方創生未来発明入門」第 2ターム 

③ 地方創生公開講座（平成 28 年度 6月～2月）を計 12 回実施した。その内、雇用推進部会との

共同開催が 1回、熊本高専との共同開催 2回である。加えて、産学官連携推進部会との共同開

催で「システム思考ワークショップイベント」を開催した。また、この地方創生公開講座をベ

ースに、下記 4科目（再掲）を新設し、地方創生科目に設定した。 

キャリア科目 54「地方創生実践論１」第 2ターム 

キャリア科目 55「地方創生実践論 2」第 3ターム 

キャリア科目 56「地方創生企業戦略論 1」第 2ターム 

キャリア科目 57「地方創生企業戦略論 2」第 3ターム 

④ 上記科目は、平成 29 年度授業開放科目に指定し、COC＋参加校学生については、無料聴講で

きることとした。 

 

〇平成 28 年度「地方創生公開講座」実績一覧 

開催回 

開催日 
講師 テーマ 参加者数 

第 1回

6/25

（土） 

第 1部 

（株）ユウシステム代表取締

役 入江英也 氏 

日本人がブルーオーシャン

市場「アジア」で働く魅力と

メリット 

学生：計 9 名（熊大：文学部 1、法学部

2、教育 2、熊本高専 3名その他不明 1名） 

一般：計 17 名（高専教職員 6 名、熊大教

職員 2名、尚絅大学教職員 1 名、その他：

5名、COC 関係者 3名）合計：26 名 
第 2部 

（株）くまもと健康支援研究

所代表取締役 松尾 洋氏 

ヘルスケアビジネスと地方

創生 

第 2回 

7/2

（土） 

第 1部 

オオクマ電子（株）社長 大

隈恵治氏 

楽しい仕事の見つけ方 ～

私が歩んできた道から考え

てみる～ 

学生：計 14 名（熊大 14 名、法学部：2名

（１年男子、１年女子）、教育学部：1 名

（１年女子）自然科学研究科１名（男子）、

その他不明）一般：13 名（熊大教職員 3

名、その他 10 名）合計：27 名 

第 2部 

株式会社プレシード社長 

松本修一氏 

ローカルから世界へ先端へ 

～事業を興そう（エキサイテ

ィングに）～ 

第 3回 

7/9

（土） 

エモ・トランス・ジャパン

（株）九州営業所代表取締役 

橋本光男氏 

世界の中の日本 ～これか

らどのように生きていきま

すか？ 

学生：計 8 名（熊大 7 名 文学部：1 名

（1年男子）、法学部 1名（1 年男子）、理

学部 2 名（１年男子）、自然科学研究科 1

年（男子）、その他不明２名、他大学：1名

（不明）） 

 一般：8名（熊大教職員１名、県立大学

教職員 1名、その他 4名）合計：16 名 

第 4回

7/16

（土） 

五木食品（株） 開発本部経

営企画室 兼コンプライア

ンス課 原田真宏氏 

熊本から世界へ ～私の就

職活動～ 

学生：計 11 名（全て熊大生、文学部 1名

（4 年女子）、法学部 2 名（いづれも 1 年

男子）、理学部１名（１年男子）、その他不

明）一般：６名 合計：17 名 

第 5回 

 

中止   



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

第 6 回

10/15

（土） 

第 1部 

繊月酒造（株） 代表取締役

社長 堤 純子氏 

伝統産業の継承と発展 ～

地域性の活用と新しい視点

～ 

学生：計 3名（熊大生）  一般：11 名、

合計：14 名 

第 2部 

株式会社ニフコ製造企画部

部長 

堀内 一輝氏  

グローバルに展開する企業

の戦略から見た地方子会社

への期待と展望 

第 7回

10/27

（木） 

有限会社チェンジ・エージェ

ント代表取締役社長兼 CEO 

小田理一郎氏 

システム思考ワークショッ

プ～個別の論理的思考を超

えて、大局、根本をいかに捉

えるか～ 

学生 7名（熊大院生）、 

一般：12 名（熊大教職員 4 名、学外者８

名）  

合計 19 名 

第 8回

11/19

（土） 

熊本高等専門学校八代キャ

ンパス 講師 時松雅史氏 

天草下浦石工の活動 一般市民 11 名 

第 9回

11/19

（土） 

第 1部 

（株）ナレッジコミュニケー

ション 奥沢 明氏 

とにかく、あれこれやってみ

る 

 

生：計 8 名（熊大法 1 年 1 名、崇城大 1

名、熊本保健科学大１名、 

その他熊大５名） 

一般：5名  

合計 13 名 

第 2部 

sitateru inc.CEO 河野秀和

氏 

人とテクノロジーの力で実

現するシームレスな経済 

第 10 回

12/10

（土） 

熊本高等専門学校教授 

古江研也氏 

熊本高等専門学校准教授 

松上 優氏 

熊本市周辺の湧泉巡り 学生：計 11 名（熊大生 1名（工学部 2年

情報電気電子）、熊本高専 10 名） 

一般：計 5 名（高専教員 2 名、熊大関係

者 3名） 合計：16 名 

第 11 回

12/17

（土） 

㈱エフエム熊本 編成技術

部編成担当部長 

伊佐坂 功親氏 

地域情報発信メディアとし

ての FM ラジオの役割 

学生：計 1名（熊大文 2年） 

一般市民：計 5名、(熊大教職員 3名、学

園大職員 1名、その他 1名)、合計 6名 

第 12 回

1/20

（金） 

平田機工（株）代表取締役社

長 

平田雄一郎 氏 

熊本から世界へ 

～GM 受注のすべて失敗と絶

望の日々～ 

工学部学生対象に実施 

（約 200 名参加） 

第 13 回

2/18

（土） 

高橋酒造（株） お客様創造本

部長 

久保田一博氏 

造るのは酒文化。文化を知れ

ば酒は断然うまくなる。 

学生：計１名（熊大生 1名（法学部 1年）） 

一般市民：計 25 名（一般 19 名、熊大職

員 5名、東海大職員 1名）、合計 26 名 

 

 

地方創生公開講座のリーフレット 

    



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

 

 

 

 

 

（H28.9.23：熊日新聞） 

 

 

 

 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

地方創生科目一覧（平成 28 年度に準備・整備及び平成 29 年度に実施） 

 

設置部
開講
年次

開講
区分

曜日 時限
単位
数

授業テーマ 授業科目名

1 第2ターム 月 4 1 地方創生企業戦略論1 キャリア科目56

1 第2ターム 水 3 1 地方創生未来発明入門 キャリア科目58

1 第2ターム 金 4 1 地方創生実践論１ キャリア科目54

1 第3ターム 月 4 1 地方創生企業戦略論2 キャリア科目57

1 第3ターム 金 4 1 地方創生実践論2 キャリア科目55

設置部
開講
年次

開講
区分

曜日 時限
単位
数

授業科目名 備考

1 前期 水 1 2 地理学概論 総合人間学科

1 前期 水 3 2 地域社会学概論I 総合人間学科

1 後期 月 4 2 民俗学概論 I 総合人間学科

1 後期 火 3 2 社会学概論Ⅰ 総合人間学科

2 前期 火 3 2 社会学概論Ⅱ 総合人間学科

2 前期 火 3 2 文化人類学概論II 総合人間学科

2 前期 水 3 2 地域社会学概論II 総合人間学科

2 前期 木 4 2 地理調査法概説 総合人間学科

2 前期 木 4 2 社会調査法概説 総合人間学科

2 前期 集中 集中 2 地域科学特殊講義A 総合人間学科

2 後期 水 2 2 地域社会分析演習 総合人間学科

3 前期 月 3 2 地域環境論演習 総合人間学科

3 前期 火 3 2 現代社会分析演習 総合人間学科

3 後期 火 3 2 自然地理学Ⅱ 総合人間学科

3 後期 木 4 2 地域科学特殊講義A 総合人間学科

2 前期 水 2・3 2 歴史資料学実習B-Ⅰ 歴史学科考古学

3 前期 水 2・3 2 歴史資料学実習B-Ⅱ 歴史学科考古学

2 前・後 月・水 2・2 2 歴史資料学演習A 歴史学科

3 前・後 金・月 2・４ 2 歴史資料学演習A 歴史学科

3 前・後 水・金 2・2 2 歴史資料学特殊講義A 歴史学科

2 前期 水 3 2 比較文化コミュニケーション論 コミュ二ケーション情報学科

2 後期 木 2 2 地域生涯学習論 地域共生社会課程

2 前期 金 4・5 2 地域資源論 地域共生社会課程

2 後期 月 2 2 地域計画論Ⅱ（地域経済計画論） 地域共生社会課程

2 後期 木 4 2 地域史 地域共生社会課程

3 前期 木 4 2 地域とことばII 地域共生社会課程

2 前期 金 5 2 人文地理学特講 中学校教員養成課程(社会)

2 後期 木 4 2 日本史概説 中学校教員養成課程(社会)

3 後期 月 2 2 経済学特講 中学校教員養成課程(社会)

3 前期 水 4 2 リハビリテーション論 生涯スポーツ福祉課程

2 前期 水 4 2 職業選択と自己実現 選択科目

2 前期 金 3 2 行政過程論１ 公法科目

3 前期 火 4 2 経済政策 経済学科目

3 前期 木 3 2 経済法１（総論） 社会法科目

3 前期 木 2 2 行政学 政治学科目

3 前期 金 3 2 法社会学1 基礎法科目

3 前期 金 4 2 地域政策 経済学科目

3 前期 金 2 2 環境経済論 経済学科目

3 後期 火 5 2 地方自治法 公法科目

3 後期 木 4 2 公共政策論 政治学科目

3 前期 火 2 2 水文学 地学

2 後期 月 2 2 環境適応学 生物

2 後期 金 4 1 老年生活ケア論 老年看護学

3 前期 火 2 2 在宅看護論 地域看護学

3 前期 木 4 1 公衆衛生看護活動論Ⅰ 地域看護学

3 前期 木 4・5 2 公衆衛生看護活動論Ⅱ 地域看護学

1 前期 1 薬学概論Ⅰ 薬学科、創薬・生命薬科学科

1 後期 1 医療倫理学Ⅰ 薬学科、創薬・生命薬科学科

1 後期 2 薬学概論Ⅱ 薬学科、創薬・生命薬科学科

1 後期 1 ジェネリックスキル概論 薬学科、創薬・生命薬科学科

2 後期 火 3 2 高分子化学 物質生命科学科

3 前期 月 3 2 バイオテクノロジー 物質生命科学科

1 前期 火 2 2 マテリアル工学入門セミナー マテリアル工学科

3 後期 金 3・4 1 マテリアル工学実験（創造編） マテリアル工学科（限定）

2 後期 水 4 2 精密加工機械 機械システム工学科

3 後期 水 2 2 成形加工プロセス 機械システム工学科

1 後期 水 2 2 地球環境工学 社会環境工学科

2 後期 木 4 2 土木計画学 社会環境工学科

2 前期 金 2 2 日本建築史 建築学科

2 前期 水 2 2 都市デザイン論 建築学科

3 後期 月 5 2 音声情報処理 情報電気電子工学科

3 後期 月 1 2 電力システム工学 情報電気電子工学科

理学部
専門科目

医学部保健学科
専門科目

薬学部
専門科目

工学部
専門科目

教養教育
教養科目

文学部
専門科目

教育学部
専門科目

法学部
専門科目
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STEP3：地方創生インターンシップ・地方創生フィールドワーク 

① 平成 29 年度版として教養教育・専門科目を合わせ 36 科目整備した。 

② その内、地方創生フィールドワークとして、Area Studies E「多様性と人々の暮らしへの眼差

しによる社会課題解決」（第 2ターム）を COC・COC＋共通科目として教養教育に新設した。 

 

地方創生インターンシップ・地方創生フィールドワーク一覧（平成 28 年度に準備・整備及び平

成 29 年度に実施） 

 

 

設置部
開講
年次

開講
区分

曜日 時限
単位
数

授業テーマ 授業科目名

1 第2ターム 火 4 2
多様性と人々の暮らしへの眼差しによる
社会課題解決

 Area Studies E

1 第3ターム 金 5 1 地域デザイン論 学際科目3

1 集中 他 他 1 ボランティア実践 キャリア科目53

教養教育地方創生イ
ンターンシップ

1 集中 他 他 1 インターンシップ キャリア科目51

設置部
開講
年次

開講
区分

曜日 時限
単位
数

授業科目名 備考

2 前期 集中 集中 2 情報処理A 文学部共通科目

2・2・3 前期 木・水・金 5・2・5 2 社会調査実習I 総合人間学科

2・2・3 前期 木・水・金 5・2・3 2 社会調査実習Ⅱ 総合人間学科　社会調査実習Ⅰとの連続受講

2 前期 水 4 2 地理調査実習Ⅰ 総合人間学科　地理調査実習Ⅱとの連続受講

2 後期 水 4 2 地理調査実習Ⅱ 総合人間学科　地理調査実習Ⅰとの連続受講

2 前期 集中 集中 4 歴史資料学野外実習B-Ⅰ 歴史学科考古学

2 前期 木 2 2 歴史資料学実習Ａ‐Ⅰ 歴史学科

3 前期 集中 集中 4 歴史資料学野外実習B-Ⅱ 歴史学科考古学

3 前期 集中 集中 4 歴史資料学野外実習A 歴史学科

3 前期 火 4 4 キャリアデザイン実習A・B コミュ二ケーション情報学科

3 前期 火 3 2 マーケティング・コミュニケーション コミュ二ケーション情報学科

3 後期 金 4・5 2 コミュニケーション情報学特殊講義B コミュ二ケーション情報学科

2 後期 金 5 1 基礎地学実験 中学校教員養成課程（理科）

3 前期 集中 2 日本史調査実習 中学校教員養成課程（社会）

3 前期 集中 2 文化実地研究Ⅳ 地域共生社会課程

3 後期 金 3 2 火山学 中学校教員養成課程（理科）

通年 演習Ⅰ（刑事政策）

前期 社会保障法Ⅰ

後期 社会保障法Ⅱ

2 後期 金 4 1 理学概論

3,4 1 インターンシップA

3,4 2 インターンシップB

医学部保健学科
地方創生インターン
シップ

4 前期 集中 集中 4 老年看護学実習 看護学専攻

薬学部地方創生
フィールドドワーク

2 前期 1 導入実習 薬学科、創薬・生命薬科学科

薬学部地方創生イン
ターンシップ

1 前期 1 早期体験学習 薬学科、創薬・生命薬科学科

工学部地方創生
フィールドドワーク

3 後期 金 3,4 2 プロジェクト実習第二 機械システム工学科

3 前期 2 化学学外実習 物質生命化学科（限定）

3 後期 2 マテリアル工学応用セミナー マテリアル工学科（限定）

3 前期 2 機械システム応用セミナー 機械システム工学科（限定）

3 前期 1 インターンシップ 社会環境工学科（限定）

3 前期 2 インターンシップ 建築学科(限定）

3 後期 1 インターンシップ第一 情報電気電子工学科（限定）

教養教育
地方創生フィールド

ワーク

理学部
地方創生インターン
シップ

工学部
地方創生インターン
シップ

文学部
地方創生フィールド
ワーク

教育学部
地方創生フィールド
ワーク

法学部
地方創生フィールド
ワーク



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

【授業以外における学生の主体的な活動】 
① ～企業・大学連携による学内インターンプロジェクト～【COC＋事業特別プロジェクト】 

② ～県内大豆食品業界との連携強化（インターンシップ）～【COC＋事業特別プロジェクト】 

③ COC＋推進コーディネーターが、熊大工学部及び大学院自然科学研究科の学生とインターンシ

ップ座談会を開催 

④ 既設のインターンシップ科目を履修した学生に対し、COC＋推進コーディネーターから地方創

生に関するプラス α の事前・事後指導を行うため、COC＋推進コーディネーターが、地方創生

インターンシップに関する教材を作成した。 

・注目すべき現象にいち早く気づくためのスキルとツール 

・気づいた現象の裏に潜む本質的課題（=解決すべき課題）を洞察するスキルとツール 

・発生型、探索型、設定型、それぞれの問題に応じた対策案（アイデア）創出法 

 

STEP4：地方創生プロジェクト 

平成 28 年度の計画ではなかったが、早期試行に向け、平成 29 年度版として教養教育にキャリ

ア科目 10「地方創生プロジェクト演習」（2単位）を新設した 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本県立大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 （教育プログラム概要） 

①熊本県立大学では、ジュニアレベルを STEP1、シニアレベルを STEP2、スーパーレベルを STEP3

及び STEP4 として位置づける予定である。 

②地域志向科目、地方創生科目については、平成 28 年度に定義の策定及び科目の選定を進め、

平成 29 年度シラバス作成と併せて科目の整備を実施した。 

③「もやいすとジュニア育成」成果発表会 

12 月 24 日（土）平成 28 年 12 月 24 日、本年度のプログラムの締め括りとなる成果発表会を開

催した。全学の１年生（約５２０名）が１０４班に分かれ、各班５分間の発表を行った。発表課

題は、「仮設住宅の暮らしを改善するプラン」。仮設団地等での支援活動を含む約 8か月に渡る学

習内容を基にプランを検討した。また、単にプランのみでなく、具体的な課題解決へ向けた「千
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円以下の費用で作成可能な道具（もの）」を企画・製作し、発表を行った。これら１年生の発表

準備については、「もやいすとシニア育成」を受講する２年生が指導を行っている。 

地域全体発表会の様子              防災全体発表会の様子 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
九州看護福祉大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
STEP1（地域志向科目） 

・新入生１日学外研修＋地域の歴史・文化・産業・農業等（特別講師）（2単位）開講共通科目等

により、平成 29 年度中に選出予定である。 

・熊本各界の有識者による講義（特別講師）を平成 29 年度中に選出予定である。 

STEP2（地方創生科目） 

・「在宅療養支援チーム協働論」を平成 28 年度に試行し、平成 29 年度入学生から正式に、看護

学科の必修科目として、新設することとした。（下記シラバス参照） 

・試行では、平成 28 年 10 月－11 月に講義１２コマ、演習６コマを開講した。演習は好評。学生

と担当 5学科教員の混成グループによる演習は、活発な意見交換に終始し、他（多）職種協働の

意義を再確認するものであった。 

・他の専門職、講義内容、日時はさらに検討予定。 

・共通専門科目・専門科目等より、平成 29 年度中

に更に選出していく予定。 

STEP3（実践科目） 

・専門実習科目、フィールドワーク等により 2単位

を、平成 29 年度中に選出予定。 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本学園大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
STEP1（地域志向科目） 

① ３科目（各 2単位）を選定済み（履修対象者：１年次）。延べ 270 名が履修登録済みである。 

「地域と交通」95 名  

「地域経済論入門」68 名 

「地学Ⅰ」107 名 

② 平成 29 年度から「キャリアデザイン論Ⅰ（2単位）」を新たに選定する。 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

STEP2：地方創生科目 

① 平成 29 年度から、以下を選定することを決定した。（7科目（各 2単位）） 

「商業論Ⅰ」「商業論Ⅱ」「流通システム論Ⅰ」「流通システム論Ⅱ」「マーケティング論Ⅰ」 

「マーケティング論Ⅱ」「キャリアデザイン論Ⅱ」 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
尚絅大学・尚絅大学短期大学部 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
STEP1（地域志向科目） 

① 「熊本学」（後期：実施済み） 

熊本の歴史、文学、言語、地域貢献（フェアトレードシティ熊本，地域振興と地方自治）等の講

義を受けて「熊本」に対する知識を深めながら、グループワークで個々の課題に取り組む授業を

進めている。熊本の文化と情報、熊本の芸術、熊本の女性などをテーマとした授業を実施した。 

② 「課題探究プロジェクト演習」（前期集中，実施済み） 

１年次前期に PBL などの基本を学んだ上で、夏季集中講義として「大津町地蔵祭りでのブース運

営」を実施した。地域社会の現状を肌で感じる機会として、今回は「地域のお祭り」である「大

津町地蔵祭」の子供向け「お化け屋敷」を中心に運営のサポートに加わった。地域住民とコミュ

ニケーションを取りながら、運営（宣伝，受付，お化け役等）に関わることで地域の課題を理解

する機会となった。 

STEP2（地方創生科目） 

① 「日本語史」（前期：実施済み） 

日本語の古典文法と歴史的変遷を学ぶ中で、熊本方言の中に中世語が残っていることを理解し、

授業のまとめとして、出水神社能楽殿で開催された「金春流能楽」を鑑賞した。（8月 6日） 

STEP3（実践科目） 

① 「サービスラーニング演習Ⅱ」（後期開講） 

② ～熊本県中小企業魅力の認識拡散プロジェクト～【COC＋事業特別プロジェクト】 

③ 「サービスラーニング演習Ⅰ」（後期開講） 

④ ～地域の魅力を伝えるための CM作成プロジェクト in大津町～【COC＋事業特別プロジェクト】 

⑤「地域プロジェクトワーク」（前期集中：実施済み） 

（被災者ケア概要） 

大津町 3ヶ所に設置された熊本地震の被災者用仮設住宅の入居者に対し、ハンドケアマッサー

ジやネイルケアの施術ボランティアを実施した。受講生は、事前に資生堂スタッフにより、3回

にわたって Life of Quality に関する講義及び化粧療法や高齢者のアテンド方法などの実践的指

導を受けた。ケア実践の際には、仮設住宅在住者の方にリラックスしてもらうと共に、学生の地

域理解、復興支援などを促し、高齢者など学外の一般の方との触れ合いを通じてコミュニケーシ

ョン能力向上を目指した。 

（被災者ケア詳細） 

受講生は，事前に資生堂スタッフにより，3回にわたって Life of Quality に関する講義及び

化粧療法や高齢者のアテンド方法などの実践的指導を受けた後、大津町 3 ヶ所に設置された熊本

地震の被災者用仮設住宅の入居者に対し，ハンドケアマッサージやネイルケアの施術ボランティ
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アを実施した。 

被災者ケア実践では，仮設住宅在住者の方に多くの笑顔が見られ、リラックスしてもらうこと

ができ、仮設住宅在住者間の交流も促進することができた。実践を通じ、学生の地域理解，復興

支援などを促し，高齢者など学外の一般の方との触れ合いを通じてコミュニケーション能力の向

上が見られた。 

平成 28 年 8 月 20 日（土）、8 月 25 日（木）実施 

大津町 3 ヶ所に設置された熊本地震の被災者用仮設住宅の入居者に対し，ハンドケアマッサ

ージやネイルケアの施術ボランティアを実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネイルケアの施術方法指導の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「仮設入居者の爪美しく尚絅大生大津町訪問」 

（『熊本日日新聞』2016年8月26日朝刊） 

（RKK「NEWS JUST.」（2016年8月24日放映）でも報道。） 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
崇城大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
STEP1（地域志向科目） 

「日本の文学Ⅰ」1年前期  履修者：186 名 

「日本の文学Ⅱ」1年後期  履修者：128 名 

STEP2（地方創生科目） 

「ベンチャー企業論Ⅰ」1年前期  履修者：312 名 

「ベンチャー企業論Ⅱ」1年後期  履修者：154 名 

「イノベーション論Ⅰ」2年前期  履修者：45 名 

STEP3（実践科目） 

「キャリア基礎Ⅱ」2年後期  履修者：589 名 

「キャリア実践Ⅰ」3年前期  H29 年度開講 

「キャリア実践Ⅱ」3年後期  H29 年度開講 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
東海大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
2013 年度に文科省 COC 事業に採択されており、その関係上、2018 年度に大幅なカリキュラム

改訂を予定している。したがって、それに合わせて標記の教育プログラムの整備を完了したいと

考えている。今年度より、地域志向科目を 1科目導入している。 

平成 29 年度には、以下の項目を行う予定で、平成 30 年度からの本格的な教育プログラムの始

動に備える。 

① 2016 年度に開始した地域志向科目の継続。 

② 地域志向科目、地方創生科目、地方創生インターンシップ科目、地方創生プロジェクト科目

に該当する科目を選定する。 

③ 地域志向科目、地方創生科目、地方創生インターンシップ科目、地方創生プロジェクトの科

目に適する新たな科目の開講についての検討と準備。 

④ 科目数としては、地域志向科目で 6〜7科目、地方創生科目で 6〜7科目、地方創生インター

ンシップ科目で 1〜2科目、地方創生プロジェクト科目で 3〜4科目を予定。（ただし、若干の

増加は見込んでいる。） 

⑤ 学生への「熊本地方 COC+事業」の教育プログラムに関する周知の方法、履修のガイダンス等

について検討する。 

〇開講が決定している地域志向科目 

科目名 必選別 単位数 準備状況 
プロジェクト入門 選 2 平成 28 年度に開講（秋学期） 

（平成 29 年度以降は「肥後学」の名称の予定） 
（平成 29 年度には春・秋開講とする） 

シティズンシップ 必 1 平成 30 年度開講予定 
ボランティア 必 1 平成 30 年度開講予定 
地域理解 必 1 平成 30 年度開講予定 
国際理解 必 1 平成 30 年度開講予定 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本高等専門学校 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 熊本高専において、以下のとおり、COC＋科目群（案）について検討を進めた。 

STEP1（地域志向科目） 

「地域社会活動一」「地域社会活動二」「専門科目応用第一」「専門科目応用第二」「郷土の文学と

人間（専攻科）」 

STEP2（地方創生科目） 

 「企業化と社会（専攻科）」「技術開発と知的財産権（専攻科）」 

STEP3（実践科目） 

 「インターンシップ（4年）」「インターンシップ実習（専攻科）」 

※また、熊本高等専門学校では、「人材育成講座」と「地方創生公開講座」をそれぞれ２回開催し

た。内容は次のとおり。 

〇人材育成講座及び地方創生講座 

講座名 担当教員 実施日 受講者 
【COC＋事業特別プロジェクト】 
～“オール熊本”で取り組む地方創生 
の情報発信拠点化のための実践的ネット
ワークスペシャリスト人材育成講座～ 

人間情報システム工学科
教授清田公保 

平成 28 年 
11 月 5 日、 
11 月 12 日 

29 人 

地方創生公開講座 
「天草下浦石工の活動」 

共通教育科教授時松雅史 
平成 28 年 
11 月 19 日 

11 人 

地方創生公開講座 
「熊本市周辺の湧泉めぐり」 

共通教育科教授古江研也 
共通教育科教授松上 優 

平成 28 年 
12 月 10 日 

15 人 

【COC+事業特別プロジェクト】 
～“オール熊本”で取り組む地方創生の情
報発信拠点化のための実践的ネットワー
クスペシャリスト人材育成講座～ 

人間情報システム工学科
教授清田公保 

平成 29 年 
3 月 11 日 

22 人 

 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

■平成 29 年度 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
STEP1：地域志向科目を教養教育に 36 科目整備・実施済み。 

■地域志向科目（35 科目）履修延べ人数 3,567 人（102 人／科目） 

＋肥後熊本学：全学必修科目（1,733 人 平成 29 年度入学者） 

 ■地方創生文化論を新設（受講者数 83 名） 

                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP2：地方創生科目を教養教育・専門教育を合わせ 67 科目整備・実施済み。 

■教養教育に 5 科目新設 

■地方創生科目（67 科目）履修延べ人数 3,919 人（59 人／科目） 

■地元企業から 27 名の実務者を非常勤講師として招聘（地元企業を知る機会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP3：地方創生インターンシップを 12 科目、 

：地方創生フィールドワークを 24 科目整備・実施済み。 

■地方創生インターンシップ（12 科目）履修延べ人数 774 人（33 人／科目） 

■地方創生フィールドワーク（24 科目）履修延べ人数 353 人（32 人／科目） 

 

 

 

e ラーニングコンテンツも充実 

〇新設した教養教育５科目の履修者数 

・第 2 ターム 

「地方創生実践論１」156 名、「地方創生企業戦略論１」63 名 

「地方創生未来発明入門」27 名 

・第 3 ターム 

「地方創生実践論２」215 名、「地方創生企業戦略論２」48 名 

〇「肥後熊本学」の授業テーマ 
•熊本の芸術文化 
•水俣病の社会史：水俣病を知っていますか 
•医療と社会－医療における情報共有と個人情報・遺伝子情報－ 
•自然：植物（薬科学）「蕃滋園・伝統野菜・本草学」 
•幕末維新熊本人物列伝 
•ハンセン病差別とその克服に向けて 
•夏目漱石とラフカディオハーン 
•永青文庫の史料にみる戦国・近世初期の肥後熊本 
•熊本の水環境 
•まちづくりと地域課題を知る 
•希少野生動植物 
•自然災害(科学と技術) 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 

STEP4：地方創生プロジェクトを 29 年度第 3タームから、先行実施。 

■「地方創生プロジェクト演習」を新設。履修延べ人数 6 人 

■地元企業 2社及び熊本市と連携実施。 

 

最終審査：地方創生プレゼンテーションを先行実施。 

■本事業初となる最終プレゼンを実施した。 

■審査項目「地元に関する教養知識」「国内外及び県内の産業等に関する基礎知識」「地

方創生に向けた課題発見・解決能力」「思考力・プレゼンテーション能力」に沿って審

査し、総合評価の結果、全会一致で合格とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本学園大学 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
■地元企業から講師を招く「ゲスト講義」の開催 

前年度に引き続き熊本県工業連合会の協力による県内主要企業の創業者、経営者、役員

等を講師に迎えるゲスト講義を開講した。各企業・業界の状況等について、学生向けの講

義が 6回行われた。 

 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
尚絅大学・尚絅大学短期大学部 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
■COC+特別プロジェクト「学生の視点を生かした熊本インバウンド観光促進プロジェク

ト～教育プログラム連携～」 

●インバウンド観光受入先進事例「八代市」の見学（「サービスラーニング入門Ⅱ」連携） 

（平成 29 年 12 月 10 日、参加者 15 名） 

大型クルーズ船を受け入れている八代市内の既存の観光名所

である八代城跡、松浜軒、八代神社を見学し、若者の視点から見

た外国人観光客に新しいアピールポイントなりうる新しいグル

メや魅力を再発見することを目的としてフィールドワークを実

施した。受入で潤う人々と蚊帳の外に置かれる人々の現状を垣間

見える貴重な機会となった。 

 

 

日 時：2018 年 3 月 7日（水）10：30～11:00 

場 所：熊本大学インキュベーションラボラトリ

ー・リエゾン会議室 

学 生：熊本大学法学部２年生 

審査員：教育プログラム開発部会長、同部会委員

２名、雇用推進部会長 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

●特別講演会の実施（「サービスラーニング入門Ⅱ」「サービスラーニング演習Ⅱ」連携） 

その１．インバウンド観光に関する特別講演会の実施（平成 30 年 1 月 25 日）受講者 20 名 

マーケティングボイス代表取締役の鶴本浩司氏を講師にお招きし「デジタルを活用したマーケ

ティングと熊本インバウンド促進」というタイトルで特別講演を実施した。 

 

その２．コンテンツツーリズムに関する特別講演会の実施（平成 30 年 1 月 30 日）受講者 25 名 

株式会社佐竹の佐竹信彦氏を講師にお招きし「コンテンツツーリズム～持続可能な観光とビ

ジネスの両立に向けた取り組み～」というタイトルで特別講演を実施した。 

  2 つの講演を通じ、SNS などを用いたインバウンド観光促進の現状と課題を把握し、コンテ

ンツツーリズムの可能性を理解することができた。 

 

●大津町外国人旅行者向け情報発信と観光マップ作成（平成 29 年度中に完成予定） 

 熊本の魅力を再発見し、外国人旅行者に発信する一つの形として、WEB 上（「おるとくまもと」

等）で記事を発信し、同時に外国人旅行者向け観光マップを作成している（3月納品予定）。 

 近年、外国人旅行者が増加している肥後大津駅徒歩圏内のカフェ特集で取材を行い、記事は日

英中韓で作成を予定している。この取り組みは次年度以降の SL、PBL 系授業と連携して継続して

いく予定である。 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(教育プログラム開発部会) 
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熊本高等専門学校 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
■COC+特別プロジェクト「“オール熊本”で取り組む地方創生の情報発信拠点化のための

人財育成講座」 

●実践的ネットワークスペシャリスト人財育成講座(ベーシックコース) 

平成 29 年 10 月 20 日(金)と 11 月 10 日(金)の 2 回に分け、熊本キャンパスにて「実践的ネッ

トワークスペシャリスト人財育成講座(ベーシックコース)」を開催した。 

本講座は、実践的な技術者を養成する高等専門学校の特性を活かし、くまもとの地方創生と地

産地消の情報発信の拠点となる人材(財)を育成することを目的としたもので、日本 Wix 振興プ

ロジェクトの代表理事 神戸洋平氏と専務理事 柳澤輝氏を講師として招き、モバイル端末に対

応し操作も簡単なソフトウェア(Wix)を教材に、ホームページの作成方法やウェブマーケティン

グについて講座及び実習を行った。 

今回の受講者は約 100 名で、主に高専生が占めたが、熊本県警のサイバー対策課などからも

参加があり、受講後は分かりやすく満足したとの感想が多数寄せられた。 

 

       

 

 

●サイバーセキュリティ・トレーニング 

平成 30 年 1 月 29 日(月)、熊本キャンパスにて「サイバーセキュリティ・トレーニング」を開

催した。 

本講座も、秋季に開催したネットワークスペシャリスト人財育成講座と同様、本校 COC+事業

の一環として情報発信の拠点となる人材の育成を目的としたもの。 

当日は、主に校外から 21 名の受講者があり、最初に鶴岡高専創造工学科教授の佐藤淳氏から

「サイバーセキュリティの動向とサイバー人材教育」と題し講演が行われ、昨今の情報インシデ

ントの傾向を踏まえると、最初から多種多様化するインシデントの全てに対応できる人材の育成

は難しく、種々の問題を見据えつつも、まずは専門分野を持たせて教育を行っていくしかないな

どの話があった。 

講演に続き、世界的にも最高クラスのセキュリティソフトを有するカスペルスキー社のビジネ

スディベロップメントマネージャーである松岡正人氏から、同社のゲーミフィケーション理論に 

基づく教材を用いた演習が行われた。演習では、リスクの予見、攻撃の発見、攻撃からの防御、

インシデントへの対処など様々な場面において自己のセキュリティ対応レベルがどの程度あるの

かなど、セキュリティ意識の底上げがゲーム方式で行われ、受講者からは能動的に学べ、理解を
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深めることができ、実践を交えたもので今後の仕事に活かすことができるなどの感想が寄せられ

た。 

 

 

 

 

■平成 30 年度 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本⾼等専⾨学校 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
“オール熊本”で取り組む地方創生の情報発信拠点化のための人財育成講座（COC＋特プロ） 

熊本の地方創生に必須となる、熊本の魅力を再認識し発信できる人材の育成を目的に、Wix.com

を使用した演習を実施。第 4回では佐藤 淳 氏（鶴岡高専教授）を招き、Web 発信の際に注意が必

要な情報セキュリティとその重要性について講義を実施。（Web 発信のための CMS 演習の開催） 

 

（第 1回）平成 30 年 10 月 9 日（火）13:00-16:00 

 熊本高専ヒューマン演習室・熊本高専 HI 科学生等 42 名 

（第 2回）平成 30 年 11 月 6 日（火）13:00-16:00 

・ 熊本高専ヒューマン演習室・熊本高専 HI 科学生 41 名 

※1～2回は一連のものとして実施 

（第 3回）平成 31 年 1 月 10 日（木）13:00-15:30 

・ 熊本高専 ICT 演習室・熊本高専 TE 科学生 31 名 

（第 4回）平成 31 年 1 月 18 日（金）13:00-15:30 

・ 熊本高専 CI 科 PC 室・熊本高専 CI 科学生 39 名参加 
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■令和元年度 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本⾼等専⾨学校 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
“オール熊本”で取り組む地方創生の情報発信拠点化のための人財育成 

熊本県警察ポリスフェスティバルにサイバーセキュリティボランティアとして参加 

 令和元年 12 月 22 日(日)、熊本市桜町のシンボルプロムナードにて、熊本県警察による第 2 回

ポリスフェスティバルが開催された。本校からは、サイバーセキュリティボランティア活動の一

環として、熊本キャンパスと八代キャンパスから学生が参加した。 

担当ブースでは、本校学生(熊本キャンパス電算部)と県警がそれぞれ制作したサイバーセキュ

リティに関するゲームを展示し、来場者の方に体験していただいた。 

  

４年生対象のインターンシップ講演会を開催 

令和元年 8 月 9 日(金)午後、熊本キャンパスにおいてインターンシップ講演会を開催した。こ

れは、各界から招いた講師の方に「働く」意義について語っていただく内容で、4年生が夏季休業

中に体験するインターンシップに先立って実施するものである。今年は、森敬博氏(熊本日日新聞

社 業務推進局 地域創成推進部)による「これからのキャリア形成とライフプラン」というタイ

トルで、「就職に関する熊本の概況」「高専生の就活事情」「ワークライフバランスを実現するため

に知っておいてほしいこと」「地元の就職情報の紹介」について講演していただいた。 
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6．COC+終了後の教育プログラムとその取り組みについて                     

【熊本大学】 

COC+教育プログラムを「地方創生プログラム」と名称を改め、教育目的と概要を次のように定め

る。 

1.目的と概要 

どの地域でも活躍できる幅広い教養を持ち、課題解決や地方創生に向き合い貢献できる人財が

求められている。更に、我が国が直面する地域課題や地方創生には、複雑に課題が絡み合うため、

解決策の提案や効果的な実践は単純ではない。まずは身近な地域を事例に、幅広い知識や経験を

蓄え、多様な能力を向上する事が地域と国際社会の理解や貢献にもつながる。また、世界のどの

地域でも共通に抱える課題への解決能力の育成となる。そこで地方創生プログラムとして、基礎

的な知識の修得と課題解決のための思考力を養う地域志向科目、社会的な知見に根差した社会力

を養う地方創生科目、インターンシップ・フィールドワークを通した実践力を養う実践科目等を

設定する。また、地方創生プログラムの修了者には、くまもとプレマイスターの称号授与（修了

証書）を発行する。 

 

2.くまもとプレマイスター称号授与の条件 

 Step1 Step2 Step3 Step4 専門単位 

くまもと 

プレマイスター 
１単位 ２単位以上 1 単位以上 ２単位 10 単位以上 

 

3. 地方創生プログラム（令和 2年度）に関連する教養教育科目を以下とする予定。 

 

 

STEP カテゴリ
開講
年次

開講
区分

曜日 時限
単位
数

授業テーマ 授業科目名

1 第1ターム 火 3 1 芝居からみる熊本の芸能史 肥後熊本学

1 第1ターム 水 3 1 永青文庫の史料にみる戦国･近世初期の肥後熊本 肥後熊本学

1 第1ターム 水 3 1 水俣病を知っていますか 肥後熊本学

1 第1ターム 水 4 1 蕃滋園・伝統野菜・本草学 肥後熊本学

1 第1ターム 金 3 1
医療と社会―医療における情報共有と個人情報・遺
伝子情報―

肥後熊本学

1 第2ターム 火 3 1 肥後熊本で荘園を体感する 肥後熊本学

1 第2ターム 火 5 1 肥後の温泉科学 肥後熊本学

1 第2ターム 水 3 1 夏目漱石とラフカディオハーン 肥後熊本学

1 第3ターム 水 4 1 自然災害 肥後熊本学

1 第2ターム 水 4 1 希少野生動植物 肥後熊本学

1 第2ターム 木 3 1 裁判例を通して知る熊本における権利保護 肥後熊本学

1 第2ターム 金 5 1 地域課題を知り地域を創る仕組みを考える 肥後熊本学

1 第1ターム 水 3 1 ボランティア論 キャリア科目52

1 第2ターム 火 3 1 地方創生企業戦略論1 キャリア科目56

1 第2ターム 金 3 1 地方創生実践論１ キャリア科目54

1 第3ターム 火 3 1 地方創生企業戦略論2 キャリア科目57

1 第3ターム 金 3 1 地方創生実践論2 キャリア科目55

1 第3ターム 水 3 1 地域魅力開発プロジェクト 学際科目4

1 第3ターム 金 4 1 地域デザイン論 学際科目3

1 集中 他 他 1 インターンシップ キャリア科目51

STEP4 実践科目（応用） 1 集中 他 他 2 地方創生プロジェクト演習 キャリア科目10

実践科目（基礎）

STEP1 地域志向科目

STEP3

STEP2 地方創生科目
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【熊本県立大学】 

くまもとプレマイスター制度に接続する「もやいすと育成システム」については、COC 事業終了を

受け、全学教育推進センター内に継続実施体制（もやいすと部会）の整備を完了し、2019 年度よ

り新実施体制にてスタートした。 

 

・地元企業等と連携した教育の継続 

1 年次選択必修科目「もやいすと（地域）ジュニア育成」及び「もやいすと（防災）ジュニア育成」

では、従来から自治体等との連携のもと実施している。加えて、3～4年次が参加する「学生 GP（地

域連携型卒業研究）」では、2019 年度に団体・企業と連携した 11 の研究事業を予定している。 

 

学生 GP（地域連携型卒業研究）一覧 

 連携先企業・団

体 

学部 担当教員 研究テーマ 

1 玉名市役所 総合管理学部 津曲隆 玉名市を対象にした地域広報戦略 

～You Tuberとしての話題性を利用し

た地域広報の展開～ 

2 熊本県立美術館 総合管理学部 津曲隆 熊本県立美術館及び熊本城周辺施設

の魅力発信及び熊本県立美術館ファ

ンの造成 

3 NPO 法人熊本ま

ちなみトラスト 

環境共生学部 鄭一止 歴史的市街地における町屋に関する

実践的研究  改修事例と不動産に

注目して 

4 山都町役場 

 

環境共生学部 佐藤哲 熊本地震応急仮設住宅の用途変更に

伴う室内環境の改善 

5 八代市役所 

 

総合管理学部 小薗和剛 シトラス観光圏における観光情報の

拡散について 

6 八代市役所 

 

総合管理学部 小薗和剛 食を通じた五家荘地区の地域活性化

について 

～You Tube を利用した情報発信～ 

7 公益社団法人熊

本県栄養士会 

環境共生学部 中嶋名菜 

谷村綾子 

南久則 

地域ケア会議への管理栄養士の参画

効果を評価するための環境整備に関

する調査研究 

8 一般財団法人熊

本市国際交流振

興事業団 

文学部 

総合管理学部 

馬場良二 

飯村伊智郎 

熊本に住む外国人のために 

日本語教室ボランティアのためのパ

ンフレット作成 

9 株式会社ジェイ

コム九州熊本 

総合管理学部 宮園博光 コミュニティチャンネルによる地域

発見―藤崎宮・奉賛会・市民の視点か

ら見る藤崎八旙宮秋季例大祭のこれ

から― 

10 一般財団法人熊

本市国際交流振

興事業団 

総合管理学部 宮園博光 国際スポーツ大会開催を契機にした

熊本市の国際化・多文化共生社会推進

事業の実施 

～飲食店・物販店を対象とした指差

し会話帖の製作～ 

11 八代市役所 総合管理学部 宮園博光 ワークショップを通したイグサ製品

の需要獲得 
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【尚絅大学・尚絅短期大学部】 

引き続き、熊本コンソーシアムのインターンシップ事業への継続して参加するとともに地域創

生プログラムとして授業に組み込まれた「熊本学」、「日本伝統文化入門」ほか、現代文化学部の

関連する科目を継続して開講する。 

 

・地元企業等と連携した教育の継続 

現代文化学部において、地元企業等との連携による実施を予定している授業科目として次の科目

がある。 

 熊本学（2019 年度前期開講） 

・地域の特性、歴史等について学修する。 

・2019 年度以降入学者対象の教育プログラム・地方創生プロジェクト科目として設定。 

 日本伝統文化入門（2019 年度後期開講） 

・日本の伝統文化、多様な文化を学びつつ、地域貢献について学修する。 

・2019 年度以降入学者対象の教育プログラム・地方創生プロジェクト科目として設定。 

 地域コミュニティ創造論演習Ⅰ（2020 年度後期開講） 

・地域や自治体の課題についての学外学修を取り入れた科目である。本年度は南小国町の黒川観

光旅館協同組合と連携し、当該地域の観光振興について学修する。 

・2018 年度以降入学者対象の教育プログラム・地方創生プロジェクト科目として設定。 

 地域コミュニティ創造論演習Ⅱ（2020 年度後期開講） 

・地域や自治体の課題についての学外学修を取り入れる。とくに地域の観光協会による地域振興

策などを素材とする。 

・2018 年度以降入学者対象の教育プログラム・地方創生プロジェクト科目として設定。 

 地域マネジメント研修Ⅰ（2021 年度後期開講） 

・地域の企業での研修（インターンシップ等を含む）を実施する。 

・2018 年度以降入学者対象の教育プログラム・地方創生プロジェクト科目として設定。 

 地域マネジメント研修Ⅱ（2021 年度後期開講） 

・地域の企業での研修（インターンシップ等を含む）を実施する。 

・2018 年度以降入学者対象の教育プログラム・地方創生プロジェクト科目として設定。 

 

【崇城大学】 

平成 30 年度からの大幅なカリキュラム改訂に伴って、STEP１「地域志向科目群」（６単位以

上）の科目が不足したため、下記のとおり改訂した。 

STEP１「地域志向科目群」（６単位以上） 

・「日本の文学」1年後期、2年前・後期（２単位） 

・「人間と環境」1年後期、2年前・後期（２単位） 

・「現代の社会と法」1年後期、2年前・後期（２単位）（人権問題の例として熊本を扱う） 

STEP２「地方創生科目群」（５単位以上） 

・「アントレプレナーシップ入門」1年前期集中（２単位） 

・「ベンチャービジネス」1年後期（２単位） 

・「イノベーション入門」2年前期（２単位） 
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STEP３「実践科目群」（２単位以上） 

・「SOJO 基礎Ⅱ」1年後期（２単位） 

・「キャリアプレコーオプ」2年前・後期（２単位） 

・「キャリアセミナー」3年後期（１単位） 

STEP４「地方創生プロジェクト科目群」（２単位） 

・「地域・都市計画」1年後期（建築学科専門科目２単位） 

・「地域計画設計」3年前期（建築学科専門科目３単位） 

・「地域文化特論（九州）」3年後期（美術学科専門科目２単位） 

・「デザインプロジェクトⅢ」2年前期（デザイン学科専門科目２単位） 

・「デザインプロジェクトⅣ」2年後期（デザイン学科専門科目２単位） 

 

・地元企業等と連携した教育の継続 

「キャリア基礎Ⅲ」(工・情報・生物生命学部)，「キャリア実践Ⅱ」(工学部機械工学科)及び「キ

ャリアデザインⅠ」(芸術学部) 3 年次前・後期における授業実施状況 

県内企業・団体から提供された課題に対し，学生はグループ単位に提案内容をまとめてプレゼン

テーションし，企業・団体から評価・コメントを受ける。 

学科 企業 課題提示 
中間 

質問会 
発表 
評価 

受講生数 
(グループ数) 

機械工学
科 

A 
タイヘイテクノス
(機械) 

6 月 25 日  7 月 18 日 
41 名 
(6) 

B 
オジックテクノロ

ジーズ(化学) 
6 月 4 日  7 月 9 日 

41 名 
(6) 

機械工学科 
(「キャリア実践Ⅱ」) 

エイジェックキャ
リア(技術派遣) 

12 月 5 日 
12 月 12・
19 日 

1 月 9・16・
23 日 

82 名 
(12) 

ナノサイエンス学科 
同仁化学研究所
(化学) 

4 月 25 日  
5 月 30 日，
6月 13 日 

53 名 
(8) 

建築学科 南栄開発(不動産) 10 月 17 日  
11 月 6・14
日 

81 名 
(12) 

宇宙航空システム工
学科 

オジックテクノロ

ジーズ(化学) 
10 月 30 日  12 月 4 日 

46 名 
(6) 

情報学科 

A KIS(情報・通信) 5 月 8 日 
5 月 15・22
日 

5 月 29 日，
6月 5日 

73 名 
(11) 

B 
九州ソフタス(ソ
フトウェア) 

5 月 15 日  
6 月 5・19
日 

72 名 
(11) 

応用微生
物工学科 

A 五木食品(食品) 10 月 9 日  11 月 13 日 
37 名 
(6) 

B 
フンドーダイ五葉
(食品) 

10 月 9 日  11 月 13 日 
36 名 
(6) 

応用生命
科学科 

A 
日本リモナイト
(鉱業・環境) 

10 月 10 日  
11 月 7・28
日 

56 名 
(9) 

B 
カネリョウ海藻
(食品) 

10 月 24 日  11 月 21 日 
55 名 
(9) 

美術学科・デザイン
学科(芸術学部) 

KIS(情報・通信) 6 月 25 日 7 月 2・9 日 
7 月 16・23
日 

66 名 
(10) 

※各企業・団体より 3 名 40 回講義を実施。 

 そのうち、COC+算より 3名 16 回分を支出。（上記下線部分） 
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【熊本高等専門学校】 

・地元企業等と連携した教育の継続 

(1)熊本キャンパス本科情報通信エレクトロニクス工学科３年生科目「電子通信工学実験」におい

て，PBL の項目において，地元企業と連携し，企業の課題を解決するというテーマで約 9週にわた

って行っている。また，八代キャンパスにも同様な取り組みがある．この中で優秀な班は，「新・

閃きイノベーション」と呼ぶ本校・熊本県工業連合会共催の会において発表している。 

  https://kumamoto-nct.ac.jp/update/2019/05/20190508a/ 

 

(2)専攻科電子情報システム工学専攻１年生科目「創生技術デザイン実習Ⅰ」（前期），「創生技術

デザイン実習Ⅱ」（後期）において，年間合計 30 時間，地元企業が有する課題を解決する取り組

みを行っている。 

 

 

7．COC+事業の地⽅創⽣教育プログラムの成果と検証等                     

➊ 主要な成果 

各大学で整備した地方創生教育プログラムでは、履修者も年々増加傾向にあり、履修した学生

は地域づくり・人づくり、経営や経済的など総合的な経験及び知識を深めることにつながり、地

方創生にについて考え・提案できる姿勢が身についてきた。 

 地域志向科目により、地域特性をより深く理解することができた。 

 地方創生科目により、地域企業や企業 CSR 活動などキャリアデザインを考えるきっかけとな

った。 

 実践科目により、経験・体験を蓄積する事によって地域課題に向き合い、主体的に学ぶ姿勢

を身に付ける事ができた。 

 地方創生へ向けた複雑な社会課題解決への提案・企画を体験する事によって、地域分析力・

プレゼンテーション能力・コミュニケーション能力の育成となった。 

 地元や地域について考えるきっかけとなり、地域にとっての関係人口の増加につながった。 

 

❷ 課題 

地方創生のためには、地域づくり・人づくり、経営や経済的など総合的な経験・知識が必要で

あり、地域企業・団体、自治体との協力・連携が必要不可欠である。大学へ講師招聘や企業への

インターンシップ、地域自治体へのフィールドワークなど最低限の経費が必要になる。引き続き

地方創生の取組みを促進させながら、地域企業・自治体と相互にメリットが生れるように取り組

んでいく必要がある。 

 継続的な取組みによる地元企業の周知をおこない、連携・協力が必要 

 自治体・企業などと連携した教育（フィールドワーク等）のための移動費等の支援 

 実践経験を積むため、外部資金の獲得 
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産業創生・育成 

農林水産業の競争力強化  



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

産業創⽣・育成 ／ 農林⽔産業の競争⼒強化 

COC+事業期間中の主な計画 

 

 

 

 

 

 

≪産業創生・育成≫ 

【全期間を通じた取組】 

１．産学連携推進部会の活動                                

 産学連携推進部会を設置し、情報共有化を進めるとともに、参加大学及び協働機関と連携すべき

事項を協議した。 

(1) 参加機関:COC+参加大学(8 校)、協働機関(7 団体) 

(2) 開催実績:平成 27 年度に部会の設置を決定し、平成 28 年度から令和元年度まで年 2 回ずつ定例

会を開催した。 

2．県内企業訪問、共同研究構築及び⼤学発最先端研究成果の県内企業導⼊⽀援         

｜企業訪問、経営・技術相談室、地方創生カフェの運営など 

COC+推進コーディネーターを中心に企業、関係団体、市町村等を精力的に訪問し、本事業の周知・

協力依頼を行った。コーディネーターが減少した平成 30 年度の訪問数は減少したが、事業の周知

が進んだこともあり、相談室への来訪者が増加した。令和元年度は、事業終了後の仕組みづくりに

注力したために数値は減少している。 

 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

企業訪問実績 191 件 213 件 143 件 82 件 

自治体訪問実績 12 件 32 件 30 件 43 件 

団体訪問実績 52 件 33 件 40 件 23 件 

経営技術相談室対応実績 123 件 244 件 342 件 192 件 

学生の地方創生ｶﾌｪ利用

実績 

46 件 

415 名 

94 件 

1,228 名 

44 件 

324 名 

52 件 

337 名 

 

 

・県内企業訪問、共同研究構築及び⼤学発最先端研究成果の県内企業導⼊⽀援 
・産業創⽣・復興等のシンポジウムの開催 
・COC+特別プロジェクト等による産学官連携及びフィールドワーク等 
・農林⽔産業の成⻑事業（六次産業化育成連絡会による活動） 

（2020. 1.31 現在） 
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3．各年度の取組み                                      

｜各年度の取組を COC+推進協議会総会資料に基づいて整理した。 

 

≪平成 27 年度≫ 

｜地方創生インターンシップ等 

1. 既存の教養科目及び専門科目で実施しているインターンシップの状況を把握した。 

2. 事業協働機関へのインターンシップ参加者数 

 平成 27 年度の各校の事業協働機関（熊本県内企業）へのインターンシップ参加者数は次の

とおりであり、合計は 996 人（前年度：1,111 人）であった。 

連携校 熊本 熊本県立 九州看護 熊本学園 尚絅 崇城 東海 高専 

H26 172 人 215 人 136 人 290 人 65 人 85 人 48 人 113 人 

H27 164人 187人 145人 279人 57人 68人 25人 71人 

  

九州看護福祉大学を除き、微減・減少となった。課題として、「地元大学の学生が県内企業を

知る機会が少ないこと」「地元就職の利点などが十分に理解されていない事」等があげられる。

これらの課題を受け、今後整備を進める地方創生インターンシップや地方創生フィールドワー

クを活用し、地元企業と連携を深め、体験・経験を蓄積できる様な内容とし、インターンシッ

プの参加者数の増加に向け取り組むこととした。 

3. 企業訪問の際に COC+事業説明及びインターンシップ受け入れの可能性について検討を依頼。 

4. 地元大学の学生が県内企業を知る機会が少なく、地元就職の利点などが十分に理解されていな

いといった現状を受け、COC+推進コーディネーター（産学官連携担当）及び特定事業教員（産

学連携推進）が、県内企業訪問を実施し、COC+事業の活動内容の紹介及びインターンシップへ

の協力依頼を行った。 

  



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

｜海外インターンシップ・地方創生フィールドワークの検討 

1. 海外インターンシップは、国内インターンシップの整備を優先させるため、本年度は方針につ

いてのみ検討するにとどまった。具体的な検討事項については来年度実施していくこととした。 

2. 平成 28 年度に実施可能とするため、STEP3「地方創生フィールドワーク」に該当する科目を専

門教育から選定した。 

地方創生フィールドワーク（STEP3）9 科目 

 

 

 
 

｜地方創生セミナーの開催 

1. くまもと地方産業創生センター主催で、「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」地方創

生公開講座 Inspire セミナー「県内中小企業の創業者・社長の生き様に学ぶ」を開催した。参

加者：学内 21 名、学外 24 名 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文学部 年次
開講
区分

曜日 時限
単位
数

備　考

1 地理調査法概説 2 前期 金 4 2 総合人間学科

2 社会調査実習I 2・2・3 前期 木・水・金 5・2・5 2 総合人間学科

3 歴史資料学野外実習A 3 前期 集中 集中 4 歴史学科

4 キャリアデザイン実習A 3 前期 火 4 2 コミュ二ケーション情報学科

5 マーケティング・コミュニケーション 3 前期 火 3 2 コミュ二ケーション情報学科

6 情報処理A 2 前期 集中 集中 2 文学部共通科目

教育学部 年次
開講
区分

曜日 時限
単位
数

備　考

1 基礎地学実験 2 後期 金 5 1 中学校教員養成課程（理科）

2 火山学 3 後期 金曜 3 2 中学校教員養成課程（理科）

工学部 年次
開講
区分

曜日 時限
単位
数

備　考

1 マテリアル工学応用セミナー マテリアル工学科（限定）

地方創生セミナー開催の様子 地方創生セミナー リーフレット 
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｜くまもと地方産業創生センターの設置 

1. 産業創生事業を推進する「くまもと地方産業創生センター」を設置した。（８月） 

 

COC+推進室の設置（事業拠点） 

1. COC+事業を推進するため、くまもと地方産業創生センターに熊本大学 COC＋推進室を設置した

（３月）。 

2. COC+事業を推進する人員として、教育担当 COC+推進コーディネーター（前述した教育プログラ

ム開発部会長）1 名、産学連携担当 COC+推進コーディネーター（後述）1 名、事務補佐員 3 名

を配置した。 

 

 

｜経営・技術相談室及び地方創生カフェの準備 

1. 平成 28 年 4 月の熊本県からの職員配置に備え、経営・技術相談室の設置を準備した。 

2. 学生を含め、企業や自治体など、誰もが気軽に足を運べる場の提供をおこなう地方創生カフェ

を設置した。 

  

 

｜共同研究構築及び大学発最先端研究成果の県内企業への導入支援 

1. COC＋推進コーディネーター（産学官連携担当）を採用した。（１月） 

2. 学内措置の特定事業教員（産学連携推進）を配置した。（１０月） 

3. 企業訪問や県内企業からの技術相談の際に、共同研究の打合せ等を実施した。 

4. 県内各地域や企業等を訪問し、現地の実態やニーズを把握するとともに、共同研究や商品開発

をはじめとした産学官連携に関する情報収集及び意見交換を実施した。 

地方創生カフェにて学生と企業の意見交換会の様子 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

≪平成 28 年度≫ 

｜地方創生インターンシップ 

①（株）プレシードと情報技術を活用した学内インターンシップ試行 

② マルキン食品（株）と業務体験と企業の課題解決を組合せた地方創生インターンシップ試行 

③ 熊本大学工学部及び自然科学研究科の学生とインターンシップ座談会を開催 

④ 熊本大学文学部 2、3 年生「インターンシップ（2 単位）」文学部において検討中 

「問題発見・問題解決」基礎編及び実践編教材作成 

 

｜地方創生フィールドワーク 

① [牛深] 熊本大学と熊本県立大が、牛深水産加工組合青年部と連携し、「雑節」の知名度向上に

向け、学生参画で、調査研究・マーケティングを検討し、成果発表会実施 

<雑節工場見学>    <情報収集>       <検討会議>       <成果発表会> 

 

 

 

 

 

② [南小国町] 熊本大学と崇城大学が、（株）フォレックや阿蘇郡南小国町と連携し、学生参画に

より、南小国町に建設中のファブラボ阿蘇での商品について検討 

<阿蘇森林組合見学>   <Fablab 阿蘇の説明>     <杉油の取得実習>   <調査結果検討会> 

 
 
  
 
 

③ [人吉] 崇城大学と熊本県立南陵高校（SPH）、球磨焼酎酒造組合が連携し、南陵高校でセ

ミナーを、中小企業大学校で技術講習会をそれぞれ実施。 
<南陵高校>        <南陵高校>        <南陵高校>        <中小企業大学校> 

 

 
 

 

 

④（株）フィールドワークス知的資産経営研究所と協業に関する覚書締結。 

 →「留学生／日本人学生／地元企業」によるインバウンド獲得プロジェクトの準備 

 

｜海外インターンシップ検討・準備 

① 海外インターンシップ先を開拓（ユウシステム チャイナ（上海）） 

② 平成２８年度トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム「地域人材コース」派遣留学帰国

者（熊本大学法学部３年）に対し、留学動機や活動内容等を調査 
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｜県内企業訪問等による産学間連携の取組推進 

① 平成２８年度訪問企業数：１６５社（延べ数） 

② 共同研究等実現例 

 ・熊本大学が平田機工株式会社と包括連携協定を締結（H27.8.8） 

  →薬学部／平田機工：薬草工場及び共同研究所設立へ 

 ・熊本大学先端科学研究部（物質生命化学）／A 社（熊本県内企業）と共同特許出願へ 

 ・熊本大学先端科学研究部（機械）／B 社（熊本県内企業）へマイクロバブルマシン販売 

｜熊本震災復興フォーラム 

① 北陸先端科学技術大学院大学－熊本大学：「熊本地震からの復興支援に向けた連携及び協力

に関する協定」を締結（H28.7.27） 

② 熊本震災復興支援を科学技術振興機構（JST）に要請。 

 ・熊本震災復興支援事業「全国イノベーションコーディネータ・フォーラム 2016」 

  （H28.11.29－30）メルパルク 

 ・「熊本発！震災復興フォーラム」（H29.3.2） 富士ソフトアキバプラザ 

  同時開催：くまもと COC+参加校が誇るシーズ（8 件）のプレゼン 

③「くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム 2017」（H29.2.28） 

<講演会場>                 <マッチングイベント> 

         

 

 

 

 

 

 

｜その他シンポジウム等 

① 地域イノベーションシンポジウム （H28.11.28－29） 

② Matching HUB Kanazawa 2016 （H28.11.1－2） 

｜イノベーションリーダー育成セミナー等 

「起業家マインドを持って企業等で活躍する人材」の育成に取り組んでいる MOT 特別教育コ

ースが実施する「クリエイティブ・マインドセット・セミナー」などを共催。 

①  公開セミナー「経営視点のデザインマネジメント」 講師：橋口寛氏（株）（慶応大学 SDM

非常勤講師、ユーフォリア社長） 

②  公開セミナー「システム思考ワークショップ ～個別の論理的思考を超えて、大局、根本を

いかに捉えるか～」 講師：小田理一郎氏（有）チェンジ・エージェント社長兼 CEO 

③  公開講座「実戦アントレプレーシップ養成塾『ベンチャー企業論』」 

学生時代に起業した若手経営者 5 名による公開講義、パネルディスカッション 

④  平成 28 年度 MOT 特別教育コース「ビジネスプラン発表会」（公開） 

＊H29 年度、「クリエイティブ・マインドセット・セミナー」の講師の一人として、リバネス

に登壇いただくよう調整 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

｜留学生のインターンシップ 

熊本大学留学生の県内きぎょうでのインターシップを実施 

 ⇒松木産業での就業体験を通じ、熊本大学大学院留学生の今春採用決定  

＜熊本大学留学生インターンシップアレンジ状況＞ 

日付 インターンシップ先 留学生人数 狙いと成果 
9/20 
－9/30 

松木産業（株） 中国 1 名 
・八代港クルーズ船対応に外国人採用 
・熊本大学（文）留学生 1 名を採用 

10/2 
ヤマハ熊本プロダクツ

（株） 
ベニン、南アフリカ、ジンバ

ブエ、タンザニア 各 1 名 
・ヤマハの次世代市場はアフリカ 
・1 名は日本テクノ（株）に就職した 

2/27 
ヤマハ熊本（ヤマハ独自

企画） 
マレーシア、シリア 各1名 

・2018 採用にインターンシップ利用を

計画 
・別途熊本大学日本人 7 名参加 

3/3 オオクマ電子（株） アルジェリア 1 名 
・熊志会と KUMISA との交流会討議 
・ iPhone inspection / Medical 
Inspection system 見学 

3/8 アマケンテック（株） ケニア、コンゴ 各 1 名 
・両名は土木研究生なのでアマケンテッ

クが製造するナノ塗料をアフリカ展開模

索 

3/15 －

3/28 
シークルーズ（株） 中国 1 名 

・上天草地区に中国人観光客増大のため

の布石 
・上天草；竜宮、天空の船、リゾテラス

連携支援を計画 

<松木産業（株）>         <オオクマ電子（株）>          <アマケンテック（株）> 

 
 
 
 
 
 
  



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
｜参加大学の特徴的な取組 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
崇城⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
玉名群長洲町との包括連携協定調印（H28.9.8） 

  ⇒人と地域が輝く町実現のため

相互協力により、地域社会発展

及び人材育成など地方創生の

取組推進 

 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
東海⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
尚絅⼤学・尚絅⼤学短期⼤学部 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
  ⇒菊池郡菊陽町「すぎなみフェスタ」に出展・参加し、菊陽町の健康づくりを支援し、学生に

栄養指導の実際を経験させた。 

 

 

 

 

 

 

 

⇒平成 29 年 3 月 23 日に、「熊本市」と「尚絅大学及び尚絅短期大学部」との包括連携協定を

締結。連携事項の中に「食と健康に関すること」が含まれており、食の魅力発信プロジェ

クト、米食育及び講習会など数項目について連携。 

 

｜産業振興の間接的な支援と女性の社会進出、地域社会の維持・拡大支援 

「安心して働きながら子育てできる熊本プロジェクト」 

① 講演会「新任保育者の成長に向けた環境づくり」の開催（H29.3.19 開催。74 名応募） 

② 県内の子育て環境について実態調査 

早期離職者に対する保育環境実態に関するインタビュー調査を実施（対象：県内保育施

設の早期離職者８名、方法：半構成面接調査 

③ 「台湾向け熊本物産品マーケティング戦略に関する調査研究」 

台湾向け物産品マーケティングで実績のある（株）ジーリーメディアグループの協力の

もと、熊本の魅力開発のために、熊本の物産品及び観光商品（観光ルート）に関する台

湾向けマーケティング戦略について調査研究を実施。学生の若者視点を生かし、地元大

学生により、熊本物産品及び観光ルートを開拓・選定した。それらの内容を記事に起こ

し、（株）ジーリーの運営する台湾人向け日本観光情報サイト「ラーチーゴー」に掲載

（H29.3）。 

④ 「地域の魅力を伝えるための CM 作成プロジェクト in 大津町」 

県内外から菊池郡大津町を訪れる人々に、大津町の魅力を伝えるための「CM」を作るとい

う活動を通じ、地域の実情と課題を認識し、地域活性化・復興につながる取り組みを実践

して地域理解を深めることを目的に実施。後期授業「サービスラーニング入門Ⅱ」と連携

し、CM 作成のプロの指導を受けながら、大津町内の魅力を発掘・撮影し、CM を作成した。 

 

 

 

 

 

 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

九州看護福祉⼤学 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
「地域と九州看護福祉大学との連携調印式（平成 28 年 11 月 2 日）」 

荒尾・玉名管内と九州看護福祉大学による「地域と九州看護福祉大学との連携協力に関する協定」

を締結。玉名郡長洲町は、平成 22 年度から地域福祉、健康づくりや人材育成などに貢献するため

の協定を締結し、様々な連携事業に取り組んでいたが、今回の締結によって、地域包括システムの

構築、子育てに係る事業等、より広域的な各種事業の連携につながることが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪平成 29 年度≫ 

｜１．県内企業訪問等による産学間連携の取組推進 

① COC+推進コーディネーターによる企業訪問数：１８９件（H29.4-11） 

② 29 年度新設の共同研究講座等（県内企業のみ） 

■「再春館・自然×サイエンス共同研究講座」（株）再春館と熊本大学薬学部 

■「天然物創薬共同研究講座」平田機工（株）と熊本大学大学院生命科学研究部 

■「あつまる新シルク蚕業開発共同研究分野」（株）あつまるホールディングスと熊本大学 

大学院先端科学研究部） 

 

｜２．COC+特別プロジェクトによる産学官連携、地方創生フィールドワーク等 

①COC+特別プロジェクト「地域産業活性化に向けた産業調査及び PR プロジェクト」 

■天草の雑節知名度向上に向けた取組 

熊本大学・崇城大学が、天草漁協水産加工部会（元牛深水産加工組合）と連携し、天草地域で製

造される「雑節」の知名度向上等に向け、産業調査及びＰＲ資料、業界で共通して利用できる商標

ロゴ等の作成を行った。 

産業調査の結果、天草地域で製造される雑節の国内シェアや当該産業の雇用面での重要性を明ら

かにできた。調査結果は、県立牛深高等学校等天草地域の高校３校での地方自治体職員等も参加し



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

た出前授業やくまもと産業復興支援プロジェクトフォーラムでのポスター発表で普及を進めた。PR

資料や商標ロゴについては、ポスター発表に合わせて業界との協議を進め活用を推進した。 

 

②COC+特別プロジェクト「地域農林水産資源を活用した県内企業等の連携及び連携による商品開発

の推進」 

■FabLab 南小国を利用した商品開発等 

熊本大学が、（株）Foreque と連携し、阿蘇郡南小国町に新たに建設された FabLab 南小国（指定

管理者（株）Foreque）を利用した商品開発等を企画段階から支援し、試作品の設計及び試作を行っ

た。試作品の１つとして地域産木材を利用した蒸留酒熟成器を試作したが、崇城大学が球磨焼酎酒

造組合等と連携実施しているプロジェクトのセミナーで紹介したところ反響があり、連携が拡大し

ている。 

 実施者は、担当する授業「ものづくりの科学と技術 D」（熊本大学）に、今後、県内企業等の参画

による問題解決等を盛り込みたいと考えている。そこで、本プロジェクトでは、FabLab 南小国での

商品開発を支援しつつ、当該授業に活用できるノウハウの蓄積や資料の作成も併せて行った。植物

精油の活用も含めたバイオマス関連のシンポジウムを開催した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、県内企業等との共同研究開発事業の立案に資する

ため、シンポジウム「九州特産物を有効活用した産業創生

と地域活性化」を開催した（H30.3.2）。 

 

 

 

③COC+特別プロジェクト「地域産業及び教育機関と連携した地域の人材育成と産業支援」 

■県立南陵高校や球磨焼酎酒造組合との連携 

崇城大学が、東海大学、熊本大学、県立南稜高等学校、球磨焼酎酒造組合と連携し、中小企業大

学校等でセミナーを５回実施すると共に、地域の焼酎製造業者からの相談に対応した。関係者は次

年度に向け共同研究を検討中。（写真：セミナー様子） 

試作品の設計⽀援 (3D CAD イメージ） 蒸留酒熟成器（試作・組⽴） 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
④インスパイアのすすめプロジェクト（H29.10-11,計 6 回） 

■「より多くの家族や子供たちに阿蘇を訪れていただき、より素晴らし

い感動を提供できる」アイデア作り 

学生・修士生（対象は全ての学部・学科）がチームを組み、企業の方々

と一緒に「より多くの家族や子供たちに阿蘇を訪れていただき、より素

晴らしい感動を提供できる」アイデアを作り出す。座学やワークショッ

プ、PBL を通して、ロジカルシンキングやデザイン思考の基本的なスキ

ルを習得する。（熊本大学：学部 3年 1名、博士前期 1年 4 名、博士後

期 1年 1 名が参加） 

（主催）熊本大学くまもと地方産業創生センター、（株）フィールド   

ワークス知的資産経営研究所 

（協力）（株）阿蘇熊牧場「阿蘇カドリードミニオン」 

 （株）アイランドリゾート阿蘇「エル・パティオ牧場」 

 

｜３．熊本大学留学生の県内企業体験の企画・実施 

■県内企業ニーズに基づき、熊本大学留学生の県内企業体験  

を継続実施した。平成 29 年度は、42 名実施し、4名の  

入社が実現した（香港大 1名、熊本大学大学院生 3名）。 

 

 

 

 

｜４．起業家的技術経営人材の養成 

①MOT 特別教育コース「技術経営能力を持つ研究開発リーダーの育成」 

■熊本大学大学院自然科学研究科の教育コースを COC+推進コーデ 

ィネーターが実施支援 

②イノベーションリーダー育成セミナー等【チラシ取得済】 

■MOT 特別教育コースが実施する「クリエイティブ・マインドセット・ 

セミナー」などを COC+が共同開催（計 4回）。COC+推進コーディネ  

ーターも講師を担当した。 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

｜5．産業復興・産学連携シンポジウム等の開催 

① くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム 2018（主催:熊本地方 COC+推進協議会） 

■熊本県の震災復興および地域産業の振興を目的として、講演会、        

就職支援イベント、産学連携マッチングイベント、研究成果公開イ  

ベント、ベンチャー活動報告等を実施。大学シーズの展示や地域企   

業の技術・製品の展示を行い、産学連携および企業間連携を促進す  

る場を提供した。(H30.3.2 グランメッセ熊本) 

・出展者 97：COC+：15、産：34、学：22、官：19、金融：3、 

ベンチャー：4 

・参加者 487 名：企業 175 名、官・金 124 名、大学 126 名、 

一般 12 名、学生 50 名） 

 

 
 

② COC+事業特別プロジェクト（産学連携）シンポジウムの開催（①と同時開催） 

■COC+の取り組みについて学内外に PR するため、くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム

において、COC+特別プロジェクトなど 16 件の発表を行った。会場ではプロジェクトに参画した

学生からの発表等が行われ、参加した産学官の関係者と意見交換等が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
｜6．経営・技術相談室、地方創生カフェの運営 

■くまもと地方産業創生センターに設置している「地方創生カフェ」及び「経営・技術相談室」

で、学生や県内企業等からの相談等に対応した。 

(対応実績（H29.11 現在）：カフェ 54 件（124 名）、相談室 187 件) 

 

｜7.参加大学の特徴的な取組 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本学園⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
■COC+特別プロジェクト「くまおと Festival（仮称）による DMO 創生プロジェクト」 

近畿日本ツーリストと旅行商品の開発、イベント企画を通

して、他地域からの誘客、雇用の創出で地域活性化に貢献し、

若者の地域定住を目指す。実際にフィールドワークを行い、

平成 30 年 3 月 2日に開催された「くまもと産業復興支援プロ

ジェクトフォーラム 2018」でパネルセッションによる活動報

告を行った。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
崇城⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
■「食と健康とビジネス」セミナーを開催 

日 時：平成２９年９月２日（土）１３時～１６時 

場 所：ＴＫＰガーデンシティネストホテル熊本 あそⅠ 

参加者：14 名 

内 容：テーマ「食と健康とビジネス」 

講演１：「植物油のビジネスヘの可能性‐おいしさから健康機能まで

‐」大東カカオ㈱取締役執行役員研究開発部長兼品質保証管掌 

青山 敏明 氏 

講演２：「健康寿命延伸を目指した食と栄養」 

熊本県立大学 環境共生学部 教授 南 久則 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 
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東海⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
■COC+特別プロジェクト「熊本地震からの創造的復興を目指した

農業成長戦略」 

 熊本地震の農家被害状況についてのアンケートを益城地域

と阿蘇地域の JA を中心とする農家に依頼し、水田や普通畑

の多い山都町のアンケート調査を解析。 

 阿蘇地域の農家のダイズの収量調査を実施。また、作付け不

可能となった農家の収益を簡易に補填できるような復興へ

の関連商品を開発し、その販売について解析。 

 阿蘇地域のイチゴ農家に定植のボランティアを実施。 

 成果の一部として国内学会発表 2課題と国際学会発表 1課題

を発表した。さらに、農家圃場の雑穀やダイズ、昆虫相の動

態について調査を行い、2017 年度の卒業研究として発表し

た。 

■COC+特別プロジェクト「乳酸発酵による熊本県の農畜産物への付加価値の創出と 6次産業化へ 

の基盤作り」 

熊本の農畜産物から乳酸菌を単離・同定し、農畜産物の発酵性試験を行い、新たな発酵食品の提

案を行なうと共に、様々な機能性を試験し有用乳酸菌の選抜を行うことで、第１次産業の高付加価

値に繋がる研究データの蓄積を行うことを目的に研究を行った結果、TK35 株を用いた新たな発酵

食品の開発が期待されることがわかった。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
尚絅⼤学・尚絅⼤学短期⼤学部 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
■COC+特別プロジェクト「安心して働きながら子育てできる熊本プロジェクト」 

(1)早期離職予防及び保育の質保証についての調査 

早期離職予防も含めた、職場で保育者をサポートする環境の現状について、ヒアリング調査やア

ンケート調査（800 ヶ所の保育施設に協力依頼）を実施した。 

また、平成 30 年 3月 10 日（日）には、「保育に生かそう！つながりのスキル」というテーマで、

「自分力とセルフケア力を高める、共感とコミュニケーション」について、教育学博 

士の野沢綾子氏より講演と演習を実施した。また、保育の質保証について、40 年以上の保育経験を

もつ乳児保育の専門家に、指導者からみた保育の現状・課題点をヒアリング調査した。 

(2)子育ての実態把握と安心して子育てできるための出前育児講座 

尚絅大学短期大学部附属こども園子育て支援室と連携し、来所者の初回面接アンケートの集計

結果から、子育ての悩みを抽出し、「保護者向けの出前育児講座」を開催した。 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
・「お母さんの自己肯定感を高めるワークショップ」 

（講師：田中京子氏 H30.1.17） 

・「子どもの口の発達から全身の健康へつなげましょう」 

（講師：矢島由紀氏 H30.2.5） 

・「親子でみそ作り」（講師：よかあんばい JAPAN H30.2.15） 

・「こどもの夜更かしはなぜ悪いの？」 

（講師：三池輝久氏 H30.3.19） 

以上のテーマで、今回は、包括連携協定を締結している菊陽

町や合志市とも連携し、出前育児講座を開催することができ

た。今後は、地域の子育て支援センターとも連携しながら、大

学の専門知識を活かしてフォローアップできる体制づくりに取

り組んでいく。 

 

■COC+特別プロジェクト「杖立温泉地域フードツーリズム支援プロジェクト」 

(1)現地調査 1回目：平成 29 年 10 月 22 日に道の駅小国ゆうステーション及び薬味野菜の里小国

等を訪問し、小国地域の農産品、旬の食材等についての調査を行った。その後杖立温泉共同利用

蒸し調理場を利用して、加熱調理時間や食材の組み合わせ等について検討を行った。 

(2)現地調査 2 回目：平成 29 年 11 月 5 日に杖立温泉会館で開催された杖立温泉みちくさ市に参加

し、郷土料理の調査や杖立地域振興に関する九州大学田北講師の取組内容について意見交換を行っ

た。 

(3)レシピ・調理法検討：フィールドワーク

での学習内容を基に、後日小国地域特産農

産品を利用した蒸し調理レシピ例「里芋ポ

タージュ」や「フルーツプリン」等につい

て学生・教員で検討を行った。 

  
 

検討した蒸し調理レシピ例 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

≪平成 30 年度≫ 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本⼤学（COC+⼤学） 
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１．共同研究構築及び⼤学発最先端研究成果の県内企業導⼊⽀援                

｜❶30 年度新設の共同研究講座等（県内企業のみ） 

○「半導体プロセス評価共同研究分野」（平成 30 年 6月 1日） 

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株)と熊本大学大学院先端科学研究部 
 

｜❷次世代ベンチャー創出⽀援 

○熊本県次世代ベンチャー創出支援コンソーシアム（熊

本県・肥後銀行・熊本県工業連合会・熊本大学。リバネ

ス）による次世代ベンチャーコンテストの開催（2018 年

7 月 21 日（土）） 

→パパーナル（熊本大学）「世界初！精子形成障害改善

薬の開発」が最優秀賞を受賞 

 

｜❸スターティアホールディングス（株）との共同研究 

○熊本創生推進機構地域連携部門とスターティアホールディングス㈱で共同研究契約を締結 

・COC+事業の一部（教育プログラム、ベンチャー等の育成）の連携 

・（財）ほしのわ、（社）熊本創生企業家ネットワークによる若者の地元定着、ベンチャー育成・

上場での連携 

・地方創生の推進、さらには COC+事業終了後の事業継続に繋げていくこととしている。 

  



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

２．産業創⽣・復興等のシンポジウムの開催                          

｜➊くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム 2019 

・2019 年 2 月 27 日（水）開催 

熊本県の震災復興及び地域産業の振興を目的として、産学連携マッチング

イベント、研究成果公開イベント、ベンチャー活動報告等を開催予定。大学

シーズの展示や地域起業の技術・製品展示を行い、産学連携及び企業間連携

を促進する場を提供するもの。（展示ブース：約 110 展示（地域企業・熊本大

学・COC+機関・公的機関等） 

【主催】熊本大学・熊本地方 COC+推進協議会・熊本県次世代ベンチャー創出

支援コンソーシアム 

【共催】産業技術総合研究所・北陸先端科学技術大学院大学 

【協賛】科学技術振興機構 

【後援】中小企業基盤整備機構・熊本市・熊本県工業連合会・熊本県産業技術センター 

 

｜❷熊本⼤学若⼿研究者との Web 交流 

大学と県内企業等の連携創出に向け、若手研究者と県内企業関係者とのコミュニケーションの強

化に取り組んだ。具体的には、大学教員等が県内企業関係者を対象に自らの研究等について講演し、

県内企業関係者と意見交換を行うが、スケジュール的・地理的に参加が難しい企業関係者に配慮し

て、講演内容を撮影編集の上 Web 配信し、企業関係者からの質問や意見も Web を通して行えるよう

に体制を構築した。 

 

本件は新たな取り組みであることから、当面は試験的な実施として、熊本大学工学部が実施する

「熊本大学工学部の次代を担う研究者ランチョンミーティング」（※）での若手研究者の講演を企

業関係者に Web 配信した。配信する企業関係者については、当該取り組みに参加登録した者（９社

１３名）とした。平成 30 年度の配信実績 7 回（平成 31 年 2 月 5 日現在）。 

 

第 1回（6/22）は、宇佐川工学部長によるミーティング参加者への主旨説明と研究紹介(講演)を実

施し、映像配信は第 2回ミーティングでの講演から実施した。 

  ①7/27 助教 久世竜司、先端科学研究部 エネルギー科学部門波動情報通信分野 

 「ウェラブルデバイスに利用可能な超低姿勢アンテナ」 

②8/31 助教 山口 信、先端科学研究部 物質材料科学部門 建築材料・施工分野 

   「コンクリート構造物の耐衝撃性能向上技術」 

③9/28 助教 田中 茂、パルスパワー科学研究所 

   「爆発実験施設の紹介と衝撃エネルギーの応用」 

④10/19 助教 眞鍋雄貴、先端科学研究部（工）情報・エネルギー部門先端工学第４ 

   「テキストからなるビッグデータへの取組」 

⑤11/30 助教 石田 桂、先端科学研究部 河川環境研究室 

 「地球温暖化の影響評価」 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

⑥12/21 准教授 上瀧 剛、先端科学研究部 

  「三次元画像計測と照合技術」 

⑦1/25 助教 中妻 啓、先端科学研究部 ロボット・制御・計測分野 

  「IoT・ロボットへの応用可能な多機能フレキシブル圧電センサー」 

 

   
 （↑産業界向け案内文書）          （↑配信ウェブサイト） 

  
（↑配信映像（例）第５回配信）       （↑第７回配信 冒頭部） 

  

配信した企業関係者を対象にヒアリングを行ったところ、全ての関係者から、「大学で若手の研

究者が実施している研究について情報を得る貴重な機会であり、また、Web 交流は忙しい企業関係

者の都合に配慮したものと感じている。これからも視聴を続けていき産学連携につながることを期

待している」との意見を得ている。 

  



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

３．COC+特別プロジェクトによる産学官連携及びフィールドワーク等                 
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熊本⼤学（COC+⼤学） 
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｜➊産学連携の強化と学⽣の地域産業理解の深化（COC+特プロ） 

・COC+科目（Step2）「ものづくりの科学と技術 D～資源循環型社会の実現を目指して～」に、太

陽光事業の観点から(株)タイヘイテクノス、試薬製造の観点から(株)同仁化学研究所に参画い

ただいた。 

・参画企業より循環型社会の実現に向けた事業の立案等の課題を提示頂き、学生（43 人）がグル

ープに分かれて検討を行った。学生グループは、検討結果を発表して参画企業及び教員等から

助言を受けることにより、循環型社会の実現に向けた地域企業の取組等について知見を深めた。 

H30. 7.10      課題提示（(株)タイヘイテクノス） 

H30. 7.13       課題提示（(株)同仁化学研究所） 

H30. 7.17・H30 7.20  担当教員による指導 

H30. 7.24      検討結果報告（(株)タイヘイテクノス） 

H30. 7.27      検討結果報告（(株)同仁化学研究所） 

 
（↑授業風景：検討結果について報告を行う学生グループ） 

 

・産学連携の推進に向け、循環型社会の構築に関係する企業を訪問し、問題や課題についてヒア

リングを行った。具体的には、産業廃棄物の処理業者で構成する（一社）熊本県産業資源循環

協会より調査の主旨に沿って推薦いただいた会員企業より九州産廃（株)、木材チップ発電に

取り組まれている日本製紙(株)八代工場、大型の排水処理プラントを稼働されているマルキン

食品(株)、フンドーダイ五葉(株)等を訪問した。これら訪問した企業を対象に、試験的に開設

したウェブサイトの紹介等を行い、ウェブサイトを通した交流も図った。 

 

（↑試験的に運営した産学交流 Web サイト） 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

｜❷COC+事業特別プロジェクトシンポジウムの開催 

・COC+事業特別プロジェクトで実施した取り組みについて、更なる産学連携の推進を図るため、

シンポジウム「バイオマス資源の利活用等による循環型社会の実現に向けて」を開催した。 

日時：2019 年 1 月 23 日（水） 15:00-18:00 

会場：熊本大学インキュベーションラボラトリー 

主催：熊本大学熊本創生推進機構 

参加者：21 名（企業等 14 人、大学関係者 3人、学生 4人） 

■招待講演「竹中工務店によるバイオマス処理研究の取組」 

講師：(株)竹中工務店技術研究所 自然・生態環境部  

水環境・資源循環 Gリーダー 川尻 聡 

■県内における取組について 

「超臨界流体処理によるバイオマス資源の利活用」熊本大学准教授 佐々木 満 

「メタン発酵効率化のための可溶化システム」熊本県立大学教授 石橋 康弘 

「COC+プロジェクトにおける地域有機資源の利活用」熊本大学 COC+推進 CD 林田 安生 
 

｜❸COC+事業特別プロジェクト等からの調査研究事業（⽇本酒造組合中央会委託調査研究） 
＝地域産⽊材等による⽶焼酎の熟成とその利⽤に関する調査研究＝  

人吉・球磨地域を対象に実施された「地域産業及び教育機関と連携した地域の人材育成と産業支援

（H29）（プロジェクト代表 崇城大学 寺本祐司教授）と、阿蘇郡南小国町を対象に実施された「地域

農林水産資源を活用した県内企業等の連携及び連携による商品開発」（H29）（プロジェクト代表 熊本

大学 佐々木満准教授）等での取り組みを継続して推

進するため、プロジェクトを実施した崇城大学と熊本

大学が球磨焼酎酒造組合、木材関連業者等と連携して、

標記調査研究事業を立案し、日本酒造組合中央会から

委託を受けて実施している。 

 

平成 30 年度は、初年度として、地域産木材の表面ロースト処理、焼酎熟成器の検討等を行った。球磨

焼酎組合員等を対象に調査研究の進捗報告会を開催したところ、多数の企業から参加があり、本調査研

究への業界の期待が窺える。 

なお、本調査研究は、球磨焼酎酒造組合をとおして日本酒造組合中央会に申請されているが、球磨焼

酎酒造組合は平成 31 年 1 月 17 日に開催した組合定例会で、次年度（平成 31 年度）も調査研究を実施

することを決定し、平成 31 年度事業を中央会に申請しているところである。 

 

  

 
 
 
 
 
 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

崇城⼤学 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
｜➊農業現場での光合成細菌投与実証試験（COC+特プロ） 

＝球磨焼酎粕で培養した光合成細菌の⽣産性・品質向上効果の農業現場での検証＝ 
  

○農業現場での検証や試験を実施 

・球磨焼酎粕で培養した光合成細菌の生産性・品質向上効果の農業現場での検証を行った。 

・自然栽培水田で光合成細菌投与による効果を実証するため、熊本市北区植木地区の水田 3枚を使用

して試験を実施した。 

光合成細菌投与の様子（H30.8.9） 水田のドローン調査（H30.9.13）  坪刈りの様子（H30.10.8） 

 

・球磨郡あさぎり町でイネへの光合成細菌投与試験を実施した。投与方法は育苗箱への投与（品種：

にこまる）と水田への流し込み（品種：北陸 193 号）で検討した。 

 

種もみ         光合成細菌を希釈した水     播種から 19 日目の様子 

 

｜❷地域連携による COC+事業推進のための問題解決推進プロジェクト（COC+特プロ） 

＝⼈吉・球磨地域焼酎製造業等の問題解決に向けた課題検討と成果を活⽤した教材開発＝ 
○「COC+、SPH 微生物実験技術研修」を開催 

2016 年に文科省より SPH に指定されている南陵高校食品科学科の生徒を対象に実施した。 

1. 平成 30 年 10 月 4 日（木） 

2. 平成 30 年 12 月 3 日（月） 

3. 平成 30 年 12 月 11 日（火） 

講師 崇城大学 応用微生物工学科 教授 寺本祐司 

崇城大学 応用微生物工学科 教授 三枝敬明 

熊本大学 熊本創生推進機構 COC+推進コーディ

ネーター 林田安生 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

○COC+特別プロジェクト講演会（検討会）「焼酎製造技術検討会」を開催 

日 時 平成 30 年 11 月 27 日（火）15 時～17 時 

会 場 球磨焼酎酒造組合、人吉市麓町 

参加者 球磨焼酎酒造組合員他（24 名） 

内 容 日本酒造組合中央会委託調査研究「地域産木材

等による米焼酎の熟成とその利用に関する調

査研究」について 

講 師 崇城大学 応用微生物工学科 教授 寺本祐

司 

    崇城大学 応用微生物工学科 教授 三枝敬明 

    熊本大学 熊本創生推進機構 COC+推進コーディネーター 林田安生 

 

｜❸⼋代宮地和紙を次世代につなぐデザインプロジェクト（COC+特プロ） 

＝地域産業の活性化、⼤学間連携＝ 

・紙漉きの里として知られる八代市宮地において、伝統工芸としての宮地和紙の後継者不足により存

続の危機に瀕しており、熊本高等専門学校や地元の有志と協力して、紙漉きの里を次世代につなぐ

プロジェクトに参加した。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
尚絅⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

｜➊被災地における地域活性化および若者のシビックプライド向上プロジェクト（COC+特プロ） 

○若者のシビックプライド向上に関する講演会開催 

日 時：2018 年 12 月 1 日（土）15：30〜17：00 

場 所：尚絅大学 九品寺キャンパス 10 階ホール 

テーマ：熊本だからできることその可能性 -熊本に生きる若者のこれからを考える- 

参加者：45 名（大学生、一般） 

・講演Ⅰ：「益城町の小さい町工場から世界へ」 

 講師：シタテル株式会社 代表取締役 CEO 河野 秀和氏 

・講演Ⅱ：「若者×地域×仕事 若者の力がこれからの地域をつくる」 

 講師：一般社団法人 フミダス 代表理事 濱本伸司氏 

 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
○益城町にて「益城歴史資産復興協議会」のメンバーと古民家活用等について意見交換及び現地調査 

2018 年 12 月 2 日（日）益城町を訪問し、古民家の活用、歴史史跡や被災断層フットパスツアーにおけ

るルート開拓および地元特産品開発など地域資源の活用について若者の視点から多様なアイディアを

提供し、益城町おける新しい「体験型観光」による地域活性化について地域住民と話し合いや益城町の

歴史史跡や被災断層における現地調査を実施した。 

 

古民家活用及び地元特産品開発等に関する意見交換の様子   被災断層における現地調査の様子 

 

○被災地における地域活性化に関するパネルデスカッション実施 

日時：2019 年 2 月 8 日（金）16：00〜18：00 

場所：尚絅大学 九品寺キャンパス 10 階ホール 

テーマ：熊本におけるコンテンツ・ツーリズムの可能性 

本パネルデスカッションは、「ONE PIECE 熊本復興プロジェクト」における益城町の取り組みや、ONE 

PIECE のキャラクター像ができる可能性が高い自治体への観光ルートのあり方などを議論しながら、熊

本県におけるコンテンツ・ツーリズムの可能性を検討することを目的としている。 

・講演：「コンテンツ・ツーリズムは何か」  

 講師：北海道大学大学院 槍水考太氏 

・パネルデスカッションのテーマ： 

「熊本から考えるコンテンツ・ツーリズムの可能性」 

・登壇者：槍水考太氏（北海道大学大学院） 

     和田大志氏（熊本県知事公室参事） 

     浦上英樹氏（株式会社くまもと DMC 事務取締役） 

     津田聡氏（株式会社フラッグス代表取締役副社長） 

 佐竹信彦氏（PopTown Project 主催） 

畠山真一教授、三浦知志准教授、金承珠講師 

（尚絅大学 現代文化学部教員） 

 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
東海⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

｜➊東海⼤学と尚絅⼤学との連携による地域創⽣型弁当及びデザートの開発 

・東海大学九州キャンパスと尚絅大学・尚絅大学短期大学部との交流及び連携に関する包括協定を結び、

その一つの活動として、学生を中心とした地元の食農の創生に関連する商品開発を通じ，地域への貢

献に資することと，地域社会の問題とその解決に強い関心と意欲を有する内的動機の高い学生の能力

をさらに育てることを目的とし、熊本の風土と農業を活かした弁当及びデザート商品の開発を行った。 

9 月     コンセプトおよび使用食材等の検討 

10 月-11 月 レシピ案の作成と試作品の試食・改良、企業との調整 

12 月    レシピ案の完成、企業との調整 

1 月     商品完成、お披露目会 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本学園⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

｜➊DMO 創⽣プロジェクト「きなっせ︕くまもと」（COC+特プロ） 

2017 年度に引き続き 2018 年度においても熊本学園大学商学部ホスピタリティ・マネジメント学科

及び熊本大学 Kumarism が共同で、ＤＭＯ旅行商品の開発及び情報発信を行うために、KNT：㈱近畿日

本ツーリストの専門家を講師として招き、旅行商品創出に必要なスキルの取得するためのセミナー、

フィールドワーク等を実施した。2019 年は、本県で「ラグビーワールドカップ」、「2019 女子ハンドボ

ール世界選手権大会」が開催される予定であり内外から多くの観光客の来県が見込まれている。学生

目線での旅行商品の開発を行うことにより本県の観光振興に寄与することを目的とするものである。 

・着地型旅行商品開発ワークショップの実施（於：熊本大学） 3 回 

・ワークショップを踏まえた現地調査（2日間：阿蘇・熊本市内）の実施 

・開発した旅行商品プレゼンテーション 実施 

・熊本大学では COC+事業教育プログラム step4 地方創生プロジェクトの一つに位置付け単位化した。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本⾼等専⾨学校 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
｜➊⾼専 4.0 イニシアティブ事業「Society5.0 の実現に向けた⼈財還流型⾼専版オープン・イノベー

ション基盤の構築」 

  

・国立高等専門学校機構の高専 4.0 イニシアティブ事業として、Society5.0 の実現に貢献できるエン

ジニアの育成と人間中心型社会実現に寄与するオープン・イノベーションの基盤整備を推進。 

・柱として、地域企業・自治体と本校の学生・卒業生・教員の関係創発の場としての「メガミーティ

ング」、そこで生まれた課題をテーマとした対話探求の場としての「イノベーションカフェ」、さら



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
にそこから実際に地域課題の解決や産業創生を行う「オープンイノベー

ションプロジェクト」を展開していくことを目指す。これらのプロジェ

クトには、熊本高等専門学校の学生や卒業生が参加できる体制を整備す

ることで、地域に根ざした人材還流型のコミュニティを形成することを

特長としている。 

 

○メガミーティング 

日時：平成 31 年 2 月 21 日（木）10:00-17:00 

場所：ホテル熊本テレサ 

内容： 

1. 基調講演 

(1) デジタル・トランスフォーメーション（DX）の真実 

小西 一有 氏（デジタルビジネスイノベーションセンター・首席研究員） 

(2) 持続可能な共生社会に向けた防災科研の取り組み 

酒井 直樹 氏（国立研究開発法人防災科学技術研究所・主任研究員） 

2. 熊本・八代合同ステージ／ポスターセッション／企業ブース 

(1) 教員展示（研究・教育活動紹介） 

(2) 学生展示（ロボコン・プロコンなど） 

(3) 企業ブース（注力取り組み事例など） 

参加者（予定）：企業等 100 名、教員 50 名、学生 160 名、企業ブース 20  

 

○イノベーションカフェ 

1. 高専生による自由研究！！（平成 30 年 10 月 27、28 日） 

2. 県立大 COC+プロジェクト、山都町スマート農業懇談会（平成 30 年 11 月 15 日） 

3. AT の実線スキルに学ぶ共生社会シンポジウム（平成 30 年 12 月 8 日） 

4. OB/OG ネットワーク座談会（平成 30 年 12 月 1 日） 

5. 同窓会出張ミニワークショップ（平成 31 年 2 月 1日） 

6. くまもと有機エレクトロニクス産業促進協議会連携イノベーションカフェ（平成 31 年 2月 8日） 

7. 近隣の工場を見学し学生自ら課題を発見して提案を行う発表会（平成 30 年 11 月 9 日） 

 

  ○オープンイノベーションプロジェクト 

次の 4テーマがスタートしており、来年度も継続実施予定である。 

1. 福祉支援・防災プロジェクト 

2. スマート農業プロジェクト 

3. 環境モニタリングプロジェクト 

4. IoT 共通基盤プロジェクト 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

≪令和元年度≫ 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本⼤学（COC+⼤学） 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

１．県内企業訪問、共同研究構築及び⼤学発最先端研究成果の県内企業導⼊⽀援         

｜❶共同研究講座等（県内企業のみ） 

○「アグロメディシン開発研究講座」（平成 28 年 7 月 1日～令和元年 6月 30 日） 

  河合興産(株)と熊本大学大学院生命科学研究部 

○「再春館・自然×サイエンス共同研究講座」（平成 29 年 4月 1日～令和 5年 3月 31 日） 

   （株）再春館製薬所と熊本大学大学院生命科学研究部 

○「あつまる新シルク蚕業開発共同研究分野」（平成 29 年 11 月 1 日～令和 4年 10 月 31 日） 

    （株）あつまるホールディングスと熊本大学大学院先端科学研究部 

○「半導体プロセス評価共同研究分野」（平成 30 年 6 月 1日～令和 3年 3月 31 日） 

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング(株)と熊本大学大学院先端科学研究部 

 ○「サイエンスファーム生体機能化学共同研究講座」（平成 31 年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日） 

   サイエンスファーム（株）と熊本大学大学院生命科学研究部 

 ○「再春館・先進老化医学共同研究講座」（令和 2年 4月 1日～令和 7年 3月 31 日） 

   （株）再春館製薬所と熊本大学大学院生命科学研究部 

 

｜❷次世代ベンチャー創出⽀援 

○熊本県次世代ベンチャー創出支援コンソーシアム（熊本県

県・肥後銀行・熊本県工業連合会・熊本大学・リバネス）によ

る次世代ベンチャーコンテストの開催（2019 年 7月 20日（土）） 

→P&A（発表テーマ：光合成細菌由来の藻類活力剤、 

代表者： 宮坂 均／崇城大学 生物生命学部 応用生命科学 

 科 教授）が最優秀賞を受賞 

 

｜❸スターティアホールディングス（株）との共同研究 

○熊本創生推進機構地域連携部門とスターティアホールディングス㈱で共同研究契約を締結 

・COC+事業の一部（教育プログラム、ベンチャー等の育成）の連携 

・（公財）ほしのわ、（社）熊本創生企業家ネットワークによる若者の地元定着、ベンチャー育成・

上場での連携 

・地方創生の推進、さらには COC+事業終了後の事業継続に繋げていくこととしている。 
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２．産業創⽣・復興等のシンポジウムの開催                          

｜熊本⼤学若⼿研究者との Web 交流 

    ・大学と県内企業等の連携創出に向け、若手研究者と県内企業関係者とのコミュニケーションの強化に

取り組んだ。具体的には、熊本大学工学部が実施する「熊本大学工学部の次代を担う研究者ランチョ

ンミーティング」で若手研究者の講演等を企業関係者に情報提供した。 

・大学教員等が県内企業関係者を対象に自らの研究等について講演し、県内企業関係者と意見交換を行

うが、スケジュール的・地理的に参加が難しい企業関係者に配慮して、講演内容を撮影編集の上 Web

配信し、企業関係者からの質問や意見も Web を通して行えるようにした。 

・配信する企業関係者については、当該取り組みに参加登録した者（9社 13 名）とした。本年度の配信

実績は 11 回（2020.1.31 現在、通算 19 回）。 

・配信した企業関係者から「大学で若手の研究者が実施している研究について情報を得る貴重な機会で

あり、また、Web 交流は忙しい企業関係者の都合に配慮したものと感じている。産学連携につながる

ことを期待している」との意見を得ている。 

・本取り組みによって醸成した企業関係者との信頼関係も活用し、産学連携を更に推進していく。 

 

【2019 年度実績】 

① 4/26 助教 北村裕介、先端科学研究部物質材料科学部門（編集により公開 5/8～） 

「抗体に代わる次世代の分子認識素子・核酸アプタマー 

～その創生とバイオ分析への応用～」 

② 5/31 准教授 杉本 学、先端科学研究部物質材料科学部門 

「機能物質開発 by エンジニアリング＆エンジニアリング by 機能性物質開発 

 ～熊本大学工学部独自の組み合わせで、新しい価値を生み出せるか？」 

③ 6/28 教授 北 直泰、先端科学研究部 

「エルビウム添加型光ファイバーの数学解析に向けて」 

④ 7/26 准教授 黒田雅利、先端科学研究部産業基盤部門 

「高経年化機器の高度メンテナンス技術の開発（研究事例紹介）」 

⑤ 8/30 准教授 小林牧子、大学院先端科学研究部 

「スプレー塗布で作製する多孔性圧電材料の開発と応用」 

⑥ 9/27 准教授 竹内裕希子、先端科学研究部社会基盤環境部門 

「地区防災計画策定を促すリスクコミュニケーション支援ツール“避難所初動運営キット”の 

作成経緯と活用について」 

⑦ 10/25 准教授 友清衣利子、先端科学研究部社会基盤環境部門 

「避難所としての体育館の災害時の被害形態と構造」 

⑧ 11/29 准教授 米本幸弘、先端科学研究部機械・エネルギー創生部門 

「固体面上液体の濡れ性評価モデルの構築」 

⑨ 12/20 助教 古免久弥、先端マグネシウム国際研究センター 

「アーク溶接中のプラズマ及び溶融金属挙動のシミュレーション」 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

⑩ 1/31 助教 田邉将之、先端科学研究部 情報・エネルギー部門 

「超音波画像を用いた便の性状推定と介護現場における応用」 

（その他）6/18 技術職員 佐藤徹哉、技術部 

  「微小・薄膜 X線回折装置 Smart Lab のご紹介」 

 
（↑配信映像冒頭部（例）） 

・配信した企業関係者を対象にヒアリングを行ったところ、関係者から、「大学で若手の研究者が実施し

ている研究について情報を得る貴重な機会であり、また、Web 交流は忙しい企業関係者の都合に配慮

したものと感じている。」との意見を得ている。 

 

３．COC+特別プロジェクト等による産学官連携及びフィールドワーク等                

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本⼤学（COC+⼤学） 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

｜➊産学連携の強化と学⽣の地域産業理解の深化（COC+特プロ、2018）から派⽣した産学連携 

標記プロジェクトにおいては、プロジェクト代表が担当する科目「ものづくりの科学と技術 D～

資源循環型社会の実現を目指して～」に関連し、循環型社会の構築に関連する企業への訪問、シン

ポジウムやWebサイトでの交流により連携を深めた。そして、関連企業に上記科目に参画いただき、

授業分野に関係する課題を提示していただいた。学生は、担当教員の指導の下で課題を検討、検討

結果を発表、企業から講評を受けることにより、地域企業及びその課題についての理解を深めた。 

 実績として、2018 年度に２社（試薬製造、機械製造）、2019 年度に２社（機械製造、食品製造）

が参画した。担当教員は、今後も関係企業との信頼関係を大学での活動に活かしていきたいとして

いる。 

 
写真 課題を提示する参画企業（左）と検討結果を発表する学生（右） 
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❷地域農林⽔産資源を活⽤した県内企業等の連携及び連携による商品開発（COC+特プロ 2018）等

から派⽣した産学連携（⽇本酒造組合中央会委託調査研究「地域産⽊材等による⽶焼酎の熟成とそ
の利⽤」）  

 

阿蘇郡南小国町を対象に実施された「地域農林水産資源を活用した県内企業等の連携及び連携による

商品開発」（H29）（プロジェクト代表 熊本大学 佐々木満准教授）、人吉・球磨地域を対象に実施され

た「地域産業及び教育機関と連携した地域の人材育成と産業支援（H29）（プロジェクト代表 崇城大学 

寺本祐司教授）等での取り組みを継続して推進するため、プロジェクトを実施した熊本大学と崇城大学

が球磨焼酎酒造組合、木材関連業者等と連携して、標記調査研究事業を立案し、日本酒造組合中央会か

ら委託を受けて実施している。 

本調査研究では、サクラ等の地域産木材を用い、木材表面のレーザー光によるロースト処理、熱気流

によるトースト処理、表面処理を施した木材を用いた米焼酎の熟成による酒質の変化等を検討した。現

在、県内外の多くの関連企業が当該調査研究の成果に興味を示しており、球磨焼酎酒造組合も調査研究

の継続を希望している。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                                        調査研究成果例 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

❸ 地域産業活性化に向けた産業調査及び PR プジェクト（COC+特プロ 2017）等から派⽣した
産学連携 連携した産業団体の取組が全国⼤会地域活性化部⾨で⽔産庁⻑官賞を受賞 

  熊本大学は熊本県立大学（H28）、崇城大学(H29)と連携し「天草雑節製造業界活性化に向けたセ

ミナー及び PR 資料の開発とマーケテイング施策の検討」（H28）（プロジェクト代表 熊本大学 

牧野厚史 教授）、「地域産業活性化に向けた産業調査及び PR プロジェクト」（H29）(代表 熊本

大学 牧野厚史 教授)により牛深久玉地域の水産加工業者の取組を支援した。 

この水産加工業者の取組が 2019 年 2 月 28 から 3 月 1 日まで東京都で開催された第 24 回全国

青年・女性漁業者交流大会において同業者によって構成される天草漁業協同組合水産加工部会

（部会長 江良水産（株）社長 江良 浩）より「日本のうまみの隠し味「牛深の節」～牛深ハ

イヤ節と異なるもう一つの節～」として発表され、同大会地域活性化部門で水産庁長官賞を受賞

した。 

同部会は中村五木天草市長を表見訪問し本件を報告（R1.5.22）。その際、江良部会長は「熊本

大学など産学官や地域が一体となって活動しているところが評価された」とコメントし中村市長

から激励を受けた（朝日新聞「隠れた名品、雑節に光。天草漁協牛深総合支所の作り手、水産庁

長官賞」記事（R1.5.24）より）。なお、同部会は、今後も必要に応じて大学等と連携していきた

いとしている。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
尚絅⼤学 
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｜➊COC+「安⼼して働きながら⼦育てできる熊本プロジェクト」事業について（概要報告） 

目的：女性の就労者の増加、子育て世代の困難や不安を解消し、安心して働きながら子育てできる環

境づくりとして、本年度は一人で子育てをしながら働き生活する「ひとり親世帯」に焦点を当

て、より深い子育て支援のあり方について考える。また、子育て支援策の一つとして保育者の

保育の質向上及び早期離職予防により保育者不足の解消に向けた取り組みを進めてきた。 

１. 「早期離職予防と保育の質向上」に向けた「保育 café」の開催 

   ５月、７月、９月、11 月、1月の計５回（偶数月は乳児保育研究会終了後開催） 

２. 地域との連携「子育て café（ぼちぼち café）」の開催 ６月、７月、９月、11 月、１月の 

計５回 

３.「安心して働きながら子育てできる」ひとり親世帯交流会及び相談会の開催 

     5 月、6月、8月（２回）、12 月、1月の計６回 

４. 「保育の質向上に関する研究・活動」に関する研修会の開催 

     日時：７月２７日 場所：尚絅子育て研究センター 講師：芦田麗子氏（大阪歯科大学教

員） 

     テーマ：「ママは十分頑張っているよ〜地域・社会で育つ子ども〜」 

５. 「ひとり親家庭」の生活と子育てに関する聞き取り調査 

     対象者：シングルマザー６人、調査時期：2019 年 11 月〜2020 年 1 月 

６．「早期離職予防と保育の質向上」に向けた保育実践相談指導講師の派遣 

    ・12 月〜2月の期間、乳児保育研究会で実践上の悩みを抱えながら保育を行なっている若手

保育者の勤務する園で実施し、早期離職予防と保育の質向上に取り組んだ。 

 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
まとめ：COC+事業において、熊本の地で子育て世代が安心して働きながら子育てできる環境づくり

に取り組む中で、子育てカフェや子育て講演会の開催、ひとり親世帯への相談支援、聞き取

り調査を通して子育て支援の質も一般的な子育て世帯から貧困・生活困難を抱えがちなひと

り親世帯の課題にまで広く深く取り組むことができた。また、親が安心することにより、子

どもも元気になり、熊本の将来の担い手を育てる上でも間接的に貢献できたと考える。 

     さらに、子育てしながら安心して働く条件として、保育の質向上があげられるが、保育者

の早期離職を防止することで、キャリア蓄積が保育の質向上につながるよう、保育カフェや

保育実践相談指導講師の派遣を通して取り組むことができたと考えており、今後、この実践

を総括して研究としてもまとめたい。 
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｜➊東海⼤学と尚絅⼤学との連携による地域創⽣型弁当及びスイーツの開発 

昨年度締結した東海大学九州キャンパスと尚絅大学・尚絅大学短期大学部との交流及び連携に関す

る包括協定に基づき、その一つの活動として、学生を中心とした地元の食農の創生に関連する商品開

発を実施している。これは、地域活性化や他大学との連携に強い関心と意欲を有する内的動機の高い

学生の能力をさらに育てることを目的とし、熊本の風土と農業を活かした弁当およびデザート商品の

開発を行うものである。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本学園⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
･熊本県立大学の六次産業化育成連絡会に参加することにより、他参加機関と協力しながら、産学官 

連携に関する事業を行った。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
熊本⾼等専⾨学校 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
｜➊⾼専 4.0 イニシアティブ事業「Society5.0 の実現に向けた⼈財還流型⾼専版オープン・イノベー

ション基盤の構築」 

  

・国立高等専門学校機構の高専 4.0 イニシアティブ事業として、Society5.0 の実現に貢献できるエン

ジニアの育成と人間中心型社会実現に寄与するオープン・イノベーションの基盤整備を推進。 

・柱として、地域企業・自治体と本校の学生・卒業生・教員の関係創発の場としての「メガミーティ

ング」、そこで生まれた課題をテーマとした対話探求の場としての「イノベーションカフェ」、さら

にそこから実際に地域課題の解決や産業創生を行う「オープンイノベーションプロジェクト」を展

開していくことを目指す。これらのプロジェクトには、熊本高等専門学校の学生や卒業生が参加で

きる体制を整備することで、地域に根ざした人財還流型のコミュニティを形成することを特長とし

ている。 
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○メガミーティング 

日時：令和 2年 3月 6日(金)10:00-18:00 

会場：熊本高等専門学校熊本キャンパス    

内容： 

1. 基調講演 

(1) 熊本県におけるＩoＴ関連施策の取り組みについて 

大下 慶 氏（熊本県商工観光労働部 新産業振興局 産業支援課長） 

(2) 低価格ＫＯＳＥＮ版簡易ウェザーステーションの開発と実証実験 

神田 和也 氏（鶴岡工業高等専門学校創造工学科 電気・電子コース） 

2. 今年度のオープン・イノベーションプロジェクトの活動報告 

3. 研究シーズ紹介 

(1) 企画運営部 教授 清田 公保 

(2) 電子情報システム工学系 教授 島川 学 

(3) 電子情報システム工学系 准教授 石橋 孝昭 

(4) 電子情報システム工学系 講師 野尻 紘聖 

4. 研究室見学 

5. ワークショップ(メガ座談会) 

(1) 学生主導による福祉支援・防災支援技術プロジェクト 

(2) ＩoＴ共通基盤プロジェクト 

(3) スマート農業プロジェクト 

6. ポスター展示、名刺交換会 

 

○イノベーションカフェ 

1. くまもと有機エレクトロニクス産業促進協議会連携イノベーションカフェ（令和 2年 2月 14 日） 

 

○Web 発信のための CMS 演習  

  日時：令和元年 11 月 19 日（火）、12 月 3 日（火） 

  会場：熊本高専熊本キャンパス 3号棟 1階 ヒューマン演習室 

  内容：簡単に Web 作成を行えるツールとして、Wix.com を利用し、情報の 

     発信には欠かせない Web 作成の講座を演習方式で行う。 

     第 1 回「CMS 入門」 

     第 2 回「地方創生！地元の宝を情報発信！！」 

  講師：神戸 洋平 氏（日本 Wix 振興プロジェクト 代表理事） 

     柳澤 輝 氏（日本 Wix 振興プロジェクト 専務理事） 
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4．農林⽔産業の成⻑事業（六次産業化育成連絡会による活動）※熊本県⽴⼤学が中⼼に実施    

｜Ⅰ 全事業期間を通じた取組 

 熊本地方ＣＯＣ＋推進協議会企画委員会産学官連携推進部会六次産業化育成連絡会（略称：六次

産業化育成連絡会）開催 

 (1) 参加大学・高専： ＣＯＣ＋事業に参加するすべての大学・高専 

 (2) 開催実績： 平成 27 年度（2015 年度） 連絡会設置準備 

    平成 28 年度（2016 年度） 8 回開催 毎回勉強会も実施 

         平成 29 年度（2017 年度） 11 回開催 

    平成 30 年度（2018 年度） 12 回開催 

         平成 31 年度（2019 年度） 2 回開催 

 (3) 成果： ①ＣＯＣ＋事業の効果的な推進を実現した。 

②産学官連携の基礎となる大学・高等専門学校のプラットホームを構築した。 

 

｜Ⅱ 各年度の取組 

１ 平成 28 年度（2016 年度）の取組 

(1) 産学官連携推進部会六次産業化育成連絡会 

  年間 8回、各回勉強会も開催 

(2) シンポジウム開催（１） 

日 時：平成 28 年（2016 年）10 月 16 日（日） 

場 所：熊本県立大学ＣＰＤセンター 

主 催：西日本化学工学懇話会 共催：熊本県立大学 

テーマ：「九州産杉の高付加価値化による復興と地域創生」 

参加者：約 40 名 
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(3) シンポジウム開催（２） 

日時：平成 28 年（2016 年）12 月 9 日（金） 

場所：メルパルク熊本 

主催：六次産業化育成連絡会 

テーマ：「第１次産業の競争力強化と６次産業化による地方創生」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 熊本県むらづくり課との連携事業（中山間地域サポート推進事業） 

 事業内容：4大学 8組の教員・学生が参加し、県内 8地区で調査・提言。 

    全体報告会開催 

     日時：平成 29 年（2017 年）3月 14 日（火） 

     場所：熊本県立大学ＣＰＤセンター 

    天草市や東陽町でも成果の報告会や展示会開催 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
(5) 「ものづくりフォーラム」開催 

  日 時：平成 29 年（2017 年）2 月 20 日（月） 

  場 所：熊本県立大学ＣＰＤセンター 

  テーマ：これからの商品開発の取り組み方 

    基調講演とパネルディスカッションを実施 

    釜賀精二氏（株式会社釜屋会長） 

    川野康宣氏（重光産業株式会社顧問） 

    布井吉治氏（熊本菓房株式会社代表取締役）他 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) 『シーズ集』作成 

ＣＯＣ＋事業に参加するすべての大学・高等専門学校の教員（研究者）に呼び掛けて、大学が持つ

研究シーズを産業界や自治体等に提供するために、『シーズ集』を作成した。寄稿者は 8 大学・高

等専門学校から 50 名。さらに農業系高等学校のうち 6 校から各校の特徴的な教育実践も提供して

もらった。 

 

(7) 海外市場調査 

台湾・基隆市で晩白柚の市場調査 

     日 時：平成 29 年（2017 年）2月 18 日～19 日 

場 所：熊本県南フードバレーフェア in 台湾・基隆 

     参加者：熊本県立大学総合管理学部 宮園教授と学生 
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２ 平成 29 年度（2017 年度）の取組 

 

(1) 「うまかモン開発プロジェクト」 

・ 株式会社釜屋の全面的な協力により、学生が加工食品の開発から製造・評価・販売のすべてのプ

ロセスを実際に経験するプロジェクト。 

・ 参加学生数 29 名。 

・ 6 月から 9 月まで 6回製造実習を実施。11 月以降、学園祭等で販売実習。 

・ 売上金は、株式会社釜屋・釜賀代表の発案により熊本城の復興事業に寄付し、参加学生には「復

興城主証」が配布された。 

 

(2) 「地域創生円卓会議 in 天草」 

趣 旨：天草地域の産業界、金融機関、行政機関、教育界等から幅広く関係者が一堂に会して「円

卓会議」を開催し、地域が抱える課題やその解決方法、今後の連携のあり方等を議論し、天草地域

の一層の発展に向けた提言を発信するともに、今後も継続して天草の将来を考えていくための契機

とする。 

日 時：平成 29 年 8 月 25 日（金） 午後 1時から 5時 

会 場：天草信用金庫本店５階ホール（天草市太田町 9-3） 

主 催：六次産業化育成連絡会 

共 催：天草信用金庫 

テーマ：「天草の宝物をブラッシュアップ！－食・農・漁・加工・販売・観光・ものづくりの高収益

化を目指して－」 

内 容： 

①天草の地域資源（雑節、ヒオウギ貝、ボタンボウフウ、観光）の紹介 

②ワークショップ「AMAKUSA 未来プランニング」 

高校生と大学生、一般社会人（自治体職員や経済界）がグループに分かれて「天草の宝物をどう生

かすか」について意見交換し、その後、全体で報告し合った。 

③参加者数  148 名（一般 42、大学・高専 32（学生 20、教職員 12）、高校 55（生徒 42、教職員 

13）、その他（講師、主催者、メディア等） 19 

 

(3) 「2017 高大連携勉強会」 

趣 旨：高等学校と大学・高等専門学校の教育・研究シーズを連携させること、それによって双方

の相互理解を深め、教育・研究を刺激し活性化させるとともに、産業界との連携をさらに強化して

雇用創出と若者の地元定着に資することを目指す。 

日 時：平成 29 年 12 月 1 日 14:30 ～ 17:30 

場 所：熊本県立大学 総合管理学部 大会議室 

内 容： 

     ①基調講演 「６次産業化推進と農業教育」 

      講師：(株)アグリコミュニケーションズ津軽代表取締役社長佐藤晋也氏 

（青森県立五所川原農林高等学校 前校長） 

     ②ＣＯＣ＋事業報告 
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     ③パネルディスカッション 

      「熊本県の農林水産業の成長を目指す高大連携の意義と課題を考える」 

パネリスト：古田陽一氏（熊本県立菊池農業高等学校校長） 

             後藤至成氏（阿蘇中央高等学校スーパーティーチャー） 

             他 

参加者：67 名（高等学校教職員 30、大学・高専教職員 7、大学院・学部学生 14、行政関係 7、

その他 1、主催者 8） 

 

(4) 上益城郡山都町シンポジウム 

趣 旨：山都町で役場や民間団体が取り組んでいる地域づくりの一つに、農泊の取組がある。この

取組をさらに効果的に推進するために、山都町と大学が連携して、山都町にしかないユニークな農

泊を実現し、訪問客に高い満足度を保証し、リピーターを確保するとともに、山都町全体の活性化・

所得の増加の実現を目指す。その第１歩として、農泊に関する様々な情報収集と共有、他地域にお

ける経験等の理解促進、山都町の特色を生かした農泊のあり方を検討する。 

日 時：平成 29 年 12 月 16 日（土）13:00 ～ 16:30 

場 所：山都町 矢部保健福祉センター千寿苑 多目的ホール 

テーマ：「山の都で明日への活力増強を！～農泊で癒しと新体験～」 

内 容：①基調講演 「農泊で、地域の宝物を活用せよ！」（株式会社地域振興研究所所長 須川一

幸氏） 

    ②報  告 「学生とともに探る山都町の魅力」（熊本学園大学経済学部教授 境 章氏） 

    ③事例報告 「農泊と地域の活性化」（九州農政局農村振興部農村計画課課長補佐 淺野 

弘幸氏） 

④パネルディスカッション 「農泊と地域の活性化」 

パネリスト：須川一幸氏、境章氏、淺野弘幸氏、後藤孝美氏（山都町棚田復興プロジェク

ト）、中畠由博氏（なかはた農園代表）  

⑤参加者 110 名（自治体関係者、市民、学生、講師等、事務局） 

 

(5) 「中山間地域サポート推進事業（大学生等の地域連携支援事業）」 

     （熊本県農林水産部むらづくり課との連携事業） 

趣 旨：大学生と指導教員が熊本県内の特定の中山間地で地域の実情を調査・把握し、活性化に向

けた提言を行う。（県内 5地区に 3 大学 5 名の教員が学生と共に入った。） 

報告会開催 

   日 時：平成 30 年 2 月 16 日 13:30 ～ 15:30 

   場 所：熊本県立大学 CPD センター 

   参加者：約 40 名（大学生・高校生・大学教職員・自治体職員） 
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(6) 「復興応援 キリン絆プロジェクト 郷土の食材開発モデル事業」 

（熊本県農林水産部流通アグリビジネス課との連携事業） 

趣旨等：キリンと日本財団の寄付による熊本地震復興支援事業の一つ。熊本県内の市町村が地元の

特産品を生かした新しい加工食品を開発して地元で販売することによって集客力を高め、地域の活

性化を促進して地震の復興につなげる取組で、甲佐町、南阿蘇村、西原村の３町村が参加した。こ

のうち甲佐町は熊本県立大学と尚絅大学・尚絅大学短期大学部が、南阿蘇村は東海大学がそれぞれ

町・村の事業推進団体と連携して支援した。 

取組内容： 

①甲佐町  商品名「虎穴ニラずんば」(食べる辣油）、ニララーメン(乾麺） 

②南阿蘇村 商品名「あそのみなみのそばさんど」 

③西原村  熟成干し芋 

出展・販売：「アグリフード EXPO 大阪」で出展 

日時 平成 30 年 2 月 21 日、22 日 10:00 ～ 17:00 

場所 ATC アジア太平洋トレードセンター（大阪市） 

主催 日本政策金融公庫 

 

(7) その他 

①「2017 くまもと地域振興フェア（WONDER MESSE KUMAMOTO）」出展 

日時：平成 29 年 10 月 27 日（金）、28 日（土）9:00 ～ 17:30 

場所：グランメッセ熊本 

②「くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム 2018」出展 

日時：平成 30 年 3 月 2日（金）10:00 ～ 17:00 

場所：グランメッセ熊本 

 

３ 平成 30 年度（2018 年度）の取組 

 

(1) スマート農業推進支援体制の構築 

①熊本県農業研究センターと熊本県立大学との協議 

日時：平成 30 年 4 月 16 日（月）15:30～16:30 

場所：熊本県農業研究センター（熊本県合志市栄 3801） 

内容：県内農業の課題、今後の取組、連携等について意見・情報交換 

②熊本高等専門学校と熊本県立大学との協議 

日時：平成 30 年 4 月 26 日（木）14:30～16:00 

場所：熊本高等専門学校熊本キャンパス 

内容：ＣＯＣ＋事業及び熊本高専のシーズや教育等に関する情報交換 

③山都町における竹粉砕工場・竹林視察と意見交換 

日時：平成 30 年 5 月 23 日（水）13:00～16:30 

場所：山都町内の竹林と竹工場（島木地区、長野地区）及び山都町役場 

内容：竹粉砕工場と竹林整備状況の視察、説明・質疑応答、地域の課題や問題点及び将来へ

の期待等に関する意見交換 
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④熊本県農業研究センターと熊本高等専門学校・熊本県立大学との協議 

日時：平成 30 年 5 月 28 日（月）10:00～11:40 

場所：熊本県農業研究センター 

内容：ＣＯＣ＋事業の説明、熊本県農業研究センターの概要説明 

   県内のスマート農業の現状説明 

⑤アグリシステム総合研究所（八代）と熊本高等専門学校との協議 

日時：平成 30 年 6 月 13 日（水）14:00～15:40 

場所：アグリシステム総合研究所会議室 

内容：アグリシステム総合研究所の研究内容、県内のスマート農業推進の現状と課題等につ

いての説明及び爾後の連携に関する意見交換 

 

(2) スマート農業推進支援に向けた研究会開催 

①６次産業化推進・意見交換会 

日時：平成 30 年 6月 19 日（火）9:00～11:00 

場所：山都町役場 2-1 会議室 

内容：山都町における機械化の状況と課題、人材育成等について意見交換 

   高専のシーズ（竹の利活用法・ドローンの活用等）の説明 

②竹林整備事業視察及び意見交換会 

日時：平成 30 年 7 月 18 日（水）13:30～16:30 

場所：山都町長野地区（竹伐採現場・質疑応答）及び山都町役場（意見交換会） 

内容：竹伐採現場の視察・意見交換、機械化に関するプレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③スマート農業推進のための研究成果報告会 

日時：平成 30 年 9月 10 日（月）9:30～12:00 

場所：山都町役場 会議室 

内容：熊本県におけるスマート農業の現状報告、機械化や鳥獣被害を防止する方策に関する

研究成果報告、質疑応答・情報交換等 

④スマート農業推進のための研究成果報告会（２） 

日時：平成 30 年 10 月 30 日（火）13:30～16:00 

場所：山都町役場 会議室 

内容：機械化のための研究成果報告 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

⑤玉名地域スマート農業勉強会 

日時：平成 31 年 2 月 20 日（木）14:00～16:30 

場所：玉名市民会館 第１会議室 

内容：スマート農業の紹介、熊本県におけるスマート農業の取組、農業現場の取組等に関す

る学習会及び玉名地域農業教育振興に関する意見交換 

⑥講演とワークショップ（玉名市） 

日時：平成 31 年 3月 24 日（火）13:30～ 

場所：熊本県立北稜高等学校 

内容：「北稜高校の宝」披露、「たまな未来プランニング」（テーマ「玉名で楽しく働くために」）

ワークショップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 令和元年度（2019 年度）の取組 

 

１）「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）・中山間農

業モデル地区支援に係る県内大学等との連携業務 合同報告会」 開催 

 ＣＯＣ＋事業と、同事業で確立した参加大学・高専間連携（プラットホ

ーム）を基盤にして取り組まれた中山間農業モデル地区支援に係る大学

等との連携事業の合同報告会を以下のとおり開催した。 

 

日 時：令和元年１１月１５日（金）１３：３０～１７：００ 

 場 所：熊本県立大学 ＣＰＤセンター 

 テーマ：ＣＯＣ＋事業、中山間農業支援事業の成果と将来像 

～地方創生・持続可能な地域発展の実現を目指して～ 

対 象：ＣＯＣ＋事業参加大学・高等専門学校教員・学生、農業系高等学校教員、自治体職員（熊

本県・熊本市・中山間農業支援事業関係市町村）、中山間農業モデル地区関係者等、８７名 

 

 

 

 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
次 第： （総合司会 東 勇一氏（熊本学園大学事務次長（学術文化担当）） 

 13:30 開会挨拶・事業説明   

松添直隆氏（六次産業化育成連絡会幹事長・熊本県立大学地域活力創生センター長） 

 13:40 - 14:30 第１部 中山間農業モデル地区支援事業 実施報告・意見交換 

       （司会 林田安生（熊本大学 熊本創生推進機構 COC＋推進コーディネーター）） 

 （１）実施報告 

    ①山鹿市岳間地区    井寺美穂（熊本県立大学准教授） 

    ②高森町草部南部地区  柴田 祐（熊本県立大学教授） 

    ③八代市泉町西部地区  柴田 祐（熊本県立大学教授） 

    ④和水町板楠小原地区  木村宏和（尚絅大学准教授）・川上育代（尚絅大学准教授） 

・松添直隆氏（熊本県立大学教授） 

    ⑤山江村万江地区    戸田真志（熊本大学教授）・久保田真一郎（熊本大学准教授） 

・林田安生（熊本大学ＣＯＣ＋推進コーディネーター） 

    ⑥八代市鶴喰地区    仁科伸子（熊本学園大学教授） 

    ⑦八代市鶴喰地区    宮坂 均（崇城大学教授） 

    ⑧八代市鶴喰地区    青木振一（崇城大学教授）・堀部典子（崇城大学准教授） 

（２）意見交換 

14:30 - 14:40  休憩 

14:40 - 15:40 第２部 中山間農業モデル地区支援事業 提言検討  

（座長）松添直隆氏 

15:40 - 16:55 第３部 ＣＯＣ＋事業 成果の継承と発展 

          （司会）山本亜希氏（九州看護福祉大学企画課長） 

（１）事業報告 

      ①事業成果  山内良一氏（熊本学園大学名誉教授） 

      ②スマート農業の取組  小田川裕之氏（熊本高等専門学校教授） 

（２）意見交換  （座長）松添直隆氏 

    「ＣＯＣ＋事業の成果の継承と発展」 

16:55 - 17:00  閉会挨拶  松添直隆氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

２）実績報告リーフレット（『シーズ集』『シーズ集 第２集』を含む）制作・配布 

 ５年間のＣＯＣ＋事業の実績をまとめたリーフレットを作成し、関係機関等に配布した。このリ

ーフレットには、企業、金融機関、自治体、それに県内高等学校と連携して実施した地域創生と若

者の地元定着を目指す取組の紹介と共に、８大学・高専に所属する４９名の研究者の研究テーマ及

び県内農業系高等学校６校の教育実践等を収録して平成２８年度に制作した『シーズ集』と、７大

学・高専に所属する２４名の研究テーマ及び高等学校７校の教育実践等、平成３０年度に執筆され

た『シーズ集 第２集』が、ＣＤ－ＲＯＭで添付されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）実績報告リーフレット（簡易版）制作・配布 

上記２）の実績報告リーフレットとは別に、イベント会場等で不特定多数に配布することを想定し

て、ＣＤ－ＲＯＭを添付しない実績報告リーフレット（簡易版）を制作して配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
４）科学技術振興機構主催「シンポジウム 熊本の未来を考える」ポスターセッション参加 

 ５年間のＣＯＣ＋事業の成果の一部を、熊本市内で開催された科学技術振興機構（JST）主催のシ

ンポジウムにおけるポスターセッションで報告した。 

 日 時：令和元年（2019 年）12 月 2 日（月）12:30 ～ 16:00 

       ポスターセッションは 10:30 ～ 16:30 

 場 所：肥後銀行本店２階大会議室 （ポスターセッションは２階ホワイエ） 

 主 催：国立研究開発法人 科学技術振興機構 

 ポスターセッションの内容：JST 熊本復興支援課題成果紹介、熊本ＣＯＣ＋ 事業展示 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｜Ⅲ ＣＯＣ＋以外の外部資金による取組 

「中山間農業モデル地区支援に係る県内大学等との連携事業」 

 １ 趣旨 

 熊本県（農林水産部むらづくり課）からの委託事業。むらづくり課が推進する中山間農業モデル

地区の中から、特定の地区を指定し、大学教員（研究者）がその専門的シーズを生かして現地を調

査し、地区の一層の発展に資する提言を行う。 

 

 ２ 期間 

平成 30 年度（2018 年度）及び平成 31 年度（2019 年度） 

 

 ３ 補助金額（確定） 

    平成 30 年度（2018 年度）   4,463,837 円 

    平成 31 年度（2019 年度）   3,351,293 円 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

所属 氏名 対象地区 テーマ
職位

井寺　美穂 岳間 農業インターンシップの仕組みに関する研究

准教授 （山鹿市） 　―担い手確保の観点から―

柴田　祐 草部南部 農家レストランの整備と地域の活性化

教授 （高森町）
柴田　祐 泉西部 地区の発掘と将来像の検討・提案

教授 （八代市）
松添　直隆 板楠・小原 地域資源を活用した中学校における食農教育活動

教授 （和水町）
川上　育代 板楠・小原 地域資源を活用した中学校における食農教育活動

准教授 （和水町）
木村　宏和 板楠・小原 地域資源を活用した中学校における食農教育活動

准教授 （和水町）
戸田　真志 万江 農産物の生産・加工に対する情報技術の利活用

教授 （山江村）
久保田　真一郎 万江 農産物の生産・加工に対する情報技術の利活用

准教授 （山江村）
林田　安生 万江 農産物の生産・加工に対する情報技術の利活用

（山江村）

熊本学園大学 仁科　伸子 鶴喰 熊本県下における農業と福祉の連携に関する調査研究

教授 （八代市）
宮坂　均 鶴喰 光合成細菌利用の提案

教授 （八代市）
青木　振一 鶴喰 農作物栽培の情報化及びSNS利用

教授 （八代市）
堀部　典子 鶴喰 農作物栽培の情報化及びSNS利用

准教授 （八代市）

熊本大学

熊本県立大学

崇城大学

COC+コーディ
ネーター

尚絅大学
尚絅大学短期

大学部

 ４ 参加者と対象地区・テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５ 報告会開催 

  1) 平成 30 年度（2018 年度）中間報告会 

日時：平成 30 年 11 月 16 日（金）13:30～15:20 

場所：熊本県立大学環境共生学部会議室 

内容：各参加者による報告と質疑応答 

  2) 平成 30 年度（2018 年度）最終報告会 

日時：平成 31 年 2 月 15 日（金）13:30～16:30 

場所：熊本県立大学ＣＰＤセンター 

内容：各参加者による報告と質疑応答 

  3) 平成 31 年度（2019 年度）地区報告会 

    ①岳間地区（山鹿市） 

日時：令和元年（2019 年）10 月 20 日（日）13 :30 ～ 15 :00 

場所：ほっと岳間（熊本県山鹿市鹿北町多久 1261） 

    ②万江地区（山江村） 

日時：令和元年（2019 年）10 月 23 日（水）14:00～16:20 

場所：万江コミュニティーセンター （熊本県球磨郡山江村大字山田甲 538） 

    ③鶴喰地区（八代市） 

日時：令和元年（2019 年）10 月 29 日（火）14:00～15:40 



 “オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 
場所：鶴喰生活改善センター （八代市坂本町鶴喰 2220 番地） 

    ④板楠小原地区（和水町） 

日時：令和元年（2019 年）11 月 1 日（金）17:30～20:00 

場所：和水町小原公民館 （熊本県玉名郡和水町板楠 767 番地 2） 

    ⑤草部南部地区（高森町） 

日時：令和元年（2019 年）9月 10 日（火）20:00～ 

場所：下切地区公民館 

    ⑥泉町西部地区（八代市） 

日時：11 月 29 日（金） 

場所：泉町西部地区の栗木古園、栗木野添、栗木杉ノ谷、下竹麻生野集落 

  4) 平成 31 年度（2019 年度）全体報告会 

日時：令和元年（2019 年）11 月 15 日（金）13:30～17:00 

場所：熊本県立大学 ＣＰＤセンター 

内容：ＣＯＣ＋事業との合同報告会。各参加者による報告と質疑応答及び提言の検討 

 

 

｜Ⅳ 成果 

①参加大学・高専のプラットホームを構築した。 

②自治体や企業との連携事業が実施できた。 

③外部資金（別事業）を取り込み、事業を実施できた。 

④地域住民と大学とが連携した取組が実施できた。 

⑤産学官金連携を推進した。 

⑥大学教職員における教育と研究の機会を拡大することができた。 

⑦学生への教育の機会（特にフィールドワーク・アクティブラーニング等）を開拓・提供できた。 

⑧大学教職員の情報交換・連携を強化した。 

 

｜Ⅴ 課題 

①ＣＯＣ＋事業の成果を如何に持続的に発展させていくか、その体制を如何に組むか。 

②自治体や地域の諸機関と如何に持続的発展的に連携を維持・拡大していくか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(産学連携推進部会) 

≪COC+事業の産業創生・育成の成果と検証等≫ 
 

今年度で COC+事業が終了するにあたり、これまで 5 年間の取組について特徴的な点を列挙する

とともに今後の課題を整理する。 

 ➊ 成果 

1) 熊本県立大学を中心にした六次産業化育成連絡会は、参加大学等が連携して六次産業化に向

けた取組を実施した。六次産業化の分野でこのような組織は本県初の取組であり、熊本県農

林水産部との連携も図られ、今後の具体的な成果が期待される。 

2) COC+特別プロジェクトを活用し、学生も参加した共同研究やフィールドワーク等を実施した。

COC+特別プロジェクトは、平成 30 年度まで実施し、延べ 53 プロジェクトを実施した。本事

業の目的中に、産業創生や農林水産業の成長事業に取組みに資することを掲げ、大学間連携

強化促進や地元定着・人材育成（学生参加）に重点を置いて採択した。このため多くのプロ

ジェクトで学生の参加が促され、熊本県の魅力を認識する機会となった。 

3) 当地域は、COC+事業 2 年目に熊本地震に見舞われた。地域経済に対する被害は甚大で企業活

動にも支障がでる事態となった。しかし、国等の復興支援施策も効果を発揮し、過半の企業

は V字回復を達成した。この様な中、様々な県外の機関から復興支援の働きかけがあった 

4) 科学技術振興機構、北陸先端科学技術大学院大学、COC+参加機関などの協力を得て実施した

熊本産業復興シンポジウム等、参加大学及び協働機関の連携が強化されるきっかけとなった。 

5) 参加大学と県内事業所による共同研究が着実に実施できた。これまでも県内企業との参加大

学との共同研究が実施されてきたが、COC+事業中に開始した共同研究では、学生の参加を積

極的に希望する企業があった。このような動きが今後も進められるようにしていくことが重

要である。 

 ➋ 課題 

1) COC+事業期間中に開始した産学共同研究は、今後、成果が出ることが期待される。引き続き、

事業化に向けた関係機関による支援協力が必要である。六次産業化育成連絡会で取組が始ま

ったスマート農業の推進に係るプロジェクトは、タイムリーなテーマであり、関係者が連携

して今後とも継続的に取り組むことが望まれる。 

2) COC+事業期間中に形成された参加大学、協働機関による連携体制の維持、拡充を図る必要が

ある。六次産業化育成連絡会をはじめ複数の大学等による連携が形成されており、これらの

取組が引き続き継続され、成果を生むことが期待される。 

3) AI、IoT をはじめ SDGs など、新たな課題に対応するための産学官連携体制の構築が必要であ

る。近年、官民を挙げて SDGs に係る取組の機運が高まっている。本県もその例外ではないと

考える。SDGs に係る課題は、グローバルな課題であるが、その多くは地域の中小企業でも取

り組めるものがある。今後、本県の産業振興を図るうえで、産官学が連携して SDGs に係る課

題に果敢に調整していくことが必要であり、そのための産官学連携体制の構築が期待される。

六次産業化連絡会が取り組んでいる内容はこのような観点からも注目すべきものである。 

4) COC や COC+を通じて学生によるフィールドワーク、課題解決型インターンシップに積極的に

取り組んできたが、このことにより、学生が地域に目を向ける大切なきっかけになったと考

える。このことからこれらの取組は、事業終了後も継続する必要があり、そのための推進体

制の構築が熊本地方創生推進協議会の重要な役割の一つになると考える。 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雇用創出・就職支援 
 

  



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

雇⽤創出・就職⽀援 

COC+事業期間中の主な計画 

 

 

 

 

 

 
 
 
学生の就職支援は、各大学の就職担当部局がそれぞれ工夫を凝らした取組みを実施しており、その活

動を尊重しつつ、連携することで相乗効果が期待できるものについて雇用推進部会で合意形成を行いな

がら実施した。 

また、事業協働機関である熊本県・熊本市、経済団体等の協力を得ながら若者の県内定着に向けた取

組を継続させるための仕組みと拠点整備を行った。 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

熊本⼤学及び COC+参加校全体での取り組み 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 

１．熊本県と連携した県内就職⽀援                               

熊本県では、平成 28 年度から本事業と連携できる下記事業を実施しており、人材の環流及び学生の

県内就職率向上に向けて連携を図った。 

具体的には、COC+雇用推進部会で情報の共有化を図るとともに、県と参加大学が連携して取り組

むべき事業は連携して実施した。 

・雇⽤創出プログラムの実施と検証 
･･･熊本県と連携した県内就職⽀援 
･･･各⼤学・⾼専による県内就職⽀援等 

・⾸都圏⼤学に進学した熊本県出⾝学⽣に対する U ターン就職⽀援と検証 
・COC+事業終了後の取組の取組の継続 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

≪参考≫熊本県の主な関連予算⼀覧（単位︓千円） 

 

※ 予算額は最終予算額、令和 2 年度は当初予算額 

2．COC+参加校及び協働機関が連携して取り組んだ事業                        

①就活スタートアップ促進事業（県）(平成 28 年度から平成 30 年度) 

学生と企業の出会いの場を設けるため、平成 28 年度から平成 30 年度まで熊本県と COC+との

共催事業として実施した。また県工業連合会とも連携してバスツアーを実施した。 

■県内企業見学バスツアー(県) 

 

 

 

 

 

 

 

■県工連主催でバスツアー実施 

 

 

 

 

 

 

事業 所管課 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

プロフェッショナル⼈材戦略拠点 産業⽀援課 55,742 59,965 39,965 37,965 36,366

⼈財マッチング⽀援事業（あてるサロン） 商⼯政策課 50,295 50,295 40,086 40,086 40,835

くまもと移住定住⽀援センター設置業務 13,840 13,840 13,840

※H31〜は下記の移住定住促進事業に統合

⼈材ネットワーク構築事業 14,503 15,536 15,641

※H31〜は下記の移住定住促進事業に統合

移住定住推進事業（R2〜）

※R1は地域づくりチャレンジ事業のうち移住定住促進事業

若者の九州ふるさと就職促進事業 労働雇⽤創⽣課 10,192 10,311 10,311 10,206 －

「くまもとではたらく」若者の県内定着促進事業 労働雇⽤創⽣課 22,100 59,869 47,813

くまもと復興⼈材ＵＩＪターン促進事業 6,323 23,522 17,804

※H31は上記の「くまもとではたらく」・・・事業に統合

熊本型⼈材マッチングプラットフォーム事業（新） 企業⽴地課 - - - 15,000 15,000

熊本県ブライト企業推進事業 労働雇⽤創⽣課 22,770 40,810 38,310 30,068 21,726

ワサモンのまちづくり推進事業 産業⽀援課 10,994 10,756 6,181 6,181 6,907

就活スタートアップ促進事業 労働雇⽤創⽣課 7,773 5,494 5,493 5,490 4,255

新規学卒者の県内就職率アップ推進事業 商⼯政策課 10,251 5,000 5,000 8,000 －

県内誘致企業の認知度アップ事業 企業⽴地課 5,000 3,000 －

「熊本県ＩｏＴ推進ラボ」事業 産業⽀援課 8,303 8,694 13,089 9,700

ふるさとくまもと創造⼈材奨学⾦返還等サポート事業 企画課 948 8,044 19,910

202,683 243,832 229,373 404,471 433,707

労働雇⽤創⽣課 － －

学
 

⽣
 

向

合  計

Ｕ
 

タ
 
ー
 

ン

地域振興課 －  －

地域振興課 － － 

地域振興課 167,473 231,195



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

■くまもと春のインターンシップマッチングフェアを開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年度ごとの実績 

 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 

企業見学バスツアー 10 回開催し、延べ 180

名参加 

10 回開催し、延べ 91

名参加 

県工連 1回開催し 5名

参加 

10 回開催し、延べ 129

名参加 

春のインターンシッ

プマッチングフェア 

企業 65 社 

学生参加者 167 名 

企業 97 社 

学生参加者 121 名 

企業 100 社 

学生参加者 90 名 

 

②くまもと課題解決プロジェクト（県）(平成 28 年度) 

■県内企業が抱える課題を大学生が調査研究し、その解決方法を提案する事業を実施中。 

 ・昨年 12 月から県内企業と大学のマッチングを行い、4企業と 4大学（14 名）が参加。 

  →熊本大学×㈱アドルーム、熊本県立大学×㈱弘乳舎、 

→熊本学園大学×㈱熊本チキン、崇城大学×㈱寺原自動車校 

・学生が商品開発やマーケティング分析などを駆使し、課題解   

決の方法を導き出す。 

 ・3/11「くまもと課題解決プロジェクト プレゼン大会」で成果

を発表・表彰を行った。 

 

③県内誘致企業等及び大学等との情報交換会(平成 28 年度から平成 30 年度) 

県と県誘致連と連携し、平成 28 年度から 30 年度まで県内誘致企業等と COC+参加大学就職担当

者との意見交換会を実施した。 

平成 28 年度 企業 21 社、大学 8 校 74 名参加 

平成 29 年度 H29.11.2 企業 48 社、大学 8大学 95 名参加 

平成 30 年度 H30.10.19 企業 48 社、大学専門学校等 16 校 140 名 

※会場はいずれも熊本テルサ 

 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

④COC+雇⽤推進部会の活動(平成 28 年度から令和元年度) 

■雇用推進部会の開催 

参加大学等と協働機関の連携を強化するために平成 28 年度から雇用推進部会を年 2 回開催し、実施

事業に係る情報の共有化、連携して取り組む事業に係る協議を実施した。 

 また、平成 30 年度からは事業終了後も見据え、地元定着の継続方策の検討、地元雇用促進コンソーシ

アム設立に係る課題の検討等も併せて実施した。 

 

■熊本労働局の参加 

 県内就職率の向上を図るため、国との連携を強化するために、平成 29 年度第 2 回雇用推進部会から熊

本労働局をメンバーに加え、体制の強化を図った。 

 

3．各⼤学・⾼専による県内就職⽀援等                                

参加大学ごとの取組をCOC+雇用推進部会の活動を開始した平成28年度から年度別に記載する。 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

熊本⼤学 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
≪平成 27 年度≫（準備期間） 

県内企業への就職斡旋 

1. コーディネーター及び特定事業教員の県内企業訪問により、就職先と

なる企業側ニーズを把握するとともに、インターンシップへの協力を

依頼した。 

2. 学生による地元企業訪問（貸切バス利用）を実施した。（熊本学園大

学） 

3. 学生向け地元企業データブックを作成・配布した。（熊本学園大学） 

 

各大学の同窓会組織と連携した企業誘致と UIJ ターン推進の支援 

1. 講演会や新聞掲載記事等で、Ｕターン就職支援について周知した。 

 

留学生の県内企業へのインターンシップと雇用の推進等 

1. 県内企業を訪問し、COC+事業の説明及び留学生の受入れを依頼した。 

例：松木産業との中国人留学生のインターンシップの可能性について検討（八代港に多くのク

ルーズ船が中国・台湾から寄港） 

 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

≪平成 28 年度≫ 

 

■情報産業サービス協会、県企業誘致連絡協議会と連携した地域企

業説明会開催（53 社） 

■工学部学生に、（株）平田機工社長講演会を開催（1.20） 

 

 

 

 

 

 

 

≪平成 29 年度≫ 

■（初）工学部機械システム工学科の県内企業限定見学会（H29.9.21-22、学生 22 名参加） 

・9/21：アイシン九州㈱、ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱、 

東京エレクトロン九州㈱ 

・9/22：平田機工㈱、ジャパンマリンユナイテッド㈱、日立造船㈱ 

 

 

■（初）県内企業限定業界・企業研究会 

（H29.10.20- 12.22） 

本学初の地域企業限定の「業界企業研究会」は 38

社から参加申込があり、4社実施（参加者 15 名） 

 

■平成 29 年度県内企業限定企業説明会 

・技術系（H30.3.14-29、32 社）、 

・事務・技術系問わず（H30.3.5-30、48 社） 

 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

 

 

■（初）九州エリア版就職ガイダンス等 

九州内での就職を希望する学生を対象 

として 11/1 に実施。参加学生 58 名。 

 

 

 

 

■熊本県内就職希望者ガイダンス 

 今年度は、くまもと地方産業創生センター主催の企業説明会（1/16）を中心にガイダンスを実施。

参加学生 70 名 

 

■留学生の県内企業訪問を企画・実施、熊志会と KUMISA（熊大留学生組織）の交流会 

 29 年度は、4名の入社実現（香港大 1名、熊大大学院生 3名） 

 

 

 

 

 

 

■留学生就職促進プログラム（ＣＤＰ＋Ｋ）との連携 

 熊本大学が、文部科学省採択を受けた本プログラムについて、日本語・キャリア教育、就職支援

を実施している。（ＣＤＰ＋Ｋ受講者 37 名。） 

 

■（初）キャリア支援課に「熊本企業就職相談窓口」設置 

 熊本企業就職相談窓口を設置し、熊本で働きたいと思う熊

大生の支援を開始し（H29.8）、各種情報を提供。相談者数 17

名。その他「先輩キャリア交流会」に県内企業 2社を新たに

追加。次年度はすべて県内企業出身者で実施予定。また、キ

ャリア支援課主催企業説明会で県内企業枠を 15 社から 27

社に拡大して実施。 

・OB・OG の熊本県内での就職先情報 

・熊本県内の説明会情報 

・熊大生を積極的に採用することを考えている県内企業の求人情報 等 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/careersupport/shientaisei/kennnaishushokushien 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

■SNS を活用した地域企業情報発信（Kumarism、MS 社被災地応援ファンド、（株）MARUKU 地方創生

ICT サービスとの連携） 

・「Kumarism」による熊本の豊かさや優良企業の情報を SNS で発信する取組を開始。今年度内に学

生による取材 5回をもとに KRIDC の facebook、instagram 等で配信予定。 

・「MS 社被災地応援ファンド」は現在 10 ファンド組成し、8ファンドが募集中。本学での投資先企

業交流会、CF 活用セミナー（熊本県主催）、熊本地震応援ファンドセミナー（ＭＳ主催、9/5 東京、

11/2 大阪）開催。本学学生が投資先ファンド等を取材し、MS 社ホームページに記事掲載中。 

・「㈱MARUKU 等の地方創生 ICT サービス」 H29.11 月に県と立地協定を締結した同社と SNS マーケ

ティング手法を活用し、潜在的Ｕターン人財の掘り起こし、囲い込みの仕組みづくりの協議を開始。 

 

≪平成 30 年度≫ 

｜➊熊⼤⽣のための地場企業合同説明会 

本学初の取組として就職支援課と地域連携部門との共催で 

合同説明会を開催。 

 

 

 

 

 

 

｜❷地域企業限定のミニ合同企業説明会 

合同説明会参加希望が多かったため、ミニ合同説明会を開催。 

 

 

 

 

 

 

 

｜❸平成 30 年度地域企業限定就職説明会 

 

 

 

 

 

 

日時：2019 年 3 月 14 日（木） 

主催：熊本大学就職支援課／熊本創生推進機構 

場所：工学部百周年記念館 １Fホール 

※地場企業 60 社が参加 

日時：2019 年 3 月 19 日・20 日・22 日 

主催：熊本大学熊本創生推進機構 

場所：インキュべーションラボラトリー 

※38 社が参加 

○技術系向け 

日時：2019 年 3 月 12 日・14 日・15 日・25 日・26 日 

主催：熊本大学熊本創生推進機構 

場所：インキュべーションラボラトリー 

※23 社が参加 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

｜❹就職⽀援課と連携した就職ガイダンス、県内就職⽀援窓⼝の運営 

○県内就職希望者向けガイダンス 

（1月 15 日（火）参加者：43 名） 

就職支援課主催のガイダンスで地域企業の採用情報等を説明

するとともに 3 月に実施する企業説明会参加企業のＰＲを実施

した。 

 

○県内就職支援窓口（相談件数：44 件） 

 今年度は「あつまるＨＤ」とも連携し対応している。 

 

○九州地区就職希望者ガイダンス（11 月 8 日（木）参加者：53 名） 

 県内就職希望者向けガイダンスに先立ち、九州地区就職希望者向けガイダンスを実施した。 

 

○先輩キャリア交流会 

 県内主要企業 5社から、本学卒業生を派遣してもらい経験談等を報告。参加者 26 名。 

 

｜❺留学⽣の県内企業へのインターンシップと雇⽤推進 

文部科学省「留学生就職促進プログラム（CDP+K）」と連携し、日本語・キャリア教育、就職支

援を実施している。今年度は１６名が国内に就職し、そのうち 4 名が県内就職した。 

 

｜❻熊本⼤学⽣協「FORICO」へのデジタルサイネージの設置 

地元企業の魅力や就活情報の提供を行うため、デジタルサイネージを生協内の５箇所に設置し、

2019 年 3 月からの運用開始を予定している。【設置及び管理主体】：(株)マイスティア（旧ヒュー

マン） 

 

 

 

 

○事務系・技術系共通 

日時：2019 年 3 月 7日・13 日・18 日・22 日 

主催：熊本大学熊本創生推進機構 

場所：インキュべーションラボラトリー 

※19 社が参加 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

≪令和元年度≫ 

｜➊熊本⼤学 FORICO サイネージ掲載企業研究セミナー 

熊本大学 FORICO サイネージに掲載している県内の採用実績が 

多い企業の人事担当者によるセミナーを開催。 

 

 

 

 

 

｜❷就活直前︕業会・企業研究セミナー 

県内就職希望者向けに優良企業から参加を募り、 

一度で多くの採用担当者から直接説明を聞くことができる 

セミナーを開催 

 

 

 

 

 

 

 

｜➌就職⽀援課と連携した就職ガイダンス、県内就職⽀援窓⼝の運営 

○県内就職希望者向けガイダンス（1月 15 日（金）参加者：56 名） 

就職支援課主催のガイダンスで地域企業の採用情報等を説明

するとともに 3 月に実施する企業説明会参加企業のＰＲを実施

した。 

 県内の中小企業への視点を持たせる場として有効であった。 
 
○熊本県企業合同説明会（3月 4日（水）） 

支援企業や採用実績のある県内企業を中心に 70 社の合同企業

説明会を開催。 

 

○県内就職支援窓口（相談件数：47 件 ※2/6 時点） 

 令和元年度も引き続き「あつまるＨＤ」と連携し対応した。 

 

○先輩キャリア交流会 

 県内主要企業 5社から、本学卒業生を派遣してもらい経験談等を報告。参加者 17 名。 

日時：2020 年 2 月 20 日（木） 

主催：熊本大熊本創生推進機構地域連携部門 

   Eggplant KUMAMOTO 桜町総合就職プラットホーム 

場所：熊本大学黒髪北地区 くすの木会館 

※サイネージ掲載企業 8社が参加 

日時：2020 年 2 月 12～25 日 

主催：熊本大学熊本創生推進機構 

Eggplant KUMAMOTO 桜町総合就職プラットホーム 

場所：サクラマチクマモト 5階 Eggplant 

※全 68 社のうち、4～5社の担当者から 

プレゼンテーション・質疑応答 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

 

○熊本県企業バスツアー（1月 7日（木）参加者：26 名）  

 熊本大学への採用実績の多い県内主要企業へのバスツアーを開催し、熊本地区就職への動機づけ

を図った。 

 

｜❹留学⽣の県内企業へのインターンシップと雇⽤推進 

文部科学省「留学生就職促進プログラム（CDP+K）」と連携し、日本語・キャリア教育、就職支援

を実施している。令和元年度は１４名が国内に就職し、そのうち６名が県内就職した（※2/6 時点）。 

 

｜❺熊本⼤学⽣協「FORICO」へのデジタルサイネージの設置 

地元企業の魅力や就活情報の提供を行うため、デジタルサイネージを生協内の５箇所に設置し、

2019 年 3 月からの運用を開始した。【設置及び管理主体】：(株)マイスティア → 掲載企業 8 社 
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熊本学園⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
 

≪平成 28 年度≫ 

保護者対象の講演会及び学生対象の県内企業説明会と

して「就活生・保護者対象就職懇談会」の開催（2.19、

参加者数：保護者 70 名、学生 177 名（内他 大学 25 名））

※その他、県内主要企業の経営者等を講師に招き、講義

8 回実施。 

 

 

≪平成 29 年度≫ 

■企業と熊本学園大学の就職懇談会 

平成 29 年度熊本地区の「企業と熊本学園大学の就職懇談会」を開催

し、地元企業や熊本に支店・支所を置く県外企業など 133 社 189 名、

学内関係者 54 名が出席した。（H28.11.28 ホテル日航熊本） 

  これは、本学の教育をより理解してもらうとともに、採用担当者と

本学教職員との意見交換を目的として開催しているもの。 

 

 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

■COC+特別プロジェクト「学生の就職活動支援事業」 

昨年に続き、保護者対象の講演会及び学生対象の県内企業説明会を実施した（H30.1.13 熊本パ

レア）第一部の保護者向けセミナーでは、「就活生との上手な関わり方」と題し、保護者としての就

活生（学生）へのかかわり方について講演を行った。

講演後は、実際に保護者に企業説明会の会場にも足

を運んでもらった。保護者からは、学生の就職につ

いて、講演のみならず、実際に説明会に参加するこ

とで、県内企業をよく知ることができたと概ね好評

であった。今回も本学のみならず、県内の大学にも

呼びかけ、参加者を募った。 

 

■熊本県内の優良企業をバスで訪問する企業訪問バスツアー 

平成 29 年 11 月 25 日実施分に学生 28 名が、平成 30 年 2 月 27 日実施分には 27 名が参加した。

実際に企業を訪問し、現地見学と企業概要について説明を受けた。 

 

≪平成 30 年度≫ 

｜➊学⽣の就職活動⽀援（COC+特プロ） 

○ゲスト講義、就職セミナー 

前年度にひき続き、熊本県工業連合会の協力により、県内企業の創業者、役員等を講師として

招き、ゲスト講義を実施した。学生に対して業界、各企業の状況についてご講義いただいた。 

 

○平成 30 年度就職懇談会 

平成 30 年 11 月に大学主催の平成 30 年度就職懇談会を開催した。地元企業や熊本に支店・営

業所を置く企業 133 社が参加し、採用担当者と大学関係者との意見交換を行った。 
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○企業見学訪問 

平成 30 年 7 月に学生 32 名が熊本地方卸売市場（熊本市西区）にある地元企業数社を訪問し、

現地見学と企業概要についての説明を受けた。 

 

○学内での学生向け企業合同説明会（3月開催予定） 

地元企業の紹介に特化した（本学独自の）冊子を作成し、配布する予定。 

 

≪令和元年度≫ 

｜➊学⽣の就職活動⽀援 

○就職セミナー 

  本年度も「学内合同会社説明会」を来る 3 月 10 日、11 日に開催予定。今回は延べ 143 の企業

が参加見込みである。毎年、学生動員に力を入れており、前年度は 900 名を超える学生が訪れた。

多数の県内企業が参加しており、学生の県内就職への動機づけに大きな貢献が見込まれている。 

 → 新型コロナウィルス感染防止のため開催中止 

〇キャリア形成支援プログラム(熊本県内企業と連携したキャリア教育の推進) 

 ・県内企業との PBL(課題解決型授業)・・・学生 112 名 

・地域中核人材育成プログラム「PBL 授業」・・・県内企業１社、受講学生 30 名 

・地域中核人材育成プログラム「長期インターンシップ」・・・県内企業７社、学生 17 名 

・地域中核人材育成プログラム「県内経営者リレー講義(5 回)・・・学生 25 名×7 回 

  

〇就職支援プログラム(対象：３年次以上) 

   秋の採用活動を行う企業が、現在就職活動中の卒業見込み者に対して会社説明及び面談を行

うＲe.スタートセミナーを実施した。県内企業 14 社、学生 43 名の参加であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇令和元年度就職懇談会 

令和元年 11 月に大学主催の就職懇談会を開催した。地元企業や熊本に支店・営業所を置く企業

131 社が参加し、採用担当者と大学関係者との意見交換を行った。 

  

 

 

 

  

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

 

〇就職活動に備えるための集中合宿 

 就職希望の学生に就職活動に関するノウハウやポイントを伝える機会として合宿研修を実施。

地元企業と連携し、採用担当者による集団面接指導やプロのキャリアコンサルタントによるグル

ープディスカッションや面接指導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇企業訪問バスツアー 

県内企業を訪問し、企業の状況や業界の事情を知るために複数の企業を訪問するツアーを実施した。

一例として、令和元年 7 月には 23 名の学生が青果市場を訪問し、現地見学と企業概要について説

明を受けた。（写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地元企業紹介冊子の作成 

学生自らが地元企業を訪問取材し、就職活動時に必要な情報をまとめた冊子を作成した。会社

情報誌掲載の企業概要はもとより、学生の立場から見た就職活動時に必要な情報を掲載するこ

とで、学生が今後の地元企業への就職活動を行う際に大いに役立つものと期待される。 
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尚絅⼤学・尚絅⼤学短期⼤学部 
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≪平成 28 年度≫ 

専任キャリアコンサルタントを配置し就職指導を強化。学生に、県内

中小企業の魅力を認識させるため、「熊本県中小企業魅力の認識拡散プロ

ジェクト」を実施し、県内中小企業に特化したインターンシップ実践及

び魅力浸透のための成果発表会開催。 

 

 

≪平成 29 年度≫ 

■COC+特別プロジェクト「熊本県内企業における多文化共生実現のための調査研究」 

熊本県内の中小企業等における外国人労働者の受入に関する問題点や取組について、県内企業約

400 社を対象にアンケート調査及びインタビュー調査を実施した。 

 

■夏季キャリアガイダンスの開催 

大学２年生、３年生を対象に熊本市ビジネス体験講座、大学４年生・短大２年生を対象に熊本県

中小企業家同友会による講演などを実施。（H29.9.22（金）,九品寺キャンパス） 

 

■就職懇談会の実施 

企業の人事担当者と大学教職員との就職懇談会を実施。（H29.12.7（木）） 

 

■春季キャリアガイダンスの開催 

尚絅アリーナにおいて、熊本県内企業を中心に過去最大規模の学内合同会社説明会を実施した。

大学 2 年生を対象に熊本県経営者協会派遣の講師による講演会も行った。（H30.3.14（水）九品寺

キャンパス） 

 

≪平成 30 年度≫ 

｜➊夏季キャリアガイダンスの開催（平成 30 年 9 ⽉ 21 ⽇（⾦）） 

 大学 2年生、4年生、短大 2年生を対象に、熊本県経営者

協会派遣の講師による講演を実施。 

 大学 2年生・3年生を対象に熊本市企業立地推進室連携講

座として熊本県内企業と大学教職員との討論会を実施。 

 全学年対象に合同会社説明会・企業研究会を実施し、本社

又は事業所の所在地が県内の企業 86 社の参加があった。 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

｜❷⻑期インターンシップの検討（平成 30 年 8 ⽉〜9 ⽉） 

本年度初めて 2週間以上の長期インターンシップを行い、熊本県内 6 事業所の応募を行ったとこ

ろ、2事業所に 3名が参加した。 

 

｜❸「安⼼して働きながら⼦育てできる熊本プロジェクト」（COC+特プロ） 

1）保育の質向上及び保育者の早期離職防⽌のための条件整備に関する研究および研修の場の提供 

 

【講演会・研修会】 

○平成 30 年 9 月 22 日（土） 

「在園児親子及び未就園家庭等の親子を対象とした子育て支援

活動について―味噌・味噌玉づくりを通して―」 

 

○平成 31 年 1 月 11 日（金） 

「味噌作り・味噌玉づくりを通して日本食（ごはんと味噌   

汁）の大切さを感じよう、そして広めよう！」（保育者向、 

（講師：よかあんばい JAPAN・保育士 山之口美穂氏） 

 

 

 

○平成 31 年 2 月 23 日（土） 

「かみつきやひっかきから保育を見直す〜子どもと保護者への対応と保育

者同士の伝え合い～」 

（講師：京都華頂大学現代家政学部 教授 西川由紀子氏） 

 

 

 

 

【保育の質に関する調査研究】 

平成 30 年 12 月 6 日(木) 広島大学附属幼稚園の保育視察及び副園長からの聴き取り調査を実施。 

 

【相談・助言】 

○保育者が気軽に相談でき、中立的な立場を保持しながら共感・

助言ができる「保育 café」の開催を通した早期離職予防の取り組

み。 

（平成 30 年 7 月 17 日、8月 21 日、9月 18 日、10 月 16 日、11 月

20 日、12 月 18 日／平成 31 年 1 月 15 日、2月 19 日、3月 5日） 

 

 



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

○保育施設における保育実践の助言・指導・相談活動を通して、保育者の質向上につなげる取り組み 

（平成 30 年 11 月～1月／計 9回） 

（支援者：相澤幸代氏：尚絅大学短期大学部幼児教育学科非常勤講師、元二の丸保育園園長） 

（連携：尚絅こども園、小さな森の保育園、ひまわり保育園、北合志保育園、ほくぶ幼稚園） 
 

2）保護者⽀援、⼦育て⽀援に関する調査結果を踏まえた実践的研究及び研修・交流の提供 

【講演会・研修会】 

○平成 30 年 9 月 3日（月）14:00～ 

「胎児からの体の育ちと全身の健康」 

（講師：ゆきデンタルクリニック院長 矢島由紀氏） 

 

 

○平成 30 年 12 月 18 日（火）14:30～ 

「味噌作り・味噌玉づくりを通して日本食（ごはんと味噌汁）の大切

さを感じよう、そして広めよう！」 

（講師：よかあんばい JAPAN・保育士 山之口美穂氏） 

 

 

【交流の場の提供・実践的研究】 

○保護者の子育てや生活の不安や困難を共有し、適切な助言ができる

「子育て café」の開催を通した子育て応援体制のモデル化への取り組

み 

（平成 30 年 6 月 16 日、7月 20 日、8月 31 日、9月 21 日、10 月 19 日、

11 月 16 日、12 月 21 日／平成 31 年 1 月 24 日、2月 5日、3月 12 日） 

 

○ひとり親家庭の親子の交流の場の提供と講話・個別相談支援及び専門知識の提供 

（平成 31 年 1 月 26 日（土）、2月 16 日（土）、3月 16 日（土）) 

（講師：シンママ熊本応援団 佐藤彩己子氏） 

｜❹企業⼈事担当者と⼤学教職員との就職懇談会（平成 30 年 12 ⽉ 6 ⽇（⽊）） 

九品寺キャンパスに本社又は事業所の所在地が県内の企業 59 社 66 名を招き、教職員との就職懇

談会を開催。 

 

｜❺春季キャリアガイダンス（平成 31 年 3 ⽉ 26 ⽇（⽕）） 

 大学 1年生を対象に、熊本県経営者協会派遣の講師による講演 

 全学年対象に合同会社説明会・企業研究会を実施し、本社又は事業所の所在地が県内の企業約

90 社参加。 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

≪令和元年度≫ 

｜➊夏季キャリアガイダンスの開催（令和元年 9 ⽉ 27 ⽇（⾦）） 

 大学 2年生、4年生、短大 2年生を対象に、熊本県経営者

協会派遣の講師による講演を実施。 

 大学 2年生・3 年生を対象に熊本市企業立地推進室連携講

座として熊本県内企業と大学教職員との討論会を実施。 

 全学年対象に合同会社説明会・企業研究会を実施し、本社

又は事業所の所在地が県内の企業 51 社の参加があった。 

 

｜❷インターンシップの継続（授業展開） 

事前説明会に昨年度は 139 名、今年度は 148 名の参加があり関心の高さが伺える。 

なお、実際に、インターンシップに参加した学生は、大学コンソーシアム熊本主催が 41 名、本学

主催が 9 名、計 50 名が参加した。 

また、地域創生プログラム関連の今年度の一部開講科目では、計 49 名、上記と併せ、計 99 名の

学生が企業等において実践的な学びを体験した。 

 

｜❸COC+「安⼼して働きながら⼦育てできる熊本プロジェクト」事業（概要報告） 
 
目的：女性の就労者の増加、子育て世代の困難や不安を解消し、安心して働きながら子育てでき

る環境づくりとして、本年度は一人で子育てをしながら働き生活する「ひとり親世帯」に

焦点を当て、より深い子育て支援のあり方について考える。また、子育て支援策の一つと

して保育者の保育の質向上及び早期離職予防により保育者不足の解消に向けた取り組みを

進めてきた。 

１. 「早期離職予防と保育の質向上」に向けた「保育 café」の開催 

５月、７月、９月、11 月、1月の計５回（偶数月は、乳児保育研究会終了後に開催） 

２. 地域との連携「子育て café（ぼちぼち café）」の開催 

６月、７月、９月、11 月、１月の計５回 

３.「安心して働きながら子育てできる」ひとり親世帯交流会及び相談会の開催 

    5 月、6月、8月（２回）、12 月、1 月の計６回 

４. 「保育の質向上に関する研究・活動」に関する研修会の開催 

日時：７月 27 日 場所：尚絅子育て研究センター 講師：芦田麗子氏（大阪歯科大学教員） 

   テーマ：「ママは十分頑張っているよ〜地域・社会で育つ子ども〜」 

５. 「ひとり親家庭」の生活と子育てに関する聞き取り調査 

  対象者：シングルマザー６人、調査時期：2019 年 11 月〜2020 年 1 月 

６．「早期離職予防と保育の質向上」に向けた保育実践相談指導講師の派遣 

12 月〜2 月の期間、乳児保育研究会で実践上の悩みを抱えながら保育を行なっている若手保

育者の勤務する園で実施し、早期離職予防と保育の質向上に取り組んだ。 
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【まとめ】 

 COC +事業において、熊本の地で子育て世代が安心して働きながら子育てできる環境づくりに取

り組む中で、子育てカフェや子育て講演会の開催、ひとり親世帯への相談支援、聞き取り調査を

通して子育て支援の質も一般的な子育て世帯から貧困・生活困難を抱えがちなひとり親世帯の課

題にまで広く深く取り組むことができた。また、親が安心することにより、子どもも元気にな

り、熊本の将来の担い手を育てる上でも間接的に貢献できたと考えている。 

 さらに、子育てしながら安心して働く条件として、保育の質向上があげられる。保育者の早期離

職を防止し、キャリア蓄積が保育の質向上につながるよう、保育カフェや保育実践相談指導講師の

派遣を通して取り組むことができたと思料する。今後、この実践を総括して研究としてもまとめて

いきたいと考えている。 
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九州看護福祉⼤学 
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≪平成 28 年度≫ 

卒業生の都市部等での実践経験後の地元への転入や大学院進学の促進 

 

≪平成 30 年度≫ 

｜➊地域連携推進協議会を開催 

日 時：平成 30 年 7 月 17 日（火）14:00～15:30 

場 所：本学大会議室 

参加者：地域推進員（名市・荒尾市・玉東町・和水町・南関町・長洲町）、大学（学長・副学長（地

域連携推進室長）、地域連携推進室運営委員会委員 6名） 

               

 

 

 

 

 

（↑委嘱状交付）     （↑地域連携に関する意見交換） 

〇地域連携に関する意見交換（自治体が抱える問題に関して大学への意見・要望）の内容 

【玉名市】旧庁舎跡地、文化センター及び小中学校の統廃合による旧校舎の利活用について検討し

ており、大学行事等での活用についても検討してほしい。 

【荒尾市】移住・定住の事業で、看護、福祉などの人材を地元に残すことを目的として、国、県の

補助金を活用し就職説明会を実施している。また、荒尾市民病院が 2022 年 6 月頃、新病

院完成予定であり、卒業生が働きがいのある職場づくりができるのではないかと期待し

ている。 

【玉東町】空き家の増加が懸念されており今年度より熊本県立大学と連携し、空き家の利活用につ

いて検討している。高齢化率の高い集落における福祉的な利活用として、学生を交えた

ワークショップ等出来ないかと考えている。2021 年新病院完成のくまもと県北病院は、



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

学生にとって魅力ある就職先となるために、学生からの意見を聞くことも検討したい。 

【和水町】少子化や高齢化に伴い、若者が地域に少なくなり、行政区として成り立たなくなってい

る。行政区の再編について検討していく中で、大学からの意見等聞かせてほしい。また、

大学側から研究者の専門分野等の情報提供があると、より連携活動が身近になるのでは

ないか。 

【南関町】サマースクール等での関わりや小・中学校の児童、生徒に対し学生からの講話の機会が

あれば、子どもたちの学習意欲向上にも繋がると考えているので、今後も協力してほし

い。高齢者への口腔保健指導、口腔に関する講話などの機会をつくりたい。 

【長洲町】地域包括ケアシステムの構築を実現するためのビジョンのなかには、大学との連携は重

要である。長洲町だけでなく他の市、町でもシステムづくりの中に大学の強みを活かせ

るような情報提供をしてほしい。特に口腔保健の分野で何か連携できることはないかと

考えている。 

 

≪令和元年度≫ 

｜➊キャリアガイダンス （4 ⽉ 2 年次(全学科)、7 ⽉ 1 年次(全学科)） 

低学年よりキャリアガイダンスを実施。自分の学生生活を振り返

り、これまでの経験が社会とどのように結びついていくのか、そし

て、その経験からどのような進路を選択していくのかということを

ふまえて、今後の学生生活の過ごし方と将来について考える。 

 

｜❷就職と学修に関する保護者との連絡会（6 ⽉全学年、7 ⽉ 1，2 年次・4 年次） 

学科ごとの就職状況の説明と卒業生講話を行う。卒業生講話では、学生生活、国家試験、就職活

動、そして現在の仕事について話をしてもらうので、進路に関して具体的なイメージをもつことが

できる。また、希望者は教員と学生、保護者との個別面談も実施。 

 

｜➌実習マナー講座・就活マナー講座  

（7月実習マナー講座・2年次全学科、12 月.2 月就活マナー講座・3 年次全学科） 

2 年次には実習に向けたマナー講座、3年次には就職活動に向けたマナー講座の開催。講座では、

基本的な言葉遣いや敬語、電話やメールのマナー、そして社会で働くためのルールなどについて、

外部講師を招いて講座を実施。 

 

｜➍合同就職説明会（4 ⽉ 3･4 年次(看護・リハ・⼝腔)、9 ⽉ 3･4 年次(社福・リハ・鍼灸・⼝腔)） 

九州、関東、関西地区などの病院・施設に多数参加いただく合同説

明会を開催。各ブースでは、採用担当者や本学卒業生による事業内容

や業務内容、採用に関する説明がある。 
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｜➎就職筆記試験対策講座（3 ⽉〜6 ⽉応⽤講座、8 ⽉基礎講座） 

筆記試験については病院等で行われる一般教養や公務員試験に向けた対策講座の実施。希望があ

れば、1 年次の 3月から受講可能。 

 

｜➏就職ガイダンス（2.3 ⽉ 3 年次学科ごと） 

学科ごとに開催。最新の就職・進学状況や具体的な就職活動の進め方、履歴書の書き方にいたる

まで、実践的なガイダンスの実施。学生と就職スタッフのコミュニケーションを図り、よりきめ細

やかな支援の実施。 

 

｜➐国家試験対策講座（4 年次通年） 

看護師・保健師・社会福祉士・精神保健福祉士・理学療法士・

はり師・きゅう師・歯科衛生士の国家試験の合格を目指し、通

常の講義とは別の対策講座を実施。3 年次以上の希望する学生

は誰でも参加できる。 
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熊本⾼等専⾨学校 
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≪平成 29 年度≫ 

■熊本キャンパス「キャリアセミナー」（H30.2.23） 

本研修会は、地域振興会加入企業や県内外の有力企業の参加のもと、本科２年生～４年生、 

専攻科 1 年生の全員が参加して、教室で行う講演会形式で実施。参加企業は、年々増加傾向に 

あり、今年度は、午前 40 社、午後 83 社、計 123 社の参加があった。 

 

■八代キャンパス「キャリア研修会」（H30.1.13） 

 本研修会は、OB・OG を中心に、全国各地の企業で働く方々及び熊本県内の企業の方々に来校いた

だき、本科 1～3 年生の希望者と本科４年生、専攻科１年生が参加してブース形式で実施した。

参加企業は年々増加傾向にあり、今年度は、午前 59 社、午後 59 社、計 118 社，その内､熊本県

内企業からは 12 社の参加があった。  

 

■八代キャンパス「八代圏域雇用促進センターと、八代圏内企業による低学年向けのインターンシ

ップの実施について協議を開始」 

 今年度開設された八代圏域雇用促進センターと、八代圏内企業による低学年向けのインターンシ

ップの実施について協議を開始し､八代圏域雇用促進センターの開所記念として 6 月 23 日（金）に

開催された記念シンポジウムおよび交流会において､八代圏域の企業との情報交換を行った。 
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≪平成 30 年度≫ 

｜➊熊本キャンパス キャリアセミナーの実施（平成 31 年 2 ⽉ 20 ⽇（⽔）） 

OB・OG を中心に企業で働く方々、および熊本県内・外企業の方々に来校いただき、本科 2～4 年

生、専攻科 1 年生、本科 5年生の進学希望者が参加し、ブース形式で実施。 

｜❷⼋代キャンパス キャリア研修会の実施（平成 31 年 1 ⽉ 12 ⽇（⼟）） 

 キャリアセミナーと同内容 

｜❸低学年からのキャリアプラン（熊本キャンパス） 

 講演会や工場見学、英語研修などを通して将来のキャリア意識の涵養を図り、その実践内容と成

果をポートフォリオとして記録保存。地元企業の魅力を伝える講演会も実施。 

｜❹OB・OG 合同企業説明会（⼋代キャンパス） 

県内企業にも参加いただき PR 

｜❺「熊本・地元企業の魅⼒」について講演会（4 年⽣対象） 

 インターンシップ前研修会にて、卒業生の就職先として熊本県内企業を強調して紹介 

｜❻⼋代圏域雇⽤促進センターとの連携によるインターンシップ（⼋代キャンパス） 

 八代圏域雇用促進センターと、八代圏内企業によるインターンシップの実施を協議し、来年度か

ら本格実施する方向で調整中。 

 

≪令和元年度≫ 

｜➊熊本キャンパス キャリアセミナーの実施（令和元年 2 ⽉ 21 ⽇(⾦)） 

OB・OG を中心に企業で働く方々、および熊本県内・外企業の方々に来校いただき、本科②～④年

生、専攻科 1 年生、本科 5年生の進学希望者が参加し、ブース形式で実施。 

｜❷⼋代キャンパス キャリア研修会の実施（令和 2 年 1 ⽉ 10 ⽇(⾦)、11 ⽇(⼟)） 

 熊本キャンパス キャリアセミナーと同内容 

｜❸低学年からのキャリアプラン（熊本キャンパス） 

 講演会や県内企業への工場見学、卒業生が赴任している海外企業での英語研修などを通して将来

のキャリア意識の涵養を図り、その実践内容と成果をポートフォリオとして記録保存 

｜❹OB・OG 合同企業説明会（⼋代キャンパス） 

県内企業にも参加いただき PR 
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｜❺「熊本・地元企業の魅⼒」について講演会（4 年⽣対象） 

 インターンシップ前研修会にて、卒業生の就職先として熊本県内企業を強調して紹介 

｜❻⼋代圏域雇⽤促進センターとの連携によるインターンシップ（⼋代キャンパス） 

 八代圏域雇用促進センターと、連携しながら、八代圏域でのインターンシップ拡充を行う 
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崇城⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
≪平成 28 年度≫ 

■熊本県内企業限定の「企業と大学の人材（財）育成研究会 in Kumamoto」の開催 

（9.1、参加者数：26 社から 36 名、大学 49 名) 

■県内企業バスツアーの実施 

第 1回：2.14、クリエイティブ企業系 4社、14 名参加 

第 2回：2.23、食品系企業（6社）、27 名参加 

 

≪平成 29 年度≫ 

■第 4回「企業と崇城大学の人材（財）育成研究会」 

・日時：平成 29 年 9月 15 日 15:00～18:20 

・会場：KKR ホテル熊本、参加企業：47 社（68 名）、大学参加教職員：54 名 

・第一部：研究会 テーマ「企業が求める人材」 

      →基調講演、大学報告、パネルディスカッション 

・第二部：企業と学科教員 CA の名刺交換会 

■熊本への就職を希望する学生に対し、熊本市の産業構造や熊本県が推奨するブライト企業につい

てのガイダンスを実施した。（H29.12.6（水）） 

■大学に、285 社を案内し、崇城大学合同企業説明を実施した。特に 3 日目は、学生の熊本への就

職率向上を期待し、地元企業を中心に案内した。（H30.3.6（火）～8（木）） 

 

≪平成 30 年度≫ 

｜➊熊本県内企業の魅⼒と紹介（就職ガイダンス︓5 ⽉ 28 ⽇〜30 ⽇） 

 ・例年 3 年生を対象に 12 月にガイダンスを開催していたが、早期の情報提供を意識し、今年度

は 5月に開催した。 

・参加学生数は 387 名（昨年 138 名）と大幅な増加が見られた。 

｜❷⼈材育成研究会（9 ⽉ 21 ⽇） 

・実社会が求める大学の教育及び学生の能力に関する基調講演 

 ・学生のプロジェクト成果報告に基づく企業サイドとの現実的な意見交換 
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｜❸学内合同企業説明会（平成 31 年 3 ⽉ 5 ⽇（⽕）〜7 ⽇（⽊）） 

開催日の 1日を県内に事業所を置く企業の企業説明会として開催予定 
 

≪令和元年度≫ 

｜➊熊本県内企業の魅⼒と紹介（就職ガイダンス︓令和元年 5 ⽉ 21 ⽇（⽕）〜22 ⽇（⽔）） 

  熊本県内企業の魅力を紹介する目的で開催した。 

対象：学部 3 年生 

参加者：112 名 

｜❷第 5 回企業と崇城⼤学の⼈材(財)育成研究会（令和元年 9 ⽉ 20 ⽇（⾦）） 

●第 1部 企業提供問題解決型授業の実践報告・パネルディスカッション 

熊本県内企業より頂戴した課題（問題）に対し解決策の検討を行った授業の実践報告を受講

した学生が行った。報告後、課題を提供していただいた企業から講評を頂戴した。 

パネルディスカッションでは「正課授業における企業と大学との実学協働教育の可能性」と

題し、本学教員と県内企業 3社がパネリストとして登壇した。 

 ●第 2 部 交流会 

参加した企業と学生、各学科長および就職担当教員による情報交換会を開催した。 

｜❸学内合同企業説明会（令和 2 年 3 ⽉ 3 ⽇（⽕）〜5 ⽇（⽊）） 

開催日の 1日を県内に事業所を置く企業の企業説明会として開催 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
東海⼤学 
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≪平成 29 年度≫ 

■東海大学首都圏キャンパス（湘南校舎、代々木校舎、高輪校舎）との連携 

・個別の事業目標の 1つとして「本学が有する 8キャンパスの内、若年層流入超過地域所在の首都

圏キャンパス（湘南・高輪・代々木）の在籍学生を U ターン・I ターン等により熊本県内の企業・

団体に就職させるための施策を行うこと」を目標として掲げている。 

・今年度は、若年層流入超過キャンパス（湘南）の就職担当と熊本県

内企業との接触の場を 2018 年 2 月１日（木）に熊本キャンパス内

で設け、熊本地元企業の担当者に対して、湘南キャンパスにおける

熊本県出身者の就職状況の説明及び意見交換を行った。その結果、

熊本県内企業の把握ができ、若年層流入超過キャンパスである湘

南キャンパスから、熊本県への就職者希望者への適格な情報配信

が可能となった。 

・昨年度に引き続き、東海大学首都圏キャンパスにおいて、相談ブースを開設し、熊本県内の企業・



“オール熊本”で取り組む熊本産業創生と雇用創出のための教育プログラム｜ 

 

団体へ就職を希望する学生と直接コンタクトを取る機会を設け情報提供を行った。なお、実施時

期については以下のとおり。  

2018 年 3 月 7 日（水）  13：00～17：00 湘南キャンパス 

2018 年 3 月 8 日（木）  13：30～17：00 代々木キャンパス 

2018 年 3 月 16 日（金） 13：30～17：00  高輪キャンパス 

 

■COC+特別プロジェクト「ココプロジェクト（COC+PROJECT）」 

熊本キャンパス内で、熊本地元企業（１回あたり 3～4社の人事

採用担当＋先輩社員）を招待し、就職シンポジウムを開催した。 

・回数：合計４回 

・時期：12 月～2月上旬 

・対象：熊本キャンパスの経営学部、基盤 工学部、農学部の３年

次生 

・招聘企業：13 社 

健康食品の通信販売業務（えがお）、不動産（コスギ不動産）、ラジオ，テ

レビ放送（熊本放送）、情報サービス業（ＫＩＳ）種子・農業資材・農薬な

どの卸・販売（興農園）、牛乳・乳製品の製造・販売（熊本乳業）、食料品

製造業（熊本製粉）、その他の製造業（金剛）、設備工事業（ＳＹＳＫＥＮ、

電盛社）、広告業（熊日広告社）宿泊業（くまもと新世 紀）、観光業（くま

もとＤＭＣ）。 

 

 

≪平成 30 年度≫ 

｜➊学内合同企業説明会 

・平成 30 年 6 月 2 日（土） 経営学部、基盤工学部 

・平成 30 年 6 月 9 日（土） 農学部 

・平成 30 年 6 月 23 日（土） 経営学部、基盤工学部、農学部 

 

｜❷ココプロジェクト（COC+特プロ） 

○「地元企業の魅力発見！シンポジウム」の開催 

ココプロジェクト（COC+PROJECT）では、熊本キャンパス内において熊本

地元企業を招待しての就職シンポジウムを、以下の内容で開催した。 

◎方法：１回あたり 3～4社の人事採用担当＋先輩社員を招待し、シンポジ

ウム形式で行った。 

◎回数：合計 4回 

◎時期：12 月～1月上旬に開催 

◎対象：熊本キャンパスの経営学部、基盤工学部、農学部の３年次生対象。 

◎招聘企業：㈱ＳＹＳＫＥＮ、金剛㈱、㈱フタバ、㈱電盛社、㈱肥後銀行、



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

熊本ホテルキャッスル㈱、九州産業交通ホールディングス㈱、熊本駅前ビル㈱、㈱興農園、㈱果実

堂、ＫＭバイオロジクス㈱、熊本県酪農業協同組合連合会、㈱えがおホールディングス、くまもと

新世紀㈱ホテル日航 熊本、㈱ＫＩＳ㈱、熊本製粉の１６社。 

◎備考：シンポジウムでは、企業内容についての説明、個別面談の場を設けた。 

◎各実施日等は下記の通りである。 

・2018 年 12 月 10 日（月）17：00～18：30 

会  場：東海大学 熊本キャンパス 新 1号館 2階 1207 教室 

対  象：基盤工学部３年生を中心とし実施した。 

参加企業：㈱ＳＹＳＫＥＮ、金剛㈱、㈱フタバ、㈱電盛社 

参加学生：19 名 

・2018 年 12 月 11 日（火）17：00～18：30 

会  場：東海大学 熊本キャンパス 新 1号館 2階 1207 教室 

対  象：経営学部３年生を中心とし実施した。 

参加企業：㈱肥後銀行、熊本ホテルキャッスル㈱、九州産業交通ホールディングス㈱、 

熊本駅前ビル㈱、 

参加学生：9 名 

・2018 月 12 月 19 日（水）17：00～18：30 

会  場：東海大学 熊本キャンパス  2 号館 4 階  2401 教室 

対  象：農学部３年次生を中心とし実施した。 

参加企業：㈱興農園、㈱果実堂、ＫＭバイオロジクス㈱、 

熊本県酪農業協同組合連合会 

参加学生：43 名 

・2019 年 1 月 9日（水）17：00～18：30 

会  場：東海大学 熊本キャンパス  2 号館 4 階  2401 教室 

対  象：３学部共通（経営学部・基盤工学部・農学部３年次生を中心とし実施した。 

参加企業：㈱えがおホールディングス、くまもと新世紀㈱ホテル日航 熊本、㈱ＫＩＳ㈱ 

熊本製粉 

参加学生：32 名 
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≪令和元年度≫ 

昨年度実施したココプロジェクト（COC+PROJECT）に引き続き、熊本地元企業を招待して「学内合

同業界研究会・企業説明会」「熊本県内企業 業界研究セミナー」を開催した。 

実施日等は以下の通りである。 

｜➊「学内合同企業説明会」を開催 

・令和元年 6 月  8 日（土） 

会  場：東海大学 熊本キャンパス 2 号館 

対  象：経営学部・基盤工学部・農学部 4年次生 

  参加企業：38 社（うち熊本県内企業 11 社） 

・令和元年 7 月 13 日（土）   

会  場：東海大学 熊本キャンパス 2 号館 

対  象：経営学部・基盤工学部・農学部 4年次生 

  参加企業：38 社（うち熊本県内企業 10 社） 

｜❷「熊本県内企業 業界研究セミナー」を開催 

・令和元年 12 月 9 日（月）17：00～18：30 

  会  場：東海大学 熊本キャンパス 2 号館 

対  象：農学部３年生 

参加企業：㈱生科研、㈱KM ﾊﾞｲｵﾛｼﾞｸｽ、 

熊本県酪農業協同組合連合会 

・令和元年 12 月 10 日（火）17：00～18：30 

  会  場：東海大学 熊本キャンパス 2 号館 

対  象：経営学部・基盤工学部３年次生 

参加企業：㈱電盛社、㈱フタバ 

｜❸「学内合同業界研究会」を開催 

 ・令和 2年 2月 6 日（木）   

会  場：東海大学 熊本キャンパス 新 1号館 

対  象：経営学部・基盤工学部・農学部 3年次生 

  参加企業：64 社（うち熊本県内企業 14 社） 

  



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 
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熊本県⽴⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
≪令和元年度≫ 

｜➊学内合同企業セミナー（令和 2 年 3 ⽉ 9 ⽇（⽉）） 

 ・大学 3 年生を対象とした、県内企業 47 社の採用担当者から説明を聞くことができるセミナー

を開催。  

｜❷県内企業等へのインターンシップ 

 ・大学を通じて実施する県内企業、自治体等への夏季・春季インターンシップについて、70 社（団

体）に 152 名の学生が参加（延べ数）。  

 

 

4．⾸都圏⼤学に進学した熊本県出⾝学⽣に対する U ターン就職⽀援              

 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

熊本⼤学及び COC+参加校全体での取り組み 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
≪平成 30 年度≫ 

｜➊知識⼈財環流・定着統合システム（仮称）の構築 

 大学生や UIJ ターンを希望する若者等に対して求人・求職情報や熊本の魅力を提供する「知識人

財還流・定着統合システム(仮称)」の構築を検討している。 

具体的には、クローリングによる求人情報サイト、市町村等の協力による潜在的求職情報も含む

求職情報サイト、さらには熊本の魅力、企業動向、不動産情報等を一元的に提供するシステムを構

築予定。熊本県、経済団体等との連携を強化し、令和元年度に運用開始した。 
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1）データ収集検証事業の実施 

・上記システムの構築にあたり、荒尾市、宇城市、和水町、多良

木町等の協力を得て、平成 31 年成人式参加者を対象として、

就職意向や人財情報の収集方法に関する検証事業を実施した。 

・アンケート項目（8市町の 122 名がアンケートに協力） 

①居住地、②所属(学生、仕事又はその他)、③学生に対しては

卒業後の就職地、④就職している方には将来熊本に帰る意向の

有無、⑤性別、⑥メールアドレス 

                                    荒尾市成人式 

≪令和元年度≫ 

｜➊熊本型⼈財還流システムの構築 

 大学生や UIJ ターンを希望する若者等に対して求人・求職情報や熊本の魅力を提供する「熊本型

人財還流システム」の構築を進めている。 

具体的には、クローリングによる求人情報サイト、市町村等の協力による潜在的求職情報も含む

求職情報サイト、さらには熊本の魅力、企業動向、不動産情報等を一元的に提供するシステムを構

築中である。今後、熊本県、経済団体等との連携を強化し、本稼働に向けて整備を行っている。 

併せて、県内外の学生や UIJ ターン希望者と地域企業の交流の場として昨年 9月にオープンした

SAKURAMACHI Kumamoto 内に Eggplant KUMAMOTO 桜町総合就職プラットホームを開設した。 

 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････
東海⼤学 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 
≪平成 30 年度≫ 

｜➊東海⼤学⾸都圏キャンパス（湘南校舎）との連携（予定） 

  COC+事業における最終目標は「熊本県内の産業振興、雇用拡大、学卒者の地元定着率増」とな

っており、これに基づき、東海大学も個別の事業目標の 1 つとして「本学が有する 8キャンパス

の内、若年層流入超過地域に所在するキャンパス（湘南校舎）の在籍学生を U ターン・I ターン

等により熊本県内の企業・団体に就職させるための施策を行うこと」を目標として掲げている。 

そこで今年度も昨年度に引き続き、東海大学首都圏キャンパス（湘南校舎）において相談ブー

スを開設し、熊本県内の企業・団体へ就職を希望する学生と直接コンタクトを取る機会を設け情

報提供を行う予定である。なお、実施時期については以下の通りである。 

＜訪問日・場所＞ 

2019 年 3 月 14 日（木）～3月 15 日(金) ・ 湘南キャンパス 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 
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熊本⾼等専⾨学校 
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≪平成 30 年度≫ 

｜➊熊本⾼専地域連携振興会を設⽴ 

日 時：平成 30 年 12 月 19 日（水） 16:00-17:00 

会 場：ANA クラウンプラザホテル熊本ニュースカイ 

主 催：熊本高等専門学校 

参加者：65 名（企業、八代市、合志市、熊本高専教職員等） 

内 容：取組の一つとして、従来、個々にあった先輩と後輩、 

教員と学生の繋がりを、会員企業との連携強化の下、 

組織的に学生及び OB/OG との出会いの場を提供し、U 

ターンを含めた就職先企業の拡充を図ることとした。 

 

≪令和元年度≫ 

｜➊キャリア教育推進室を中⼼とした⼈財還流⽀援 

 熊本高専では、Ｕターンを希望するＯＢ・ＯＧのために、キャリア教育推進室を中心に地元企

業を紹介する体制を整備。産学官連携コーディネーターを介して地域連携振興会会員企業とＵタ

ーン希望者とのマッチングを図る。 
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４．数値⽬標（県内企業等への学卒就職者増）の達成状況                       

｜➊県内就職状況（H27 年度〜H３０年度） 

平成 31 年 3 月の学部・高専卒業生の就職状況を調査したところ、事業全体では県内就職率が

46.5％、県内就職者数が 1,908 人であった。平成 29 年度に事業開始前年度（平成 26 年度）と比較

し、初めて上昇させることができたが、平成 30 年度は、特に県外大手企業を中心に OB・OG を活用

したリクルート活動が激化しており、横ばいとなった。しかし、着実な事業推進及び熊本地震から

の復興に向けた努力により、熊本大学を含む３つの大学では、事業開始後、県内就職率が最高とな

った。一方で、地域就職者数は、事業開始前年度と比較すると、全体では 123 人増加（約 7％増加）

するなど、COC+事業の取組の成果が表れ始めている。 

 

｜❷雇⽤創出数の状況 

 COC+推進コーディネーターや COC+関係者が実施・アレンジした産学官連携活動等による県内機

関の雇用創出数について、各年度の実績は下表のとおりである。平成 30 年度までに 18 名の雇用創

出を図ることができた（令和元年度は報告書作成の 3 月は集計中）。なお、この 18 名は、COC+推進

コーディネーターが経営・技術指導を行った県内企業において、新事業分野の設立に至り、当該新

事業分野に採用された新規学卒者や桜町総合就職プラットホーム設立に向けて緊密に連携して就

職支援を行った企業の新規学卒者等である。令和元年度の最終目標（累計：38 人）の達成には困難

になっているが、事業終了後は、桜町総合就職プラットホームの求職・求人サイトを活用した就職

支援が本格化することから、毎年度、KPI を設定して県内企業への雇用拡大を推進していく。また、

企業の雇用拡大に直接つながったとは言えないため、上記雇用創出数には計上していないが、キャ

リア教育の授業やシンポジウムに参加した地元企業に対して、興味関心を持った学生が当該企業へ

就職した事例は多数報告を受けている。 

 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

雇用創出目標 7 人 15 人 23 人 31 人 38 人 

  〃 実績 0 人 7 人 16 人 18 人 ―  

H30年度 H29年度 H28年度 H27年度 H30年度 H29年度 H28年度 H27年度 H30年度 H29年度 H28年度 H27年度

熊本⼤学 33.00% 30.90% 31.90% 31.90% 328⼈ 301⼈ 291⼈ 313⼈ 995⼈ 975⼈ 911⼈ 982⼈

県⽴⼤学 56.70% 63.70% 58.40% 54.60% 233⼈ 262⼈ 234⼈ 214⼈ 411⼈ 411⼈ 401⼈ 392⼈

学園⼤学 71.20% 72.10% 59.20% 62.20% 624⼈ 638⼈ 472⼈ 548⼈ 876⼈ 885⼈ 797⼈ 881⼈

崇城⼤学 26.10% 23.80% 20.60% 29.80% 158⼈ 140⼈ 118⼈ 156⼈ 606⼈ 588⼈ 574⼈ 523⼈

東海⼤学 25.90% 28.80% 21.60% 21.70% 114⼈ 135⼈ 44⼈ 44⼈ 441⼈ 468⼈ 204⼈ 203⼈

尚絅⼤学 90.60% 88.00% 89.00% 79.60% 310⼈ 323⼈ 316⼈ 312⼈ 342⼈ 367⼈ 355⼈ 392⼈

九看⼤学 47.40% 47.20% 34.40% 37.30% 119⼈ 126⼈ 105⼈ 109⼈ 251⼈ 267⼈ 305⼈ 292⼈

熊本⾼専 11.80% 15.50% 13.60% 12.00% 22⼈ 27⼈ 22⼈ 21⼈ 186⼈ 174⼈ 162⼈ 175⼈

合  計 46.50% 47.20% 43.20% 44.70% 1,908⼈ 1,952⼈ 1,602⼈ 1717⼈ 4,108⼈ 4,135⼈ 3,709⼈ 175⼈

⽬    標 54.50% 52.50% 50.50% 48.50% 2,088⼈ 2,011⼈ 1,935⼈ － － － －

最終⽬標 － － － －

26年度

就職者全体県内就職者数県内就職率

56.50%

46.50%

2,169⼈

1,785⼈
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５．COC+事業期間終了後の体制構築に向けた検討                          

 COC+事業は、令和元年度末で国からの補助期間が終了するが、終了後も地元定着率向上に関する

取組を継続する必要があるため、以下のとおり検討を進めている。 

 

｜➊Eggplant KUMAMOTO 桜町総合就職プラットホーム運⽤開始 

COC+事業の雇用及び産学連携等の一層の推進を図るために、2019 年 9 月に桜町再開発ビル内

Eggplant KUMAMOTO 桜町総合就職プラットホームをオープンした。熊本大学と㈱マイスティアが

設置主体となり、運営は㈱マイスティア（代表取締役：工藤正也、益城町）が行う。 

この拠点では、地域企業と学生との面談や企業説明会の開催など、地域企業と求職者の交流の場

として活用が可能。また、熊本大学の拠点としてだけではなく、COC+参加校並びに協働機関の活動

拠点とし、産学連携や企業同士の交流の場としても利用できる。 

なお、人財還流システムも併せて整備しており、Eggplant KUMAMOTO と人財還流システムが車の

両輪となり、県内大学生の県内就職だけでなく、県外に進学している学生の県内への就職や UIJ タ

ーンにも積極的に取り組み、人材還流定着の総合的なプラットホームになることを目指す。 

・拠点場所：サクラマチクマモト ５階 Eggplant KUMAMOTO 

・面積：69.95 ㎡ 

・運用開始：2019 年 9 月 

・機能：就職促進支援、能力開発支援、産業創生、大学・企業・学生交流 等 

 熊本型人財還流システムの構築を図るためには市町村の協力が不可欠であり、市町村企業誘致担

当者等を対象としたセミナー及び成人式を活用してシステムへの登録促進を行った。 

 <市町村企業誘致担当者セミナー> 

 県企業誘致連絡協議会の協力を得て市町村の企業誘致担当者に参加してもらい、当システムの活

用策等に関する説明を行うとともに下記の成人式を活用した周知に関する協力を依頼した。 

 <成人式を活用した桜町総合就職プラットホームの周知> 

 今年 1 月に実施された 29 市町村成人式でチラシを配布するとともにサイト登録を促した。 

 

｜❷地元雇⽤促進コンソーシアム設⽴ 

 COC+事業終了後も参加大学及び事業協働機関による地元雇用促進の取組を継続するために、令和

元年度中に COC+推進協議会企画委員会雇用推進部会が中心となって、地元雇用促進コンソーシア

ムを設置することとなった。新たに設置される熊本地方創生推進協議会(仮称)の下部機関として位

置付ける。 

<コンソーシアム業務内容> 

① COC+参加学生の県内定着を推進するための事業に係る協力、情報交換 

② 県外に進学している学生の県内定着、UIJ ターン促進に係る取組協力 

③ その他若者の県内定着のために必要な事項の協議・協力 
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<コンソーシアムの組織及び運営> 

① COC+雇用推進部会のメンバーにより設立 

② 今後、地元定着の推進を強化するために、趣旨に賛同する経済団体、市町村、教育機関の参加

を促す。 

③ Eggplant KUMAMOTO 桜町総合就職プラットホームを事務局とする 

 

 

 

 

 



｜熊本地方 COC+最終事業報告(雇用推進部会) 

6.COC+事業の雇⽤創出・就職⽀援の成果と検証等                                         

 COC+事業が終了するにあたり、COC+推進協議会で報告した内容をもとに上記のようにこれまで 5

年間の取組を掲げたが、これらの中で特徴的な点を列挙するとともに、今後の課題を整理する。 

➊ 主要な成果 

1) 参加 8 大学等は、各大学の特徴を生かして、県内企業を対象とした説明会の開催をはじめ県内

就職率の向上に取り組んだ。平成 30 年度までのデータでは、県内就職率の目標 54.5%に対して

46.5%と本事業開始前年度と同水準に止まっている。しかし、この間、全国に人材不足が深刻に

なる中、事業開始以来低下していた県内就職率が平成 29 年度から改善に向かった。これは本事

業で県内就職率向上に向けた取組を開始した平成 28 年度に就職活動を迎えた学生が卒業する

時期と一致しており、本事業の取組が一定の成果があったものと考えられる。残念ながら平成

30 年度は再び低下しているが、いくつかの大学では期間中最高値を記録した大学もあり、引き

続き、協働機関等とも連携して取り組んでいくことが必要である。 

2) 県、熊本市では、地方創生の観点から地方創生交付金などを有効に活用して人材の地元定着、

育成に向けた予算の拡充強化を図った。これらの取組は、COC+雇用推進部会で情報の共有化を

図るとともに、いくつかの事業では参加大学と協働機関の共催による事業も実施できた。 

また、平成 29 年度には熊本労働局にも参加していただき、体制の強化を図った。さらに、参加

協働機関である経済団体では、人材確保のための組織の設立、独自の取組を開始したところも

あった。 

3) 参加大学等、協働機関が連携した取り組みとしては、県と連携した就職スタートアップ推進事

業やくまもと課題解決プロジェクト、県内誘致企業等及び大学等との情報交流会などがある。

今後、設立予定の地元雇用促進コンソーシアムも関係機関の連携のもとで運営していく計画で 

ある。 

4) 前述した通り、県内就職率は、人材不足が顕在化する中、事業開始後いったん低下したが、参

加機関の協力により、計画開始水準まで回復した。このため、今後とも、県内就職率向上の取

組は継続していく必要があり、雇用促進部会では、このことを踏まえ、「地元雇用促進コンソー

シアム」を設置し、活動の継続を図ることで合意を得た。 

5) 熊本県の支援・協力を得て、九州産業交通ホールディングス㈱、㈱マイスティアと熊本大学で

連携協定を締結して、昨年 9月に SAKURAMACHI Kumamoto 内に Eggplant KUMAMOTO 桜町総合就職

プラットホームを開設するとともに、熊本型人材還流システムの構築を進めている。 

 

❷ 日本学術振興会によるフォローアップ報告 

 令和元年度に実施された上記フォローアップにおいて、雇用創出・就職支援関係の評価は次のと

おりであった。(抜粋) 

  1.進捗状況の概要 

  ■特に順調に進捗している点 

  ・COC+大学において事業協働地域就職者数が増加し、「事業協働地域就職率」もやや向上してい

る。事業全体としては「事業協働地域雇用創出数」が年度を経るごとに上昇している。 

  ■課題(事業終了後に際して改めて確認を必要とする点) 

  ・COC+大学における事業協働地域就職者数の増加及び「事業協働地域就職率」の向上が定着す
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るか否かの確認が重要である。 

2.中間評価時に付された留意事項等への対応 

■特に順調に進捗している点 

・熊本県の補助金、地元企業との共同研究費等の外部資金を、地元定着・地元雇用促進コンソ

ーシアムの事務局設置や地元定着に向けた取組支援に活用しており、補助期間終了を見据え、

事業のエコシステム化に熱心に取り組んでいると言える。 

■課題(事業終了後に際して改めて確認を必要とする点) 

特になし 

  3.達成目標と事業内容 

  ■課題(事業終了後に際して改めて確認を必要とする点) 

  ・「事業協働地域就職率」については、平成 29 年度に初めて事業開始前年度と比較し上昇とな

ったものの、平成 30 年度には再び下降している。COC+参加大学のうち、COC+大学を含む三つ

の大学においては最高値となっていることから、事業全体として成果に結びつけることが期待

される。 

 

  以上のことから雇用創出に係る取組について、これまでの取組は概ね良好な評価をしていただ

いていると考えるが、地元定着を定着させるためには関係大学等や協働機関が連携して引き続き

取り組んでいくことが要請されている。 

 

❸ 課題 

COC+事業が終了するにあたり、今後、若者の県内定着を進めるための課題を整理する。 

1) 今後 18 歳人口の減少等が進むと予想されている一方、長期的には AI や IoT の進展により就業

の場が奪われるという予想もある。しかし、そのような中でも優秀な人材の確保は、地域の活

性化にとって不可欠であり、若者の県内定着や県外からの還流に向けた取組を継続・強化する

ことが何より重要である。特に、熊本県は熊本地震からの創造的復興を進めている途上であり、

取組のより一層の強化が必要である。 

2) 経団連が就活ルールを廃止したことに伴い、最近、実質的な採用活動の前倒し傾向が見られ、

学生の中には戸惑いがあるようである。このようなことは学生、企業の双方にとって良いこと

とは言えないと考える。もちろん、学生が自らのキャリアプランを形成していく中で、地域社

会や企業と接する機会を作ることにより、”就社”ではなく”就職”を考えることは重要であ

る。当面は、学生や県内企業等に対しては、適宜、全国的な動向を踏まえた情報提供を実施す

る。併せて、国等におかれては、新たな就活ルールの制定が望まれる。 

3) COC+事業期間を通じて、参加大学のそれぞれの特徴を生かした就職支援活動を行っており、そ

の活動を尊重しつつ、協働で実施したほうが効果的なものは参加大学や協働機関と連携して取

り組んできた。今後とも引き続き、設立予定の地元雇用促進コンソーシアムを通じて連携を図

ることで若者の地元定着を図ることが適切である。 

4) 人材の確保定着は、COC+参加大学や協働機関だけの課題ではない。本事業に参加していない大

学や専門学校、熊本県経営者協会など人材育成に熱心に取り組んでいる組織、熊本県や熊本市

だけでなく県内各市町村など、様々な機関と連携して”オール熊本”の体制を構築し、継続的

に人材の定着還流を進める体制を早急に構築することが喫緊の課題である。 
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熊本大学大学院先端科学研究部（代表）教授　池上知顕
熊本大学自然科学研究科情報電気電子工学専攻　教授　飯田全広

連携機関：株式会社プレシード

企業・大学連携による学内インターンプロジェクト
精密機械製造業との連携による学内インターン及び地域企業見学会の開催

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　県内企業と連携し、情報技術を活用してインターンシップを主に学内で実施する。具体的
には、県内中堅精密機器製造業者である（株）プレシードと連携し、申請者の指導の下、テ
レビ会議システム等を利用して連携企業との連絡を密に学内で開発等に関するインターン
シップを実施する。
　インターンシップに先立ち、申請者及び企業担当者を講師に学生を対象とした開発ツール
等に関する技術研修も実施すると共に、連携企業での打合せも期間中複数回実施し、情報技
術でのコミュニケーションの不足を補完する。更に、連携企業の関係する企業等の見学会も
開催し、県内産業への理解を深める。
　なお、企業から提示される開発課題等に関しては、連携企業の企業秘密を含むため、連携
企業の了解が得られた部分のみ公開。

活動内容と成果・効果
Ⅰ. 実施内容
１ . インターン生募集、採用：インターンシップ説明会（平成２９年７月２５日）を熊本大
学内で実施する他、学内にインターン生募集のポスターを貼り、インターン生を広く募集し
た。結果、5 件（大学院　修士 1 年生　3 名、学部４年生　1 名、学部 1 年生　1 名）から
問い合わせがあり、（株）プレシードで選考（平成２８年 9月 10日～平成２８年 11月 30日）
を行い４名（大学院１年生 3名、学部４年生 1名）を採用（平成 29年 1月 1日付）した。
２.インターンシップの実施：平成29年 2月1日から３月３１日（４月１日以降も継続）まで、
インターン生４名の研修を実施。今後、インターン生は、研修を平成 29 年 4 月末までに完
了し、研修を踏まえた実務を行う予定。
３ . 今後の予定：平成２９年４月以降も（株）プレシードは学内インターンシップを継続し
て行っていく。研修後の実務で同社業務への貢献が見られると判断した場合は、再度インター
ン生を募集し人員増を図りたいとのこと。
Ⅱ. 成果・効果
　インターンシップは学生が企業をよりよく知るための重要な機会である。しかし、県内企
業、特に製造業は学生にあまり知られていない、郊外を拠点とするため通勤手段の提供が難
しい等、様々な理由から中長期のインター
ン生の採用に苦慮している。そこで、今
回の取り組みで学内でインターンシップ
を実施し通勤しやすくする工夫等を行っ
たところ、４人のインターン生を採用で
きた。このことは、学生の利便性等を高
めることが、インターンシップ参加への
ハードルを下げる有効な手段の１つであ
ることを示している。
　学生のインターンシップへの参加は、
学生が当該県内企業を就職先の選択肢の
１つとして見直すことにも役立つことか
ら、このような工夫は、学生の地元定着
率の向上を後押しする行動誘発手段の１
つになるのではないかと思われる。　

当社社員による３DCAD研修風景、一ヶ月あたり人によ
るが 10時間～ 40時間程度の研修（自習含む）も行った。



熊本大学大学院 先端科学研究部 環境科学部門 環境・生命化学分野　助教・太田 広人
熊本大学くまもと地方産業創生センター

連携機関　マルキン食品株式会社、九州大豆食品協業組合

学生参画による大豆食品イソフラボンの新規抗肥満・抗アレルギーメカニズムの解
明と新商品開発を核とした企業との連携研究を目指したインターンシップ及び企業
見学会の実施

県内大豆食品業界との連携強化（インターンシップ）

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　大豆に含まれる生理活性物質であるダイゼインやゲニステインといったイソフラボン関連
物質はその機能性等について多くの研究がなされてきた。申請者は、これらの化合物が人に
作用する際に重要な受容体について研究を進め、近年、そのメカニズム解明等に有望な新た
な知見を得ている（農芸化学会 2015、生物工学会 2015 等で発表）。
　豆腐や納豆、味噌・醤油といった大豆食品の製造は県内で広く行われており、その製造は
地域にとって重要な産業となっている。これらの産業は自らの製品の健康への寄与を個々の
企業または業界全体で重要視しており、上記知見についても、大変興味深いと考えている。
　そこで、本プロジェクトでは、申請者がこれまで実施してきた研究を基盤として、大豆食
品業界との連携を深め、地域産業の振興に寄与するため、学生参画による連携研究を目指し、
学生が研究内容について成果（中間成果）を企業関係者に報告、更には、工場見学会を実施
することで、県内企業との連携強化のみならず県内産業に対する学生の理解を一層深化させ
る。平成２８年度は、県内豆腐、納豆等食品製造大手マルキン食品（株）・九州大豆協業組
合をパートナーに連携研究を実施。

活動内容と成果・効果
１.1day インターンシップ（平成２８年１０月１３日）
　学生　４名（学部４年生　２名、大学院１年生　１名、大学院２
年生　１名）がマルキン食品（株）の業務等の説明を受け、工場見
学を行った（マルキン食品（株）阿蘇工場）。また、当該企業の職員
と今後取組む課題について意見交換を行った。
２. 課題検討（平成２８年１０月１４日～平成２９年３月２２日）
　学生　２名（学部４年生）が、1 day インターンシップに併せて行っ
た意見交換に沿い、課題に取り組んだ。上記インターンシップに参
加した修士学生 2 名も研究サポートして参画した。意見交換の結果、
大豆食品に含まれるイソフラボン成分のうち、どういう構造の成分
が、ターゲットとなる受容体に一番作用するかの詳細な解析であっ
たり、大豆に多く含まれる配糖体型のイソフラボンには活性がある
のか、といった課題が挙がった。これらの課題の解決に向け、活性
を評価するための実験手法の最適化と、いくつかの代表的大豆イソフラボンとその配糖体に
ついて、試験した。
３. 検討結果報告会（平成２９年３月２３日）
　学生３名（学部４年生２名、大学院２年生１名）が、課題の検討結果について報告を行っ
た（マルキン食品（株）本社）。
　参加した学生は、企業からの業務説明や見学会、企業の職員と意見交換により設定した課
題の検討をとおして、県内企業への理解がより深まったと思われる。また、当該企業におい
ても、意見交換や結果の報告を受けることにより、大学での取組みについての理解を深めて
いただき、産学連携へ意向を醸成できた。課題解決に向けた実験とその結果については、抗
肥満につながる受容体にはゲニステインが、抗アレルギーにつながる受容体にはダイゼイン
が強く作用し、これら大豆イソフラボンの配糖体はほとんど活性を示さないという結果だっ
た。この結果は、配糖体が製造の過程で分解されることで、イソフラボン本体が多く含まれ
るような納豆や味噌といった大豆発酵食品の新たな機能性を期待させるものである。マルキ
ン食品の方々からも、この新たな知見が、今後の食品開発に非常に役立つ、というお言葉を
いただいた。関わった学生たちも、地元食品企業に大きく関心を持つことができた。

1 day インターンシップ風景
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熊本大学文学部　教授　牧野厚史 ,　熊本県立大学　総合管理学部　教授　丸山泰
熊本大学くまもと地方産業創生センター

連携機関　牛深水産加工協同組合青年部

・天草雑節ＰＲに活用できる業界歴史資料の作成等（熊本大学）
・天草雑節活性化に向けたマーケティング施策の検討（熊本県立大）

天草雑節製造業界活性化に向けた
セミナーおよび PR資料の開発とマーケティング施策の検討

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　雑節は鯖やアジ、イワシといった複数の魚種を原料に製造され、うどんやそばのだし等として主に西日本で使
用されている。近年においては、クールジャパンブームによりダシに注目が集まり、その独特の風味等から国内
外に市場を広げている。
　国内における雑節製造の中心は熊本県天草市であり、牛深地域に製造工場が多く立地している。そして、その
製造は地域としても重要な産業となっている。雑節の販売は主に問屋を通して行われるため、雑節製造業者の企
業名が消費者の目に触れることは少ない。つまり、ＢｔｏＢを基調とするビジネスモデルの展開であるが、現在
の雑節人気の高まりの中で、業界として更に国内での雑節製品に関する認知度、理解度を高め、市場拡大を間接
的に促進することで、業界全体として販売量のみならず付加価値を高めることが課題となっている。
　そこで、本プロジェクトでは、学生参画により、①雑節の歴史や特徴を PR するデータ収集および資料作成、②
雑節を活性化するマーケティング施策の検討を実施する。そのアウトプットは、業界が実施するマスコミや飲食
店オーナー等を対象にしたセミナーや PR に使用できる天草雑節製造業界に関する資料等として活用を狙う。ま
た、その資料を活用した雑節に関する PRセミナーを試験的実施にチャレンジする。
　具体的には、申請者、連携する大学の教員の指導の下、学生参画によるフィールドワーク等により、雑節業界
の成り立ちや歴史、風味等の資料を収集整理し、さらに活性化に向けたマーケティングを検討する。そして、そ
れらの結果をとりまとめて、セミナーに使用する資料としてデザインし、それらを用いて関係者、マスコミおよ
び申請大学及び連携する大学の学生（３年生、２年生を含む）等を対象に試験的に PR セミナーを開催する。こ
の一連の作業を、申請者の指導の下、学生参画によるフィールドワーク等により行う。

活動内容と成果・効果
１　フィールドワーク
（１）熊本大学
　牛深水産加工組合に加盟する１２企業を訪問し、ヒアリングを実施（平
成２８年１０月２８日～３０日）。学生9名(大学院生4名、学部3年生3名、
2 年生 2 名）を２班に分け、各企業の経営者やその家族を対象に雑節の製
造工程、家業の歴史に関して質問を行い、あわせて文献の探索を行った。
ヒアリング結果および文献調査をもとに、報告会資料（別添パワーポイン
トおよびポスター）を作成した（平成２８年１１月１日～平成２９年２月
１８日）。
（２）熊本県立大学
　次のフィールドワークや取材等を通じて、牛深雑節の課題と可能性を抽
出し、活性化のための施策案方向性を検討した。
・牛深水産加工協同組合青年部とのミーティング（９月１４日）
・「削り節の山一様」訪問＆ミーティング（９月２８日）
・牛深水産加工協同組合青年部とのミーティング２回目（１１月２０日）
・茅乃舎訪問＆取材 (１２月２７日）
・「削り節の山一様」訪問＆ミーティング (１月１７日）
　フィールドワークや取材を通じて、牛深雑節の課題と可能性を抽出し、
活性化のための施策案方向性を検討した。

２　牛深雑節関連セミナーの開催
　熊本地方ＣＯＣ＋推進協議会の主催により「牛深雑節成果報告会」を開催した（平成２９年２月１９日、天草
市本渡南地区コミュニティセンター（天草市本渡））。学生１４名（熊本大学５名（学部２年生１名、学部３年生１名、
大学院生３名）、熊本県立大学　９名（学部３年生　９名））を含め、地域企業やマスコミ、地方自治体、金融機
関等７０名の参加があった。内容は新聞記事として取り上げられた他、観光客を対象にした地域高級旅館のブロ
グ等にも掲載された。
　当該取組みをとおして、学生は地域企業の活動等に触れることができ、地域産業への理解が深まった。また、
取組みは期間中複数回新聞記事等として取り上げられ、取組みの目的である牛深雑節の知名度向上に貢献できた
のではないかと考えている。

1 day インターンシップ風景

上：工場調査風景
下：セミナーでの発表風景
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熊本大学大学院自然科学研究科複合新領域科学専攻　准教授 佐々木満、
熊本大学パルスパワー科学研究所
崇城大学芸術学部　教授 岩上孝二、 くまもと地方産業創生センター

連携機関　（株）FOREQUE、ＦＡＢＬＡＢ阿蘇（南小国町）

南小国町における地域資源活用（木材）関連支援プロジェクト
南小国町「ＦＡＢＬＡＢ阿蘇」での商品開発等の支援に向けた連携強化

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　南小国町は国が実施する地方創生加速化プロジェクトに採択され、デジタルからアナログまで
の多様な工作機械や木質精油を取得できる蒸留器等を備えた実験的地域工房「ＦＡＢＬＡＢ阿蘇」
を設立する。
　この取り組みに呼応して、地域企業である（有）穴井木材工場は新会社ＦＯＲＥＱＵＥを設立し、
「ＦＡＢＬＡＢ阿蘇」を活用した商品開発製造販売に取り組む予定。
　これら一連の取り組みは、ブランド杉「小国杉」を有する南小国町が地域のネットワークや当
該地域資源等を活用し、自由なものづくりの可能性を拡げ、阿蘇地域全体の活性化へ貢献できる
ものである。
　そこで、本プロジェクトは、学生参画により（株）ＦＯＲＥＱＵＥをパートナー企業として、
同社が「ＦＡＢＬＡＢ阿蘇」で実施する商品開発等を技術的に支援する。
　具体的には、申請者の指導の下、学生（４年生）がブランド杉「小国杉」から取得できる「小
国杉精油」と「小国杉加工製品」について、高品質かつ安定的な精油抽出技術の確立、精油や加
工製品の用途開発や使いやすいデザインやパッケージングの探索などに向けた企業等との意見交
換や加工体験を行う。また、関係者及び学生を参加者に地域産業の見学会を実施する。
学生（４年生）が小国杉精油の生産技術の開発、加工製品の用途開発や商品デザインに積極的に
意見交換や加工体験を行い、（株）ＦＯＲＥＱＵＥが「ＦＡＢＬＡＢ阿蘇」で行う商品開発等に貢
献する。また、地域産業見学会については学生（４年生）が同行して３年生、２年生が参加する
ことにより、地域産業への理解を一層深める。
　本プロジェクトにより（株）ＦＯＲＥＱＵＥの商品開発等が推進され、「ＦＡＢＬＡＢ阿蘇」で
製造された商品の市場展開が順調に実施されれば、阿蘇地域の産業振興につながる。また、学生
参画による取り組みにより学生の地域への理解が一層深まり、地域への就職を希望する学生の増
加にもつながると期待される。

活動内容と成果・効果
1 地域見学会の実施（平成２８年９月３０日）
　学生８名（熊本大学　２名（院２年生２名）、崇城大学　６名（学部２年生５名、学部４年生１名））
が、（有）穴井木材工場、及び、阿蘇森林組合南小国支所を訪問し、穴井俊輔　専務取締役、及び、
佐藤武弘　支所長から、製材所や森林組合の業務及びその業務環境について説明を受けた。また、
その後、黒川温泉べっちん館において、学生と穴井俊輔氏との意見交換を行い、今後の作業（「Ｆ
ＡＢＬＡＢ阿蘇」の商品等に関する検討）について確認した。
２「ＦａｂＬａｂ阿蘇」の商品等に関する検討（平成２８年１０月１日～平成２８年１１月１７日）
（１）熊本大学
  旅館や一般家庭をターゲットとした小国杉を活用した商品（例えば、スギの衣紋かけ、タンス
の防虫・消臭剤など）のアイディアを募るため学科内３年生５０名にアンケート調査を実施し、
結果を取りまとめた。
（２）崇城大学
　地域活性をテーマにして、次のとおり取り組んだ。
①小国杉の加工品として、その効能を活かした日本酒のブランド「霧くぐり」と小国杉で制作し
た酒器のアイデアを提案
②黒川温泉の旅館の協力を前提とした、小国杉の特質を活かした「小国杉ずくしのスペシャルルー
ム」のアイデアを提案
３検討結果報告会（平成２８年１１月１８日～１９日）
　学生８名（熊本大学　２名（学部４年生２名）、崇城大学　６名（学部２年生６名））が、（有）
穴井木材工場にて杉精油の取得研修（技術説明　熊本大学　佐々木准教授）を受けた（平成２８
年１１月１８日）。また、「ＦａｂＬａｂ阿蘇」の商品等に関する検討の結果を報告した（平成２
８年１１月１９日、木魂館（小国町））。報告会には地域産業界より穴井俊輔氏が参加。報告を受け、
穴井氏は「小国杉を用いた商品等について大変興味深い検討結果を聞かせていただいた。今後の
開発の参考にしたい」と講評を述べた。

　一連の取り組みを通し、参加した学生は地域企業の取り組みへの理解が深まったと思われる。
また、「FabLab 阿蘇」の商品等について、学生の視点から新鮮な提案があり、また、その商品開
発に向けて技術的な問題課題についてのイメージを掴むことができた。
　西九州化学工学懇話会等の主催によりシンポジウム「九州産杉の高付加価値化による復興と地
域創生」を実施した（平成２８年１１月１６日、熊本県立大学）。南小国町を始め、杉の産地で
ある大分県日田市、宮崎県日南市からも参加があり、今後、ＦａｂＬａｂ阿蘇を活用した地域振
興に向けたプロジェクトにもつなげていく。

地域見学会　穴井木材工場

意見交換

精油取得研修

報告会

「霧くぐり」コンセプトの提案

酒器のアイデア提案



九州産杉の
高付加価値化による
復興と地域創生参加無料

2016年日時
場所 11月16日（水）13時～17時

熊本県立大学CPDセンター
〒862-8502 熊本市東区月出３丁目１番100号

13:00～14:50
講師:塩田清二 (星薬科大学 特任教授)

城戸宏史 （北九州市立大学 教授）

木口 実 （(研)森林総合研究所 研究コーディネー
タ）

佐々木満 （熊本大学 准教授）

第1部

第2部

「九州産杉の新たな機能性を探
る」

15:00～17:00

大分県日田市、宮崎県日南市など

「パネルディスカッションと意見交
換会
～各自治体の取組みとこれから」

セミナー事務局（熊本大学 化学工学研究室内）

E-mail:
Fax: 096-342-3665

ご 予 約
お問い合わせ

西九州化学工学懇話会
主催セミナー

主催：西九州化学工学懇話会 共催：熊本県立大学



熊本県立大学　地域活力創生センター　センター長・松添直隆

連携機関　熊本大、熊本学園大、崇城大、東海大、尚絅大、九州看護福祉大、熊本高専 等

事業協働機関による情報発信事業（シーズ集の作成）
第一次産業の六次産業化支援のための大学・高専等シーズ集の作成と配布

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　COC＋事業に取り組む８大学・高等専門学校と、熊本県内農業系高等学校のうち６高等学
校のシーズを集めた『第１次産業の６次産業化推進に向けた研究・教育シーズ集』を作成し
た。地域の雇用創出のために、大学・高等専門学校の研究シーズを第１次産業の競争力強化
と６次産業化につなげることを目的にしている。そのため、収録した研究シーズは、単に第
１次産業の「生産」に関連するものだけでなく、第１次産品の「加工」、それらの「流通・販売」、
機能性評価等の「応用」分野、さらに「地域」づくりに及んでいる。
　また、従来、各大学等では当該大学等に所属する研究者に関するシーズ集（「研究者総覧」
等）は作成されていたが、大学･高等専門学校の枠を超えて特定のテーマで作成された『シー
ズ集』はほとんど前例がない。その点でこの『シーズ集』は画期的と言える。さらに、農業
系高等学校も優れた教育実践や研究を行っているうえ、学校が所在する地域との連携にも積
極的であることから、農業系高等学校のシーズも取り上げた。
　『シーズ集』は作成することが目的ではなく、産業創生や雇用拡大に資することが目的で
あるから、今後、この『シーズ集』の積極活用が求められる。

活動内容と成果・効果
　今回の『シーズ集』は全６４ページ、５００部作成した。５２名の大学・高等専門学校の
研究者から寄稿があった。また、COC＋事業の説明と熊本県における実施体制、大学・高等
専門学校、県内農業系高等学校の連絡先等も収録した。企業や自治体からの問い合わせに応
えるためである。
　刊行してまだ日が浅いが、すでに研究者の紹介要請等大きな反響を呼び起こしつつあり、
また大学・高等専門学校の教職員からも、これまで知らなかった研究者の存在や研究内容が
よく分かって役に立つとの声が聞かれる。今後さらに広く利活用されることはほぼ確実であ
り、期待される。



（資料 ） 

プロジェクト名：事業協働機関による情報発信事業（シーズ集の作成） 

プロジェクトのテーマ：第１次産業の６次産業化支援のための大学・高専等シーズ集の作成と配布 

〇『第１次産業の６次産業化推進に向けた研究・教育シーズ集』 

  （表紙） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇（下左）『COC＋事業 資料集』、（下右）『平成２８年度 実績報告』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



熊本県立大学　地域活力創生センター　センター長・松添直隆

連携機関　熊本大、熊本学園大、崇城大、東海大、尚絅大、九州看護福祉大、熊本高専 等

事業協働機関による情報発信事業（シンポジウムの開催）
第一次産業の六次産業化支援のためのシンポジウムの開催

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　１１月１６日熊本県立大学 CPDセンターで、西九
州化学工学懇話会主催、熊本県立大学共催のシンポジ
ウム「九州産杉の高付加価値化による復興と地方創生」
を COC＋事業の一環として開催した。学生５名を含
む約４０名が参加した。
　１２月９日メルパルク熊本で、産学官連携推進部会
六次産業化育成連絡会主催のシンポジウム「第１次産
業の競争力強化と６次産業化による地方創生」を開催
した。学生約５０名を含む約１５０名が参加した。

活動内容と成果・効果
　１１月１６日に開催されたシンポジウムでは「九州産杉の新たな機能性を探る」を共通テー
マに、４人の講師による講演の後、大分県日田市、宮崎県日南市、熊本県南小国町の関係者
も加わって、「各自治体の取組とこれから」をテーマにパネルディスカッションと意見交換
が行われた。それらの中で、カーボン・ナノファイバーに取って代わる可能性のあるものと
して近年注目されているセルローズ・ナノファイバーの優れた特性が指摘され、その原材料
となる九州産杉の高付加価値化を伴った新たな市場開拓の可能性について指摘があった。雇
用促進を実現する案件として、今後の展開が期待される。
　１２月９日のシンポジウムでは「地方創生と地域発イノベーション－アグリビジネス創出
における地方大学の役割－」をテーマに基調講演が行われた後、COC＋事業における産学官
連携の取組と農産物輸出促進に関する事例報告、及び「第１次産業の競争力強化と６次産業
化－プラットフォームづくり－」をテーマにパネルディスカッションがあった。
　熊本県、農協、食品産業における６次産業化の取り組みが紹介され、地域の特産品の高付
加価値化とそれによる所得増加・雇用促進のために、産官学金によるプラットフォームづく
りの必要性が確認された。
　これらを通じて、熊本県における第１次産業の競争力強化と６次産業化による雇用創出に
とって必要な体制のあり方や事業を進める上での留意点等を改めて確認することができた。

１１月１６日開催のシンポジウム「九州産杉
の高付加価値化による復興と地方創生」
を開催した。学生約５０名を含む約１５０名
が参加した。

１２月９日開催のシンポジウム「第１次産業の競争力強化と６次産業化による地方創生」
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熊本県立大学　地域活力創生センター　センター長・松添直隆

連携機関　熊本大、熊本学園大、崇城大、東海大、尚絅大、九州看護福祉大、熊本高専 等

事業協働機関との連携強化事業（先進地研修等）
第一次産業の六次産業化支援のための基礎的調査・研修

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　平成２８年度に実施した先進地研修等は３つのパターンに大別される。
(1) COC＋事業を推進するうえで先進的な取組をしている地域・大学等を対象とする研修。
(2) 第１次産業の競争力強化と６次産業化を支援する際に必要となる知見を得るための研修。
(3) COC＋事業に関するテーマで開催されるシンポジウム等への参加。
　これらはいずれも COC＋事業をより的確かつ最大の効果をもたらすものにするために、ま
た、COC＋事業に取り組む全国の大学とのネットワークづくりのためにも必要な業務であっ
た。

活動内容と成果・効果
　上記の３パターンについて主要なもの（一部）を列挙する。
(1) について。
①山梨大学・山梨県立大学の COC＋事業に関する調査。（県内すべての大学等が、「参加校」
    あるいは「協力校」として共通の COC＋教育プログラムを構築している。）
②「衣食農連携プラットフォーム」（東京農業大学で開催）出席。（第１次産業の６次化を実
    現するために有効な、衣食農が連携するプラットフォームづくりは不可欠であるが、その
    先進的取組等に関する情報収集。）

(2) について。
①「新価値創造展 2016」（東京ビッグサイトで開催）出席。（中小企業基盤整備機構主催。農
    林業と製造業の連携に関する最先端の知見が得られた。）
②「邪魔者扱いの農（海）産物から新産業の勃興」（滋賀県草津で開催）出席。

(3) について
①「全国ネットワーク化事業　COC/COC＋全国シンポジウム」（高知大学主催）出席。
②「九州・沖縄 COC/COC＋合同シンポジウム」（鹿児島大学主催）出席。
③「熊本発！震災復興フォーラム」及び「オール熊本発！シーズプレゼンテーション」（JST 
    主催）出席。

　上記以外のものも含めて、これらの研修によって得られた情報・知見は、熊本県における
COC＋事業の計画立案、実施、評価等の際に活かされた。



（資料 ） 

プロジェクト名：事業協働機関との連携強化事業（先進地研修等） 

プロジェクトのテーマ：第一次産業の六次産業化支援のための基礎的調査・研修  

 

〇熊本発！震災復興フォーラム（東京）       〇超異分野学会（大阪） 
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〇全国シンポジウム（高知） 

 



熊本県立大学　地域活力創生センター　センター長・松添直隆

連携機関　熊本大、熊本学園大、崇城大、東海大、尚絅大、九州看護福祉大、熊本高専 等

産学官連携部会六次産業化育成連絡会の設置・運営
COC＋申請大学・参加校等による情報交換・共有と他の事業協働機関との連携強化

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　COC＋事業の本旨のひとつである地域協働機関間の連携によって、第１次産業の競争力強
化と６次産業化支援を実施するために、COC＋事業に関わるすべての大学･高等専門学校を
構成員とする「熊本地方 COC＋推進協議会企画委員会産学官連携推進部会六次産業化育成連
絡会」を設置した。
　平成２８年度はとくに大学・高等専門学校間の意思疎通を確実にする “チーム・ビルディ
ング” を重視し、原則として月１回の定例会を開催した。そこでは第１次産業に係るすべて
の取組について意見交換を行い、共通認識の形成を目指した。また同時に、より深い視点か
ら事業を進めるために、連絡会でほぼ毎回、勉強会を開催した。

活動内容と成果・効果
　平成２８年度に実施したシンポジウム、シーズ集の作成、自治体や企業との連携事業、高
等学校との連携の試み等すべての取組を成功させることができたのは、連絡会での意見交換
と方針確認に因るところもあると考えられる。勉強会は、６次産業化の意味・意義、自治体
の取組の現状等のテーマで行った。第１次産業の強化に関する最新の知見を得ることができ、
具体的な取組の検討に大いに役立った。
勉強会のテーマと話題提供者は以下のとおり。
第１回「農工連携＆観光連携の紹介」（熊本大学・池崎健介氏）
第２回「６次産業化について」（熊本学園大学・山内良一氏）
第３回「熊本県における第１次産業の６次化について」（熊本県流通アグリビジネス課・大
　　　　王龍一氏）
第４回「熊本における６次産業化推進の現状とサポート体制」（熊本農協中央会・猪本浩幸氏）
第５回「まち・ひと・しごと創生　山の都人口ビジョン・山の都総合戦略」（山都町・」山
　　　　下公司氏）
第６回・第７回　勉強会無し
第８回「地方創生と高大連携」
　また、熊本県が実施する事業を各大学・高等専門学校に周知する場としても有効な機能を
果たした。具体例としては、熊本県むらづくり課が推進した「中山間地域サポート推進事業」
への参加団体を連絡会で募ったところ、前年度の２大学２グループから、２８年度は４大学
８グループに増加した。さらに、COC＋事業をより着実に推進するために、農業系高等学校
との連携を重視し、３月１６日に開催した第８回連絡会では農業系高等学校校長にも参加し
てもらい、大学・高等専門学校との意見交換を行った。その際、文部科学省初等中等教育局
の調査官にも出席してもらい、現状と今後の方向性等に関する説明・助言を受けた。
　連絡会が主催した事業のひとつに、２月２０日に開催した「ものづくりフォーラム」がある。
加工食品製造メーカーと連携して、ものづくりの楽しさ・厳しさと県内企業の魅力を学生に
理解してもらうことが目的だった。出席した学生から「非常に興味深い内容だった」との感
想が多く聞かれた。



（資料 ） 

プロジェクト名：産学官連携部会六次産業化育成連絡会の設置・運営 

プロジェクトのテーマ：COC＋申請大学・参加校等による情報交換・共有と他の事業協働機関との連携

強化 

〇熊本地方 COC＋推進協議会企画委員会産学官連携推進部会六次産業化育成連絡会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇平成２９年２月２０日熊本県立大学 CPD センターで開催した「ものづくりフォーラム」の様子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



崇城大学  就職部　就職部長　土橋　和之

連携機関　

熊本県企業と大学および在学生の相互理解
熊本県企業と大学の相互理解による就職ミスマッチの防止

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
【熊本に拠点を置く企業と崇城大学との情報交換会】
　「企業と崇城大学との人財育成研究会 at kumamoto」と題して情報交換会を行う。本学か
らは主に各学部学科の教員が参加し、企業に向けて各学科の教育内容や学生の特色、昨今の
就職状況等について説明を行う。目的は主に熊本の企業に本学の各学科を理解してもらうこ
とであるが、特に一見学科名だけでは採用対象に当てはまらなくても、教育内容や学生の特
色を理解してもらうことで本学学生の可能性を感じてもらい、結果として極力幅の広い求人
募集に繋がることが重要である。後半は各学科の就職担当教員と企業との名刺交換会を行い、
より具体的な内容について情報交換を行う。
【熊本県内企業へのバスツアー】
　昨今リクナビやマイナビ等の就職サイトを介した求人情報が溢れており、学生は地元の優
良企業に目が向きにくい傾向にある。そこで大学発着で県内企業のバスツアーを実施し、実
際に企業を訪問して雰囲気を肌で感じることによって、学生に地元熊本にも目を向けさせる
ことが目的である。
【卒業生向けアンケート調査】
　各種雑誌やインターネット上には、企業の求める人材等の情報が多数掲載されているが、
本学卒業生に対してアンケート調査を行うことで、より説得力のある情報を収集する。収集
した情報は熊本への就職を希望する学生のガイダンスにて活用する計画である。

活動内容と成果・効果
【熊本に拠点を置く企業と崇城大学との情報交換会】
　今回は時間的な都合もあり、全ての学科の説明を行うことが出来なかったが、参加企業へ
実施したアンケート調査結果では「今まで知らなかった学部・学科について知ることが出来
た。」「聞けなかった他の学科についても説明を聞きたかった。」等の意見があり、当初の目
的達成に即した取り組みになったと考えている。次回の課題としては、参加企業から学生や
大学への要望を伺うような仕組みが必要であると感じた。
【熊本県内企業へのバスツアー】
　就活直前の時期であった為に参加者数が少ないのではないかと懸念されたが、大学発着と
いう手軽さもあり参加者数も４０名と予想範囲内の実施となった。内容的にも地元企業の雰
囲気が十分伝わるものであり、学生も積極的に参加していたように思われる。また、求人票
等の書面からは伝わらない事柄もたくさんあり、地元企業への理解を深め、職業適性や将来
設計について考える大変有意義な取り組みとなった。
【卒業生向けアンケート調査】
　アンケート結果では、就職に関するアドバイスというよりは在学中にやっておいた方が良
いこと等、より本学に即した内容の回答が多く、本学学生には影響力のある大変有効な情報
が収集出来た。１０月には熊本への就職を希望する学生へのガイダンスを実施する予定であ
るが、早速アンケート結果を反映したガイダンスを計画する予定である。





生物生命学部　応用微生物工学科　教授・寺本祐司、　教授・三枝敬明

連携機関　県立南稜高校、くまもと地方産業創生センター　等

地域企業及び教育機関と連携した米焼酎関連技術検討会の実施
米焼酎製造に係る技術セミナーの開催、及び技術開発の推進

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
   熊本県球磨地方で主に製造される米焼酎は県を代表する産品（酒類）であり、その製造は
地域にとって重要なものとなっている。スコットランドのスコッチウイスキーやフランスの
ボルドーワインと同様に地域名を冠した酒類である球磨焼酎は日本では、珍しい酒である。
　本プロジェクトでは、当該産業に対する県内学生の理解を深めると共に、大学と業界及び
地域との共働による県内産業の振興を推進するため、申請者の指導の下、米焼酎製造技術等
を学習した学生の参画による米焼酎関連技術検討会を球磨焼酎製造業界及び地域の教育機関
と連携して実施する。
　具体的には、申請者の指導の下、参画した学生が、球磨焼酎製造業者及び地域で焼酎製造
を学ぶ高校生を対象に研究内容を発表する。併せて、申請者及び参画した学生等による米焼
酎製造技術セミナー（実習を含む）を他機関とも連携し実施する。

活動内容と成果・効果
１　地域企業及び教育機関と連携した米焼酎関連技術検討会
（１）教育機関対象　日時：平成 28 年 11 月 1 日 ( 火 )、会場：　南稜高等学校　球磨郡あ
さぎり町、対象：南稜高等学校の生徒と教職員、実施者：崇城大学 2名、学生 5名、熊本大
学くまもと地方産業創生センター 2名
  講演：「麹の機能性について」　崇城大学　応用微生物工学科 三枝敬明 
  実験：「ATP フォトメーター、酵母の分離」　崇城大学　応用微生物工学科 寺本祐司 
  実験：「食品の抗酸化能測定」　崇城大学　応用微生物工学科 三枝敬明 
（２）地域企業対象　日時：平成 28年 11月 2日 ( 水 )、会場：中小企業大学校　人吉校、対象：
球磨焼酎酒造組合および関連企業の方々、南稜高等学校教職員、実施者：崇城大学 2 名、学
生 5名、熊本大学くまもと地方産業創生センター 2名
 講演：「音響製麹と発酵食品への可能性」　応用微生物工学科 三枝敬明 
 講演：「世界の珍しい酒と発酵食品」　応用微生物工学科 寺本祐司 
２　工場見学会の開催　　日時：平成 28 年 11 月 2 日（水）、参加者：崇城大学　２名、学
生５名、熊本大学くまもと地方産業創生センター　２名、見学場所：人吉アサノ電機株式会社、
白岳酒造研究所、球磨焼酎ミュージアム白岳伝承蔵
Ⅱ成果・効果　　焼酎関連技術検討会の実施により、大学と焼酎製造業界、地域の教育機関
との連携が深まった。また、参画した学生は熊本県を代表する産業の１つである米焼酎製造
業界に関する知識、そして地域産業の理解を深めた。取り組みは継続的に実施することとなっ
ており、焼酎製造関連の新たな技術成果による県内産業の振興、そして、県内の雇用創出と、
県内企業の学生等の雇用にもつながると期待される。

資料 1．米焼酎関連技術検討会
資料 2．崇城大学ホームページ記事　2016 年 11 月 04日
http://www.sojo-u.ac.jp/faculty/department/microbial/news/161104_007483.html　　
資料 3．人吉新聞記事





尚絅大学　文化言語学部　准教授・北口英穂

連携機関　

地域の魅力を伝えるための CM作成プロジェクト in 大津町
CM作成を通じた熊本理解の促進

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
 　内外から大津町を訪れる人々に大津町の魅力を伝えるための CM を作るという活動を通
して，地域の実情と課題を認識し，地域活性化・復興につながる取り組みを実践して地域理
解を深めることが目的である。教育プログラム適応授業「サービスラーニング入門Ⅱ」と連
携し、CM 作成のプロの方の指導を受けながら，大津町内の魅力を発掘・撮影し，CM を作
成する。また、熊本地震からの復興も今後の熊本の地域活性化に欠かせないことから、被災
者ケアのプロジェクトを別の教育プログラムの授業（集中講義「地域プロジェクトワーク」）
と連携し実施し、その様子についても CM 作成の素材とし、被災者ケアを通じた学生の地域
理解、復興支援を促す内容とする。

活動内容と成果・効果
　CM 作成に関する主な活動内容は以下の通りである。①オリエンテーション、PR や CM に
ついて、大津町の基本情報の把握②大津町のリサーチ、ロケハン③絵コンテ作成④撮影⑤編
集作業⑥まとめ。また、被災者ケアについては以下の通りである。受講生は，事前に資生堂
スタッフにより，3 回にわたって Life of Quality に関する講義および化粧療法や高齢者のア
テンド方法などの実践的指導を受けた後、大津町 3ヶ所に設置された熊本地震の被災者用仮
設住宅の入居者に対し，ハンドケアマッサージやネイルケアの施術ボランティアを実施した。
　CM については当初予定していた長さの CM には至らなかったが、試作品として次の CM
が製作された。（https://youtu.be/rf9-l1_tuIo）
　内容、質ともに十分なものではないが、CM 製作を通じた地域理解促進の目的は達成でき
たと思われる。今後も継続して実施する予定である。
　CM 作成の参加学生は慣れない機材や PC での編集作業に悪戦苦闘していたが、CM の作
成を通じて、取材する側だけではなく、取材される側の視点、そして CM を見る側の視点、
多角的に物事を見る重要性を理解すると共に、熊本の地元を再認識するきっかけになったと
思われる。今後も地域理解の一つの有効な方法として、CM 作成を通じたプロジェクトは継
続していく予定である。
　被災者ケア実践では，仮設住宅在住者の方に多くの笑顔が見られ、リラックスしてもらう
ことができ、仮設住宅在住者間の交流も促進することができた。実践を通じ、学生の地域理解，
復興支援などを促し，高齢者など学外の一般の方との触れ合いを通じてコミュニケーション
能力の向上が見られた。



■ 地域の魅力を伝えるためのＣＭ作成プロジェクト in 大津町（写真） 

尚絅大学・尚絅短期大学部 

 

平成 28 年 8 月 20 日（土）、8 月 25 日（木）実施 

大津町 3 ヶ所に設置された熊本地震の被災者用仮設住宅の入居者に対し，ハンドケアマ

ッサージやネイルケアの施術ボランティアを実施 

                     

     

ネイルケアの施術方法指導の様子     『熊本日日新聞』2016 年 8 月 26 日朝刊 

 

 

平成 28 年 10 月 22 日（土）、11 月 12 日（土）実施 

①オリエンテーション、PR や CM について、 

大津町の基本情報の把握 

 ②大津町のリサーチ、ロケハン 

③絵コンテ作成 

④撮影                    

⑤編集作業 

⑥まとめ 

                          CM 作成の撮影指導の様子 

 

CM 作成の絵コンテ作成指導の様子           尚絅大学文化言語学部 

准教授 北 口 英 穂 

                         



尚絅大学　尚絅子育て研究センター　センター長・増淵千保美

連携機関　熊本県内の保育施設（中九州学園、中九州第二学園、清水ヶ丘保育園、認定こど
　　　　　も園やまなみ、認定こども園双羽幼稚園、なぎさ保育園、三気の里など）　

安心して働きながら子育てできる熊本プロジェクト
行政・保育施設・養成校の協働した保育環境の質保証に向けた取り組み

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
①「安心して働きながら子育てできる環境づくり」の一環として、保育者の早期離職予防に
関する実態調査（熊本県内保育施設約 800 ヶ所を対象）の結果から、新任保育者に求めら
れる知識・技術・態度、研修等について分析を行う。
②熊本県内で本学卒業生の早期離職が少なかった 10 施設に対するインタビュー調査の結果
から、新任保育者への研修、相談体制や対応、新任保育者に必要な知識や技術について分析
を行う。
③①②の分析結果を踏まえ、離職した当事者からの聴き取り調査を実施する。
④行政・保育施設・養成校の協働した保育環境の質保証に向けての取り組みをすすめていく
ために、「新任保育者の成長に向けた環境づくり」に関する講演会・セッションを開催する。

活動内容と成果・効果
①施設管理者側に対する調査の結果分析では、労働環境、保育内容、職員研修の体制が課題
としてあげられ、熊本県内の保育施設の新任保育者育成の現状と課題を明らかにすることが
できた。
②離職の少ない保育施設に対するインタビューでは、各園で独自に行っている新任保育者の
育成の取り組みや姿勢・心構えについての共通項目を把握することができ、今後の新任保育
者育成にむけての課題が明らかになった。
③離職者インタビューでは、当事者が語る離職要因から、「勤務環境」「子どもへの対応を含
む保育観の違い」「職場の人間関係」「相談体制」「施設内の新任保育者への研修体制」「新任
保育者理解」「自信喪失」「就職活動の不十分さ（ミスマッチ）」「職場の意志決定の仕組み」など、
今後の離職予防の課題を把握することができた。
④これらの成果を報告した講演会では、113 名（73 保育施設）の参加があり、本プロジェ
クトへの理解を広げることができた。



■ 安心して働きながら子育てできる熊本プロジェクト（写真） 

尚絅大学・尚絅短期大学部 

 

平成 29 年 3 月 19 日（日）開催 

『新任保育者の成長に向けた環境づくり～認定こども園 せんりひじり幼稚園に学ぶ～』 

 １．早期離職予防プロジェクトの取り組み 発表 横山博之 

 ２．【講演】「やりがいを感じる職場のあり方」 

   講師：安達かえで氏（認定こども園せんりじり幼稚園副園長） 

      山中友里氏 （       ″       保育教諭 10 年目） 

         浪岡ふじ恵氏（       ″       保育教諭２年目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尚絅子育て研究センター 

センター長 増 淵 千保美 

本プロジェクト研究の報告 講師：せんりひじりこども園の先生方 

せんりひじりこども園副園長先生 

講演の後は活発な質問も頂きました。 セッションでは意見交換を行いました。

100 名以上の参加がありました。 



尚絅大学　文化言語学部　准教授・北口英穂

連携機関　　

台湾向け熊本物産品マーケティング戦略に関する調査研究
若者視点を生かした熊本物産品のマーケティング戦略

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　インバウンド観光が加速する日本において、熊本も例外ではなく対応が迫られているが、
十分なものではないのが現状である。本プロジェクトでは、台湾向け物産品マーケティング
で実績のある株式会社ジーリーメディアグループ（以下ジーリー）の協力のもと、熊本の魅
力開発のために、熊本の観光に関する台湾向けマーケティング戦略について調査研究を行う。
　具体的には、若者の視点を生かし、地元の大学生により熊本の観光ルートや物産品を開拓・
選定し、マーケティング戦略を策定する。ジーリーの日本人スタッフはマーケティング戦略
の策定支援、台湾人スタッフは現地目線での支援を行う。ジーリー社員が複数回熊本を訪問
し、学生とのワークショップを行う。

活動内容と成果・効果
　株式会社ジーリーメディアグループ（以下ジーリー）の協力の下で、吉田氏による台湾人
向け観光ルートや物産品を開拓・選定するためのレクチャーを受け（H28 年 10 月 13 日）、
先ずは学生目線でそれぞれの地元で調査を行った。その後、それぞれ収集した材料を持ち寄
り、ジーリーの吉田氏、胡氏指導の下でワークショップを行った（H28 年 12 月 1 日）。具
体的な観光ルートや物産品について検討したものの、学生自身の熊本への理解が不足してい
ることが浮き彫りとなった。その後、学生でグループを形成し、熊本を改めて見直すために、
実際に中心部を中心に散策した（H29年 2月 27日）
　以上の活動より、オリジナルの観光ルートを検討し、まずは日本語で記事を作成した（別
紙参照）。現在実際にジーリーが運営している台湾人向け観光サイト「ラーチーゴー」で掲
載するか、ジーリーで内容を検討している。掲載後はその効果を図るべく、活動は継続予定
である。
　上述の活動内容に示した①から③の結果、学生達は、台湾人の観光行動などについての基
本を学ぶと同時に、いざ熊本の何を台湾人にお勧めするかを考えた時、そもそも熊本の理解
が不足していることに気が付くことができた。熊本の「外」から客観的に見ることで、学生
自身が地元熊本の魅力を再発見するきっかけとなった。また、学生の視点による記事は通常
の観光記事には無い魅力的な内容となっており、今後も継続的に実施し、追跡調査すること
で有力な誘客の一手段になることが期待できる。
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尚絅大学　文化言語学部　教授・所吉彦

連携機関　熊本県中小企業診断協会

熊本県中小企業魅力の認識拡散プロジェクト
中小企業に特化したインターンシップの実践とパネルディスカッションの開催

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　地元就職率の向上のためには、大都市圏流出を抑えるべく、新たに県内に魅力ある就業先
を創ることが必要である。その一方、県内には数多くの中小企業および創業間もないベン
チャー企業も多く存在している。新たな就業先を創るより即効性のある、これらの就業先を
多くの学生に魅力あるものとして認識してもらう環境を整え、県内就職率向上に貢献する。
熊本県中小企業診断協会主催、熊本県、熊本市、商工会議所連合会、商工会連合会、くまも
と産業支援財団等が後援する平成 28年度新入社員研修講座に参加協力する企業等を中心に、
余り例のない中小企業に特化したインターンシップ実践と中小企業魅力浸透のためのイベン
トを開催した。延べ 15 回の企業訪問の結果、報告書を取りまとめ、その要旨について
2016 年 11 月 19日に成果発表を行った。

活動内容と成果・効果
　本プロジェクトの具体的成果として次の 2 点とする。①地元中小企業のインターンシップ
に特化し、大企業と比較検討させ、その魅力を認識させることができた。②インターンシッ
プ体験を個々の学生個人に留まらせず、全員の成果発表、およびその後の質疑応答、中小企
業の魅力を討議、振り返りの場を持ったイベントを開催し、地元中小企業の魅力を拡散、浸
透させるきっかけをつくることができた。
　具体的な成果発表会の場には、菊陽町商工会事務局長、理事始め、近隣中小企業者、学生
等数十名が参加した。内容は、学生が 6 企業団体にそれぞれ複数回訪問し、入社年度の浅い
若手社員へのインタビュー調査を行い、地元中小企業の魅力、働き甲斐をまとめたものを報
告した。大企業へインターンシップを行った学生とのミニ討論会も開催し、地元中小企業の
魅力、働き甲斐を模索するきっかけの場を提供した。

平成 28年 11月 19日（土）開催
『県内中小規模企画に就業する魅力とは？』　－学生による公開プチ討論会－

プチ討論会ちらし 学生による成果発表の様子 成果発表を聴講する様子



熊本学園大学 学術文化部

熊本学園大学就職支援プロジェクト
学生の就職活動を最大限に支援する。

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　本事業の主旨は、「地元志向の涵養と地元での定着・就業」であることから、本学の平成
28 年度の「ＣＯＣ+」対象事業の特別プロジェクトとして就職活動支援に重点を置いた活動
を行うこととした。そこで、従来から実施していた会社説明会に加え、学生が就職活動を行
う際に地元企業がその選択肢となるよう情報提供の仕方にも配慮した。具体的には、学生が
地元企業の情報を十分把握していない面も見受けられるため、情報提供の機会として地元企
業から講師として招く「ゲスト講義」や採用関係者を招いた講演会・セミナー等を実施する
とともに、更に主な地元企業が参加する企業セミナーを開催した。
　また、最近の学生の就職に関する意思決定には保護者の意見が強く反映される傾向がある
ため、保護者に対する働きかけや支援の必要性を考慮し、保護者を対象とする就職セミナー
を就職カウンセラーであり保護者として同じ経験を持った専門家を招いて開催することとし
た。
活動内容と成果・効果
　県内の各業界の現状を把握するため、昨年に引き続き熊本県工業連合会の協力の下に地元
企業の社長、役員等を講師に迎えて計 7社・延 8回に亘り「ゲスト講義」を実施した。
講義では、直接経営者からの声を聴くことで学生にとっては大きな刺激となり、今後の就職
活動や企業情報の収集に役立ったと思われる。
　また、学生・保護者を対象とした就活準備セミナーに関しては、他大学の就職関連部署に
も学生への周知を依頼し、当日は他大学からの参加者もあった。
同セミナーでは、保護者向けの講演会と学生向けの企業セミナーに分けて実施し、講演会で
は最近の企業の採用動向や保護者としての学生への係わり方等に関する内容であった。
　尚、保護者には同時開催の企業セミナー会場へも足を運んで頂くことで、実際に学生が取
り組んでいる就職活動の様子が窺えるような企画とした。実施後、参加した保護者の感想と
して、学生の就職活動の様子が体感できたということで概ね好評であった。

就活準備セミナー（保護者向けセミナー）の様子（2月開催） 合同会社説明会の様子（3月開催）



東海大学　経営学部　教授（就職委員長） ・小野 豊和　東海大学キャリア就職センター

連携機関　

ココプロジェクト（COC+PROJECT）
地元企業の魅力発見！シンポジウム

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
【概要】
◎東海大学熊本キャンパス学生の就職先として熊本地元企業を紹介、その魅力から熊本県内
就職率アップを目指す。
◎シンポジウムを通じて、地 ( 知 ) の拠点の大学として地元企業の活性化に寄与・貢献する
人材を育てる。
◎シンポジウム形式で１回３~６社の人事採用担当＋先輩社員を呼び学部別に４回開催する。
◎開催時期：11月以降４回に分けて開催。
◎対象：熊本キャンパスの経営学部・基盤工学部・農学部（熊本地震以降同じキャンパスと
なる）の３年次生を中心に１、２年生も可とする（２００～４００人）
◎招聘候補企業は、不動産、金融、証券、生保、自動車、エネルギー、通販、放送、精密機械、
機械加工、金型、プラスチック加工、半導体、農業、乳業、製粉業など

【目的】
◎学生に熊本地元企業の認知度を高め、地元に就職しようという意識高揚を図り地元就職希
望者アップを目指す。
◎地 ( 知）の拠点としての強みを生かして、卒業生の地元就職率アップを目指す。
◎全国に展開する東海大学の特徴を活かし J ターン、I ターン、U ターン就職先としての熊
本を印象付ける。
◎地元企業側に東海大学学生の魅力に直接触れてもらい本番（会社説明会）前に知り合いと
なる。
◎入学・卒業・就職の太い流れを構築する（卒業生、後援会組織の活用）。　地元就職率の
向上のためには、大都市圏流出を抑えるべく、新たに県内に魅力ある就業先を創ることが必
要である。その一方、県内には数多くの中小企業および創業間もないベンチャー企業も多く
存在している。新たな就業先を創るより即効性のある、これらの就業先を多くの学生に魅力
あるものとして認識してもらう環境を整え、県内就職率向上に貢献する。熊本県中小企業診
断協会主催、熊本県、熊本市、商工会議所連合会、商工会連合会、くまもと産業支援財団等
が後援する平成 28 年度新入社員研修講座に参加協力する企業等を中心に、余り例のない中
小企業に特化したインターンシップ実践と中小企業魅力浸透のためのイベントを開催した。
延べ 15 回の企業訪問の結果、報告書を取りまとめ、その要旨について 2016 年 11 月 19 日
に成果発表を行った。



活動内容と成果・効果
・『業界研究　地元企業発見　就活シンポジウム』と銘打って経営学部・基盤工学部・農学
部学生を対象に４回開催。就活を控えた３年生のほぼ全員に当たる約 450 人の学生が参加。
「会社概要の説明」＋「先輩社員による働く現場の話」を聞き、その後のフリーディスカッショ
ンを通じて合同企業説明会では聞き難い細部にわたる質疑応答の機会を実現することができ
た。　　　　
・就活解禁の３月中旬に開催した学内合同企業説明会ではシンポジウム参加企業のブースに
一番に行く学生もあり、本企画の効果を確認できた。
・運営方法としては１回当り３～６社の人事採用担当＋先輩社員を招聘、学部別に実施。特
に農学部は就活出陣式に併せて実施した。
・招聘企業は㈱えがお、( 有 ) 木之内農園、㈱熊本放送、㈱ KIS、㈱コスギ不動産、日本生命 ( 相 )、
オムロン阿蘇㈱、小森プラスチック㈱、金剛㈱、野田市電子㈱、平田機工㈱、㈱興農社、熊
本乳業㈱、熊本製粉㈱、熊本酸素㈱、㈱エムロード、熊本トヨタ自動車㈱の 17社
・シンポジウムの模様を熊本キャンパスのホームページに掲載し、本 COC＋助成金を活用し
た活動を全学及び一般に知らしめた。さらに３月下旬に開催された全学就職委員長会議で熊
本での成功事例として報告した。

【添付資料】
①ホームページ掲載内容（経営学部）
②ホームページ掲載内容（経営学部・基盤工学部）
③参加学生の感想（経営学部）
④参加学生の感想（基盤工学部）
⑤４回の案内ポスター
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資料⑤  ＜学内案内ポスター＞ 

 



熊本高等専門学校 地域イノベーションセンター　（代表）センター長 /教授・小田川裕之

連携機関：熊本県工業連合会、熊本県警本部サイバー対策課、WIX.com社等

“オール熊本” で取り組む地方創生の情報発信拠点化のための人材育成講座
(1) サイバーセキュリティ及びネットワークマーケティングに係る実践的人材育成、
(2) 地域再発見・郷土志向育成、(3) インターンシップ、(4) 国際化

プロジェクトメンバー

プロジェクトの概要・目的
　熊本高専では、より実践的な研究や技術者の育成を行っており、COC+ においては「“オー
ル熊本”で取り組む地方創生の情報発信拠点化のための人材育成講座」と題した特別プロジェ
クトを実施することとした。
　情報化社会である現代において、サイバー攻撃に対するセキュリティ対策は喫緊の問題と
なっており、公的機関、企業等においても、この問題に対応できる人材育成が急務となって
いる。また、他方ではネットワークを活用して熊本の魅力を発信し、全国的なマーケティン
グと結びつけることが出来る人材の育成も必要不可欠な状況となっている。
　本プロジェクトは、都市圏での雇用集中により、多くの優秀な人材が県外に流出している
現状において、県内でニーズがありながら不足しているサイバーセキュリティとネットワー
クマーケティングに対応できる人材育成を行い、将来的な県内の雇用拡大を図ることを目的
としている。

活動内容と成果・効果
　本プロジェクトは、次年度以降も継続して取り組むこととしており、初年度となる平成
28年度においては次の活動を行った。（詳細は添付資料参照）

①サイバーセキュリティネットワーク構築
　サーバー 1 台、クライアント 17 台等からなるクローズ型バーチャルネットワークを構築
した。次年度より実際にウイルスが混入した環境をつくり、実践的なサイバーセキュリティ
講習を実施する。

②実践的ネットワークスペシャリスト人財育成講座（1回目 29人参加、2回目 22人参加）
　11月5日、12日に熊本高専熊本Ｃにおいて開催。長崎県立大及びWix.comから講師を招き、
サイバーセキュリティとネットワークマーケティングに関する講習を行った。なお、企業職
員及び高専学生が主な参加者だったため、3 月 11 日に熊本学園大学において大学生を主な
対象とした 2回目の本講座を開催した。

③地方創生公開講座「天草下浦石工の活動」（11人参加）
　11月 19日に熊本高専八代Ｃにおいて、地域再発見・郷土志向育成の一環として開催した。

④地方創生公開講座「熊本市周辺の湧泉めぐり」（15人参加）
　12 月 10 日に地域再発見・郷土志向育成の一環として開催。熊本市内を中心に借上バスに
て移動、現地にて水資源の現状について解説を行った。　



①クローズ型バーチャルサイバーネットワーク構築 

サーバー１台、クライアント１７台等からなるクローズ型バーチャルネットワークを構築しました。 

平成 29 年度からこのバーチャルネットワークの中で実際にウイルスが混入した環境等をつくり、ＰＢＬ 

手法を取り入れた実践的なサイバーセキュリティに対応できる人材の育成を推進します。 

  

 

 

② 



 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 

●八景水谷（熊本市北区） 

●水前寺江津湖公園（熊本市東区） 

●浮島・天然プール（嘉島町） 

●前ん川の出水・姫井乙姫神社（菊池市旭志） 

熊本県内 1333 箇所の湧泉調査に基づき、県内の地下水の 

現状を概説した後に、豊富な地下水のメカニズム、生活密集地 

の湧水の枯渇の問題、忍び寄る地下水汚濁、特に硝酸性窒素濃

度の上昇などを現地で解説しました。また、熊本地震の際に飲

用水の不足が喫緊の課題となった点を取り上げ、地震災害時に

おける湧水の利用について具体例を提案しました。珍しい現象

として、熊本地震の影響でゲートボール場に湧き出した小さな

湧水を紹介すると、参加者から歓声が上がりました。アンケー

トの結果でも”大変興味深かった””湧水の大切さを知った”

との声が多く寄せられ、熊本の豊富な地下水を実感する講座と

なりました。 





 

【広報物】 

  

 

  

 

 

 



【新聞掲載】 
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COC+
特別プロジェクト

2017年度



01. "Amakusa Medical Students (AMS)" プロジェクト
天草出身医療系学生が主導する、次世代の地域医療担い手を育むための基盤づくり

プロジェクト
メンバー

熊本大学大学院生命科学研究部（薬学系）教授・入江 徹美

プロジェクトの概要・目的

　熊本県地域医療再生計画地域に指定されている天草は、高齢化・人口減少に伴い、医療提供体制に多くの問題を抱え

ている。これまで、熊本大学の医療系大学院 HIGO プログラムの学生は天草で現地調査を行い、行政・医療関係者との

多職種連携のもとに地域医療の課題抽出・分析を行ってきた。

　本プロジェクトでは、これまでの取り組みから見えた課題「地域医療人材の確保」に向けた新たな取り組みに挑戦する。

具体的には、天草から熊本市内に進学した医療系大学生・専門学校生から成る”Amakusa Medical Students (AMS)”

を介して学生間の交流の場をつくり、地域医療の課題解決に携わってきた天草出身の HIGO プログラム生をアドバイザー

として、より成熟した知識や考えを後輩に伝え、次世代の地域医療の担い手としての育成を図る。さらに、天草地域の行政・

医療関係者と連携してワークショップや健康フェアを開催し、学生が地元の地域医療の実情を現地で学び、故郷のため

にできることを共に考える機会を創出する。

具体的な活動内容と成果・効果

　本プロジェクトでは、主に 5 回のイベントを実施した。 (1) 地域医療勉強会 (H29.9.13-15)：上天草市・天草市役所、

湯島（離島）診療所、上天草総合病院、上天草市の診療所・保険薬局・特老を訪問し、天草地域の医療の現状や課題

を学んだ。(2) 上天草市健康フェア (H29.11.23)：小学生を対象にした薬剤師体験ブース・くすり実験教室を天草郡市薬

剤師会と共同で出展した。また、中高生を対象とした熊本の医療系大学・専門学校の紹介ブースを出展した。(3) AMSワー

クショップ (H29.12.16)：AMS メンバーと地元の高校生が参加し、地域医療の課題に対する解決策をグループにわかれ

て考えた。(4) A-1グランプリ(H30.2.3)：天草地域の医療・行政関係者に12.16 に開催したワークショップで出た解決

策を提案した。(5) AMS 活動報告会 (H30.3.4)：熊本大学薬学部にてAMS 活動報告会 ( 天草地域の医療従事者との

パネルディスカッション、A-1グランプリのポスター発表 ) を開催した。本プロジェクトのイベントを通して、25 名の AMS

メンバーを集めることに成功した。また、具体的な地域医療の課題解決に向けた提案を行うことができた。来年度は提案

された案の実現化を目指して取り組んでいきたい。

連携機関等 天草市、上天草市、苓北町、天草郡市薬剤師会、上天草総合病院、
上天草看護専門学校



別紙１

ＣＯＣ＋事業「特別プロジェクト経費」完了報告書

【イベント実施の写真】

(1) 地域医療勉強会(H29.9.13-15)

上天草市健康福祉部・天草市健康福祉部職 上天草市立湯島へき地診療所に訪問

員による講演（上天草市松島庁舎）

上天草市の保険薬局に訪問 小児科医師 島田 康 先生・上天草市立

上天草総合病院院長 蓮尾 友伸 先生に

よる講演

(2) 上天草市健康フェア(H29.11.23)

薬剤師体験ブース くすり実験教室

(3) AMS ワークショップ(H29.12.16)

グループディスカッション



(4) A-1 グランプリ(H30.2.3)

グランプリ発表・質疑応答 参加者集合写真

(5) AMS 活動報告会(H30.3.4)

パネルディスカッション ポスター発表





02. ＣＯＣ+事業特別プロジェクトによる産学連携の推進支援
COC+ 事業特別プロジェクト（産学連携）シンポジウムの開催

プロジェクト
メンバー

熊本大学くまもと地方産業創生センター COC+推進コーディネータ・
林田 安生

プロジェクトの概要・目的

　県内企業が抱える問題を把握しその解決に向けた課題設定等について検討する、熊本大学における地方創生フィール

ドワーク（ＣＯＣ＋科目）、崇城大学でのキャリア科目等の平成２８年度から平成２９年度にかけての取り組みに関してシン

ポジウムを開催する。

　これらの取り組みでは教員、企業、学生が連携して密に検討を行うため、学生の県内企業への理解の深化が効果的

に促進され、引いては、地域企業への就職による地元定着率の向上にもつながるものと期待される。本プロジェクトでは、

シンポジウムの内容を大学内部、企業、マスコミを対象に情報発信し、これらの取り組みの更なる発展を図る。

具体的な活動内容と成果・効果

　COC+ 特別プロジェクトを実施している熊本県立大学、崇城大学、尚絅大学、東海大学、熊本学園大学の COC+ 担

当窓口に対してプロジェクトの趣旨を説明し、プロジェクトへの協力を依頼した。また、シンポジウムでの発表案件について、

当該窓口を介してとりまとめを行った。

　開催については、プロジェクトの目的である学内外への情報発信についてシンポジウム開催での実効性を高めるため、

平成２８年度より開催している「くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム」の中でのポスター発表等として実施するこ

ととし、フォーラムの開催担当の熊本大学イノベーション推進センターとの協議で同センターから了解を得ると共に、平成

29 年度第９回熊本地方 COC+ 推進協議会企画委員会（H29.11.15 開催）で承認を得た。

　平成 30 年 3 月 2 日にグランメッセ熊本で開催された上記フォーラムにおいて、「行政・保育施設・養成校の協働した

保育環境の質保証」（尚絅大学短期大学部　増淵千保美准教授（尚絅子育て研究センター長））等１６件の発表があり、

担当教員や学生がフォーラムに参加した企業職員等に対し説明や意見交換を行った。また、熊本大学工学部佐々木満准

教授他はセミナー「九州特産物を有効活用した産業創生と地域活性化」を開催し、後の産学連携プロジェクトの立案に

関する意見交換を実施した。なお、フォーラムの中で、熊本大学文学部牧野厚史教授、崇城大学芸術学部デザイン学科

岩上孝二教授は、連携している天草漁協水産加工部会と成果の活用等について協議を行い取り組みを推進した。





No ブース 発表代表者所属・役職 発表代表者氏名 発表内容

1 13 尚絅大学短期大学部・准教授 増淵千穂子 行政・保育施設・養成校の協働した保育環境の
質保証

2 19 熊本県立大学・特任講師 本田　藍 地域・大学が連携して大学生と地域住民に食育を

3 23 熊本学園大学・教授 波積真理 大学生による着地型観光の企画

4 26 尚絅大学・准教授 狩生　徹 食に関する産学連携と地域貢献事例紹介

5 32 熊本県立大学・准教授 友寄博子 地域農産物の機能性を探索して新たな価値を創
造

6 37 熊本県立大学・准教授 佐藤　哲 調査・研究活動の中心に "ものづくり"を

7 41 熊本県立大学・教授 石橋康弘 廃棄物に関することは何でもご相談下さい

8 47 崇城大学・教授 辻田祐純 欲しい人財を一緒に育てませんか？

9 56 熊本大学・特任准教授 太田広人 安全安心な機能性食品・農業の開発を目指して

10 66 熊本学園大学・教授 境　章 ICT で地域活性

11 67 崇城大学・教授 寺本祐司 地域産業及び教育機関と連携した地域の人材育
成と産業支援

12 68 尚絅大学短期大学部・教授 菊池秀彦 食品成分による白血球機能修飾機構の解析を行
う

13 69 熊本学園大学・大学院生 呂　宜静　他 日台文化交流ネットワークー異国から始まる生活ー

14 70 熊本県立大学・教授 松崎弘美 微生物の機能を食・健康・環境分野に応用する

15 85 尚絅大学・准教授 北口英穂　他 若者目線でインバウンド観光促進

16 86 熊本大学・教授 牧野厚史　他 地域産業活性化に向けた産業調査及び PR プロ
ジェクト

セミナー 熊本大学・准教授 佐々木満 九州特産物を有効活用した産業創生と地域活性
化

くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム（H30.3.2, グランメッセ熊本）での 
COC+関連発表





プロジェクト
メンバー

熊本大学文学部教授・牧野 厚史

プロジェクトの概要・目的

　天草市牛深地域では、サバ等複数の魚種を原料に、うどんのダシ等として使用される雑節の製造が盛んに行われている。

雑節は主に業務用として流通し、製造企業や地域名が消費者の目に触れることは少なかったが、近年、雑節人気が高ま

る中で、製造地域の歴史文化といった商品の背景と結合した商品の展開を推進することが業界の課題となっている。本プ

ロジェクトでは、この業界が抱える課題の達成を支援するため、昨年度の取り組みを踏まえ、製造地域の歴史文化等の調

査を進め、論文等の形態としてとりまとめると共に、調査結果等を地域内外で公開し普及を図ることを目的とする。

具体的な活動内容と成果・効果

 天草市の水産加工（雑節製造業界）への産業調査について、産業調査票の作成、配布、回収、集計、成果としてのと

りまとめを行い、天草地域で生産される雑節が国内で大きなシェアを持つこと、また、雇用面からも当該産業が地域にとっ

て重要であること等を明らかにした。これらの結果については業界団体（天草漁協水産加工部会）と協議しつつ資料とし

てとりまとめ、熊本県立牛深高等学校、熊本県立拓心高等学校マリン校舎及び本渡校舎で高校生及び地方自治体職員

等を対象にしたセミナーを行い、成果の普及を図った。また、PR 資料の作成については、昨年度の取り組み成果も参考に、

業界団体等と協議を行いつつ、その意向を踏まえてパンフレット及びポスター案を作成、業界に提示した。

　上記の取り組みに先立ち、学生が地域産業をよりよく理解しつつプロジェクトを推進できるよう、当該学生を対象にした

企業への取材等に係る研修会を実施した。

　なお、これらの取組みの成果について、くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム（3/2 グランメッセ熊本）でポスター

発表を行い、学生と参加した企業等との出会いの場を創出した。

　業界団体は、本プロジェクトの成果について業界を対象にした講演により普及を図ると共に、その活用について協議し

ていきたいとしている。

03. 地域産業活性化に向けた産業調査及びＰＲプロジェクト
（地方創生フィールドワークの推進）

天草の水産加工の歴史文化に関する調査研究（熊本大学）
天草雑節製造業界と連携したＰＲコンテンツ（公開用）開発（崇城大学）

連携機関等 崇城大学芸術学部教授・岩上孝二、熊本県立大学総合管理学部教授・丸山 泰（アド
バイザー）、天草水産加工協同組合、（株）談、くまもと地方創生産業創生センター　他









04. 地域農林水産資源を活用した県内企業等の連携及び連携
による商品開発の推進
小国杉等を活用した商品開発に向けた連携

プロジェクト
メンバー

熊本大学パルスパワー科学研究所
大学院自然科学研究科複合新領域科学専攻　准教授　佐々木 満

プロジェクトの概要・目的

　熊本県内では各地域の農林水産資源を生かした様々な商品・サービスが地域内外で展開されており、地域振興にとって

重要なものとなっている。

　南小国町では、地域企業等が行うこのような商品・サービス開発を支援するため、国が実施する地方創生加速化プロジェ

クトにより、３ＤＣＡＤデータを用いて木材をＮＣ加工、レーザー加工できる高度な加工機器や植物より精油を取得できる

蒸留器を備えた実験的地域工房「ＦＡＢＬＡＢ」を開所する。その中で、FABLAB の活用に関する地域企業等のネットワー

クづくりや連携による商品・サービスの開発推進が次の課題となっている。

　そこで、本プロジェクトでは、当該地域の振興に向けた FABLAB の活用、杉精油を活用した高付加価値商品の可能

性等について検討し、地域企業等の連携や連携による商品・サービス開発の推進に資する。

具体的な活動内容と成果・効果

　FabLab 南小国の取り組みについて、平成２９年前期に実施者が担当する授業「ものづくりとの科学と技術Ｄ」（対象：

主に熊本大学学部１年）で紹介した。当該授業では、次年度以降、県内企業等の参画による問題解決等を内容に盛り

込みたいと考えており、本プロジェクトにおいてＦabＬab南小国の取り組みを企画段階から支援し産学連携を強化しつつ、

当該授業において学生への産業における問題の提示にも活用できるノウハウの蓄積や資料の作成も行った。

　具体的には、FabLab南小国が計画している製品等の試作（設計）等への支援を行いつつ、当該施設に関する調査を行い、

施設利用関連の映像資料を試作した。

　その他、プロジェクト担当からの提案により地域産木材を利用した蒸留酒熟成器の試作も行ったが、崇城大学が球磨

焼酎酒造組合等と連携して実施しているプロジェクトセミナーで紹介したところ反響があり、プロジェクトに係る大学、企

業等のネットワークが拡大しているところである。

　本プロジェクトの取組みのを踏まえ、今後の県内企業等との共同研究開発事業の立案に向けて、くまもと産業復興支

援フォーラムシンポジウム（3/2 グランメッセ熊本）会場内で、シンポジウム「九州特産物を有効活用した産業創生と地域

活性化」を開催した。

連携機関等
（株）FOREQUE、南小国町、（研）森林総合研究所 九州支所 所長　木口実（ア
ドバイザー）、星薬科大学 特任教授　塩田清二（アドバイザー）、崇城大学芸術
学部 教授　岩上考二（アドバイザー）、くまもと地方産業創生センター　他



FabLab 南小国関連映像資料

シンポジウム「九州特産品を有効活用した産業創生と地域活性化」開催風景等

FabLab 南小国での取り組みの支援等で作成した試作品

05.



05. 学生の就職活動支援事業
学生への就職関係情報の提供、企業との交流機会を創出する

プロジェクト
メンバー

熊本学園大学学術文化部事務次長・東 勇一

プロジェクトの概要・目的

　本事業の主旨は、「地元志向の涵養と地元定着・就業」であり、学生の地元定着を促進することが主な目的である。そこで、

平成 29 年度の本事業の特別プロジェクトでは前年度に引き続き、学生の就職活動支援に重点を置いた事業を実施した。

主な取組みは「ゲスト講義」、「企業訪問」と「就活準備セミナー」である。従来から実施していた学内会社説明会に加え、

地元企業から講師を招く「ゲスト講義」や実際に企業（事業所等）を訪問することにより企業の現場環境を体感してもら

うための「企業訪問」（バスツアー）を企画、実施した。更に主な地元企業が参加する「就活準備セミナー」は県内他大

学にも案内を行ない、広く参加者を募った。また、学生の就職に関して保護者の意向が反映される傾向もあるとのことから、

保護者に対する働きかけや支援の必要性を考慮し、昨年に引き続き保護者を対象とする「保護者向け就活準備セミナー」

も開催した。学生が就職活動を行う際に地元企業がその活動の選択肢となるように情報提供の機会を設けた。

具体的な活動内容と成果・効果

　学生が県内企業の現状把握を行うための支援活動を行った。昨年に引き続き熊本県工業連合会の協力の下に地元企

業の社長、役員等を講師に迎えて「ゲスト講義」（90 分 ) を 6 回（6 社）実施した。講義では、直接経営者の声を聴くこ

とで（学生にとって）当該企業への関心喚起のみならず、今後の就職活動や企業情報の収集活動に役立つものと思われる。

「企業訪問」は実際に現場（事業所）を訪ね、環境を知るために必要であり、現場での「発見や気付き」は学生の「仕事」

に対する様々な想いの解決の一助ともなることが期待される。また、学生・保護者を対象とした「就活準備セミナー」は

保護者向けの講演会と学生向けの企業セミナーを同時に開催し、保護者向け講演会は最近の企業の採用動向や保護者

の学生への係わり方等に関する内容であった。参加した保護者の感想としてはセミナー会場へも参加することができ、学

生の就職活動の様子が体感できたということで好評であった。他大学の就職関連部署にも学生への周知を依頼し、当日

は他大学からの参加もみられた。



06.



06. くまおとFestival（仮称）によるＤＭＯ創生プロジェクト
熊本県、近畿日本ツーリスト、エイベックス・トラベル・クリエイティブとの連携により、熊本地震からの復興に
向けてコンサートを契機としたＤＭＯ観光商品開発及び観光情報発信を通じて観光産業の振興に貢献する。

プロジェクト
メンバー

熊本学園大学商学部教授・波積 真理

プロジェクトの概要・目的
　熊本県及び近畿日本ツーリスト等（以下「近ツリ等」という）の要請を受け、熊本学園大学商学部ホスピタルマネジメン

ト学科及び熊本大学 Kumarism が共同で、熊本地震で疲弊した観光地の復活を支援するため、近ツリ等が開催する大規

模コンサートの企画及びそれを契機としたＤＭＯ旅行商品の開発及び観光情報の発信を行う。

　この取り組みを通して、熊本地震による経済的影響を最も受けている観光産業の復興を支援するとともに、学生には企

業や地域と連携した課題解決プログラムとして位置付け熊本の魅力の再認識の契機とし県内就職の動機づけとする。

　大規模コンサートは当面実施が見送られたが、近畿日本ツーリストの協力により、「ＤＭＯ創生プロジェクト『きなっせ！

くまもと』」の実現に向けてＤＭＯ旅行商品開発に関するセミナーを２回実施し、その成果を踏まえて人吉球磨地域と菊池・

山鹿・玉名地域の現地調査を実施し同社商品開発システムを活用した企画を作成した。また、次年度以降の具体的な取

り組みの協議に向けて上京し関係機関との調整を実施した。

具体的な活動内容と成果・効果

　近畿日本ツーリストの協力により、熊本学園大学波積研究室及び熊本大学 Kumarism の学生を対象とした次の事業を

実施した。

（1）熊本魅力発信プロジェクト（仮） 着地型商品創出ワークショップ

① 開催時期及び場所：１２月９日（土）熊本学園大学図書館、１月１３日（土）熊本大学くまもと地域産業創生センター

内会議室、２月２２日（木）熊本学園大学図書館

②講師：ＫＮＴ－ＣＴホールディング㈱冨澤地域振興部長

③ セミナーの内容：第１回は商品づくりのポイントとマーケティングの考え方に関する座学、第２回は地域資源の洗い出し

ワークと視察先の話し合い、第３回は現地調査を踏まえた企画づくり

（2）現地調査

　① 人吉・球磨地域：２月１５日（木）相良村雨宮神社、ＪＲしんぺい号体験、人吉市大村横穴古墳群、鍛冶屋町、人吉城址、

永国寺、武家屋敷当を関係市町測の担当者の案内で調査。

② 菊池・山鹿・玉名地域：２月１６日（金）大津町上井手、下井手遺構、ツインスター、八千代座界隈、トンカラリン、

江田船山古墳当を関係町の担当者の案内で調査した。

（3）東京地域関係企業との協議

　次年度以降の具体的な取り組みに関して協議するために次の企業を訪問した。

　① ミュージックセキュリティーズ：近畿日本ツーリストと提携して被災地応援ファンド出資者ツアーを計画しておりその進め

方について協議した。

② ㈱ＭＡＲＵＫＵ：熊本の魅力発信にあたつてＳＮＳマーケティングのノウハウを有する同社と今後の取組について協議し

た。

③近畿日本ツーリスト：ミュージックセキュリティーズのツアー及び本プロジェクトの次年度の取組について協議した。

連携機関等 熊本大学、熊本県、㈱近畿日本ツーリスト
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07. ”オール熊本”で取り組む地方創生の情報発信拠点化のための人財育成講座
(1) サイバーセキュリティ及びネットワークマーケティングに係る実践的人財育成、(2) 地
域再発見・郷土志向育成、(3) インターンシップ、(4) 国際化

プロジェクト
メンバー

熊本高等専門学校地域イノベーションセンター長 教授・小田川裕之

プロジェクトの概要・目的
平成２8 年度ＣＯＣ＋特別プロジェクトを継続し、地方創生の情報発信拠点化のため次の人財育成講座を実施する。
１．ＩＴ利活用者向けセキュリティコース

(1) 専門の講師によるサイバーセキュリティの動向、対応の解説
(2) サイバー攻撃への対応実習

２．ネットワークマーケティング実戦コース
(1) くまもとの地方創生と地産地消の情報発信のための Web 作成実践実習
(2) 地域活性化とビジネスモデル教育

３．地域再発見コース
(1) 地方創生公開講座の実施
１については、高専の特性を活かし、県警サイバー対策課、ネットワーク企業等の協力の下、講義及びＰＢＬ

手法を取り入れた実践的なスキル実習等を行い、情報発信に必須な ICT 技術（コミュニケーション性を強調した
情報通信技術）を有し、サイバーセキュリティに対応できる人財の育成を行う。
　２については、情報発信・ネットワークマーケティングに必須な最新の Web 作成について実践的教育を行う。
　３については、地域志向を育成するための地方創生公開講座を行う。

具体的な活動内容と成果・効果

上記１について
・1月 29 日 ( 月) に熊本高専熊本キャンパスにて「サイバーセキュリティ・トレーニング」を開催（社会人等を
　中心に校外から21名参加）
・実施内容
　講演「サイバーセキュリティの動向とサイバー人材教育」（鶴岡高専 佐藤淳 教授）
　演習「サイバーセキュリティ・トレーニング」（カスペルスキー社 松岡正人 氏）
・成果・効果
　　情報セキュリティにおけるリスクの予見、攻撃の発見、攻撃からの防御、インシデントへの対処などの
　演習を行い、地方創生の情報発信の拠点となる人材に必要な専門的スキルの向上を図った。
上記 2 について
・10 月 20 日 ( 金 )、11月10 日 ( 金 ) に熊本高専熊本キャンパスにて「実践的ネットワークスペシャリスト人財
　育成講座 ( ベーシックコース)」を開催（高専生を中心に約 100 名参加）
・実施内容
　演習「Wix.comを活用したサイト制作の基礎とウェブマーケティング」（日本 Wix 振興プロジェクト 
　神戸洋平 氏ほか）
・成果・効果

モバイル端末にも対応し操作も簡単な Wixを教材に、ＨＰ作成やウェブマーケティングについて演習など
を行い、地方創生の情報発信の拠点となる人材に必要な基礎的スキルの育成を行った。

上記３について
・財源の都合もあり、当初予定していた地方創生公開講座は本校公開講座として実施

連携機関等 熊本県工業連合会、熊本県警本部サイバー対策課、Wix.com 社等



❶ 実践的ネットワークスペシャリスト人財育成講座 (ベーシックコース)

　平成 29 年10月20日 (金 )と11月10日 (金 ) の 2回に分け、熊本キャンパスにて「実践的ネットワークスペシャリ

スト人財育成講座 (ベーシックコース)」を開催した。

　本講座は、実践的な技術者を養成する高等専門学校の特性を活かし、くまもとの地方創生と地産地消の情報発信

の拠点となる人材 (財 )を育成することを目的としたもので、日本Wix 振興プロジェクトの代表理事 神戸洋平氏と専務

理事 柳澤輝氏を講師として招き、モバイル端末に対応し操作も簡単なソフトウェア (Wix)を教材に、ホームページの作

成方法やウェブマーケティングについて講座及び実習を行った。

　今回の受講者は約100 名で、主に高専生が占めたが、熊本県警のサイバー対策課などからも参加があり、受講後は

分かりやすく満足したとの感想が多数寄せられた。

❷ サイバーセキュリティ・トレーニング

　平成 30 年1月29日（月）、熊本キャンパスにて「サイバーセキュリティ・トレーニング」を開催した。

　本講座も、秋季に開催したネットワークスペシャリスト人財育成講座と同様、本校COC+事業の一環として情報発信

の拠点となる人材の育成を目的としたもの。

　当日は、主に校外から21名の受講者があり、最初に鶴岡高専創造工学科教授の佐藤淳氏から「サイバーセキュリティ

の動向とサイバー人材教育」と題し講演が行われ、昨今の情報インシデントの傾向を踏まえると、最初から多種多様化

するインシデントの全てに対応できる人材の育成は難しく、種々の問題を見据えつつも、まずは専門分野を持たせて教

育を行っていくしかないなどの話があった。

　講演に続き、世界的にも最高クラスのセキュリティソフトを有するカスペルスキー社のビジネスディベロップメントマネー

ジャーである松岡正人氏から、同社のゲーミフィケーション理論に基づく教材を用いた演習が行われた。演習では、リス

クの予見、攻撃の発見、攻撃からの防御、インシデントへの対処など様々な場面において自己のセキュリティ対応レベ

ルがどの程度あるのかなど、セキュリティ意識の底上げがゲーム方式で行われ、受講者からは能動的に学べ、理解を深

めることができ、実践を交えたもので今後の仕事に活かすことができるなどの感想が寄せられた。

実践的ネットワークスペシャリスト人財育成講座 (ベーシックコース )
アンケート

❶ アンケート回答率

アンケート配付枚数 アンケート回答数 回答率

102 88 86.3%

❷ 男女別

男性 67

女性 21

合計 88

男性
76%

女性
24%

❸ 年代別

10代 77

20 代 3

30 代 5

40 代 2

50 代 1

60 代

合計 88
10 代
88%

20 代
3%

30 代
6%

40 代
2%

50 代
1%

❹ 職業別

高専生 80

公務員 7

自営業 1

合計 88

高専生
91%

会社員
8%

自営業
1%

❺ 住所別

熊本市 52

合志市 13

菊池市 6

大津町 3

八代市 3

阿蘇市 2

菊陽町 2

益城町 1

嘉島町 1

天草市 1

南阿蘇村 1

苓北町 1

未回答 2

合計 88

熊本市
59%合志市

15%

菊池市
7%

大津町
4%八代市

4%

阿蘇市
2%

菊陽町
2%

益城町
1%

嘉島町
1%

天草市
1%

南阿蘇村
1%
苓北町
1% 未回答

2%

❻ 時間数について

多い 適当 少ない 未回答

7 76 4 1

❼ 内容はいかがでしたか

分かりやすかった 普通 わかりにくかった

71 17 0

フリーコメント

とてもくだけた解説で聞きやすく分かりやすかった 

詳しくていねいな説明で分かりやすかった 

1つ1つ同時進行で説明していただいたのでわかりやすかった

指導中に同時進行でやりながら教えてくれたので 

wixの操作が簡単で説明も分かりやすかった 

wixで多くのことができることはわかったが,、Webサイトといっても複数の種類があり、コーポレートなのかプログなの

か1つの目的に絞ってもらうと理解できると思う

説明が分かりやすく、話も面白いので内容がしっかり入ってきた 

手頃を１から説明してくれたから

資料もわかりやすく、順を追って説明していてwixの使い方を理解できた

専門性があっておもしろい

HTMLの授業を受けているが、それよりも便利だということが分かったから

初めてでもついていけた

wix自体の操作が簡単だったため

プロジェクターを用いて1つ1つの動作を実済しなら説明していた

必要な点をかいつまんでいた

詳しく教えていただいた

wixの操作もそれ程むずかしくなく、また自分自身でやりながら受講できたので理解しやすかった

ツールそのものが単純で分かりやすかった

簡単な事もていねいに教えてくださった

進む速度がちょうどよかった

詳しく説明してあった

講座もとてもわかりやすかったか、wixが使いやすかったのもある

作業もとても簡単で説明も分かりやすかったから

実践しなら進めていけたから

資料があったのでわかりやすかった

スクリーンに映したりしてわかりやすかったから

実際に見せてしてくれたしペースもこちらにあわせてくれたから

普段やっていることに比べればとても簡単だったから

説明がていねいだった

まだまだ奥深く知りたい

実録に使用している画面を見ながらなのでやりやすかった

一つ一つ説明をしてくれたから

とても聞きやすかった

資料がわかりやすかった

実際に講師の方に説明してもらったから



丁寧な説明だった

やることに対しての説明が充分であったから

Wixは使い方が簡単なので授業時間数は適当だと思う

わかりやすく楽しい授業だったから

モニターを使って説明していたところ

スクリーンを使っていてよかった

実録に話を聞きならやってみること出来たから

みんなのペースを確認しなら進めていた

一番最初のところからひとつひとつ丁寧に説明されていた

説明が丁寧だったので

理解できたため

楽しかったから

一つ一つ丁寧に説明があったので分かりやすかった

一つ一つの作業を丁寧に解説してくれた

直感的な操作ができたため

時間内で一定に理解出来る内容となっていました

説明が丁寧で分かりやすかった、初めて使ったけど使いやすい

自分でも簡単にホームページ作成できることが分かりやすく説明してあった

丁寧な説明で理解することができた

ホームページ作成、セキュリティなどわかりやすかった

もっと難しいと思っていたのでwixを知ってよかった

PCの実機を使用しての講座だったので理解しやすかった

実際に自分で動かしながら講座を受講できたためイメージしやすかった

実際にパソコンを使用しながらの説明だったから分かりやすかった

説明が長くて演習の時間が短くねむくなった

操作の仕方など分かりやすく教えていただけたから

分かっている事 (フォントサイズ変更等 )は説明を省いてもいいと思ったから

以前習った

分かりやすいところと分かりにくいところが入り混じっていたため

進行が少し早かった

説明が多かったから

少し触ったことがあったから

聞きやすかったから

使い方はだいたい分かったから

簡単にHPが作れるから

自分のサイトを作れてクオリティが高かったので

使いやすさとデザイン性でバランスもよかった

普段web ページ制作の授業を受けているので、とても興味を持ったし面白かった

最新のことを学べている気がした

ゆっくりていねいに説明があったから

今後、自分でwixを使えるほどになったから

HTMLを使わなくてもページがつくれることを知ってよかった

過不足がないから

最初からある程度の出来のHPを作ることができたため

簡単にWebサイトを作ることができた

自分の知らなかったwixデザインツールを知ることができ、かつとても楽しかった

もともと興味があったから

分かりやすくて楽しかった

自分だけのものを作ることができるので楽しく満足した

興味を引く内容で面白かった

楽しかったから

他の高校ではできない、良い体験ができた

wixの使い方がわかった

おもしろく作っていて楽しいから

新しいことを知れてよかったから

面白かった

楽しかった

色々な事ができて楽しかった、興味を持った

Webサイトを作ったことがなかったので面白かった

楽しかったから

簡単にホームページを理解できたため

講師の方の分かりやすい説明でとてもよく理解出来た

難しいプログラムを知らなくても作成できる 

講師の先生と並行して作成していたので、これを参考にして応用できると思った

基本的な使用方法が理解できたため

今後普及していくであろうツールであり、知ることできてよかった

❽ 満足度はいかがでしたか

満足 概ね満足 普通

5 12 1

あまり満足できなかった 全く満足できなかった 未回答

0 0 0

フリーコメント

自分の知らない知識であるHP 作成にとても便利なツールを知ることできた

多少説明が長く退屈だったが、教えてもらって良かったため

wixで一通りウェブページ作れるようになったから

楽しかったから

理解しやすかった

自分でWebページを作れるから概ね満足

ホームページが比較的簡単につくれることがわかったから

HTML等のプログラミングで作ることがほとんどなので、あまり学ばないwixについて学べたから

無料で簡単にサイトを立ち上げることが出来ることは満足だがSEO対策でドメインを取ったりする場合、料金が高く感

じる。Wordpressなら200GBが 500 円 /月で運用しているこれまでWeb同作には難しいイメージがあったが、今回

の講座でwixのことを知り, Web 制作に対するイメージが変わりました

内容に不満はなかったが、自分が使うパソコンが不調で指示されたことができなかった

楽しくてわかりやすかったです

自分で自己紹介ページを作ることができた

wixを扱う基本は理解できたから

まあ普通に勉強になった

初めてこのような作業をしたから

Wixの内容をだいたい理解できたから

分かりやすくスムーズに進めていくことができた

理解しやすかったから

自分の知らなかったことをたくさん知ることできたから

新しいことを学ぶことができた

時間が少なく基本的なことしか習えなかった

自分の好きなようにページを作れるのは面白いと思ったから

簡単に取り組めたから

わかりやすかったので

wixについて概ね理解できたため

ある程度自分で理解できたから 

基本的な内容を理解できたため

説明が途中で終わってしまったから

説明が多かったから

もっと詳しく知りたかった

PCの問題か動作がうまくいかなかったことがあった

パソコンの調子が悪く実際に動かすことができない部分もあったため

PBL研修室のPCでwixが何もできなかったため

サイバーセキュリティ・トレーニング　アンケート

❶ アンケート回答率

アンケート配付枚数 アンケート回答数 回答率

21 20 95.1%

❷ 男女別

男性 19

女性 1

合計 20

男性
95%

女性
5%

❸ 年代別

10代 0

20 代 3

30 代 8

40 代 5

50 代 4

60 代 0

合計 20

20 代
15%

30 代
40%

40 代
25%

50 代
20%



❹ 職業別

公務員 9

教員 4

会社員 3

自営業 1

その他 3

合計 20

公務員
45%

教員
20%

会社員
15%

自営業
5%

その他
15%

❺ 住所別

熊本市 13

合志市 3

八代市 1

木更津市 1

未回答 2

合計 20

熊本市
65%

合志市
15%

八代市
5%

木更津市
5%

未回答
10%

❻ 時間数について

多い 適当 少ない

1 16 3

❼ 内容はいかがでしたか

分かりやすかった 普通 わかりにくかった

14 5 1

フリーコメント
ゲーム形式で進んでいくので楽しかった。またリスクの事例も身近な内容で分かりやすかった。またリスクの事例も身近

な内容で分かりやすかった。

ゲーム形式で自ら考えることにより、より理解を深めることができた。

簡単すぎる内容であったかと思います。

説明が上手く理解しやすかったが、分からない単語があったため

演習がゲーム形式で入りやすく勉強になった

一般的知識がついた

ボードゲームを使用しての講義だったので分かりやすく参考になりました

もう少し長くても良いと思いました。

実践を用いた講義だと分かりやすい

事例を交え、かつゲーム形式だったので考えながら講座を受けられてよかった

教材のシチュエーションが分かりにくかった、その後の説明についてはよく理解できた

色々なパターンでのセキュリティを判断できてとてもよかった

事例を挙げて説明されていたので分かりやすかった

講師の説明が明確

❽ 満足度はいかがでしたか

満足 概ね満足 普通

5 12 1

あまり満足できなかった 全く満足できなかった 未回答

0 0 0

フリーコメント
状況が分かりにくいものがあった

身近なリスクがあり、思ってもいない事もリスクに繋がることが分かった

とても勉強になり、今後の仕事にいかせると思うため

セキュリティ対策として注意する点が分かったから

あと少しゲームの時間を増やしても良かったと思います

ロールの話をもう少し聞きたかったです

時間の関係かかなり内容を省略していた

普段、セキュリティを甘く見ているところがあったため襟を正すことができた

実機を使いながらトレーニングできたので満足した

技術的な話ではなく、普段の生活の意識、防御スキル強化につながるので



08. 企業との連携による雇用創出と人材育成のためのプロジェクト
学生による「ものづくり（企画から販売まで）」体験

プロジェクト
メンバー

熊本県立大学地域活力創生センター長・松添 直隆

プロジェクトの概要・目的
[ 目的 ]

　ＣＯＣ＋事業に取り組む大学・高等専門学校と熊本県内に所在する地場企業等との連携・協働により、学生に県内企

業の魅力を知ってもらい、地元企業への就職に関心を持ってもらうとともに、学生時代に「ものづくり」の楽しさと厳しさ

を体験することによって、学生が将来、有能な社会人として活躍するための能力を高めることが目的である。

[ 概要]

　企業の協力を得て、学生が実際に「ものづくり」を体験する取組であるが、製造品の企画から試作、製造、検査、販

売、評価等、一連の流れをすべて経験する。今回は加工食品メーカーとの共同事業として実施する。この企業関係者の

指導により、実際にその工場を使用して製造し、専属シェフの評価を経て、商品パッケージのデザイン等も検討し、各大学・

高等専門学校の学園祭での販売を目指す。

具体的な活動内容と成果・効果

　加工食品メーカーの株式会社釜屋の全面的な協力のもと、「うまかモン開発プロジェクト」を実施した。参加学生数は、

尚絅大学短期大学部 12 名、崇城大学 6 名、尚絅大学 5 名、熊本県立大学 3 名、東海大学と熊本高専が各1名の合

計 28 名だった。参加学生は 5 班に分かれて世界各地のカレーを製造した。

実習日程は以下の通り。

・第１回　平成２９年６月１０日（土）9:00 ～ 15:15 （場所：熊本県立大学）

 オリエンテーション（会社とプロジェクトの趣旨紹介）、社会人としての心構え、工場の品質管理、香辛料の説明、今

後の予定の説明等

・第２回　平成２９年６月17 日（土）9:00 ～ 16:30  （場所：ホシザキ熊本支店）

シェフから世界のカレーの特徴について講義、試食

・第３回　平成２９年７月８日（土）9:00 ～ 16:00  （場所：ホシザキ熊本支店）

前回試作品のレトルト加工したものを試食、味の調整、材料の計量、調理を体験。

・第４回　平成２９年８月２６日（土）9:00 ～ 16:00  （場所：ホシザキ熊本支店）

味の最終決定。パッケージデザイン。原価計算をして売価決定

・第５回　平成２９年９月１６日（土）9:00 ～ 16:30 （（株）釜屋第３工場（合志市栄））

試食・味の最終決定。仕込み、充填

・第６回　平成２９年９月３０日（土）10:00 ～ 14:00  （場所：県立大学食堂）

各班から報告、試食、評価

　完成した 5 種類のカレーはレトルトパックのセットで、10 月 27 日、28 日にグランメッセ熊本で開催された「2017 くまも

と地域振興フェア　WONDER MESSE KUMAMOTO」や県立大学の学園祭等で販売した。

　売上金は、熊本城災害復旧の支援金「復興城主」として寄附され、参加学生には復興城主証が贈呈された。株式会社

釜屋には六次産業化育成連絡会から感謝状が贈られた。

連携機関等 熊本県立大学、熊本大学、熊本学園大学、崇城大学、九州看護福祉大学、東
海大学、尚絅大学・短期大学、熊本高専



実習 1（ホシザキ ( 株 ) 熊本支店） 実習 3（( 株 ) 釜屋第３工場）

実習 2（ホシザキ ( 株 ) 熊本支店） 販売体験（10 月 27 日 くまもと地域振興フェア )

09.



09. 自治体との連携による地方創生のための協働プロジェクト
震災復興・中山間地域サポート事業支援による地方創生

プロジェクト
メンバー

熊本県立大学地域活力創生センター長・松添 直隆

プロジェクトの概要・目的
[ 目的 ]

　産学官連携推進部会六次産業化育成連絡会と熊本県や県内市町村が連携して、地域の特産品の高付加価値化や販

路開拓、食・観光・健康等の分野での連携強化等により、地域の雇用創出と所得の増加を支援することが、このプロジェ

クトの目的である。

[ 概要 ]

　連携先自治体は、熊本県農林水産部流通アグリビジネス課及びむらづくり課、熊本県山都町等を想定している（今後、

増加することもある）。いずれも地方創生事業の一環として自治体から提案される取組について、COC ＋事業に取り組む

大学・高等専門学校が応えるかたちとなる。

　熊本県との連携事業については、いずれの取組も、県内の特定地域（市町村）を対象地区に設定し、そこでの住民や

企業と大学・高等専門学校の教員・学生との協働によって、新商品の開発や地域づくりを支援する。

具体的な活動内容と成果・効果

①熊本県農林水産部流通アグリビジネス課との連携事業

キリンと日本財団の寄付による熊本地震復興支援事業の一つである「キリン絆プロジェクト　郷土の食材開発モデル事

業」。熊本県内の市町村が地元の特産品を生かした新しい食品を開発して集客力を高め、地域の活性化を促進して地震の

復興につなげる取組。甲佐町、南阿蘇村、西原村の３町村が取り組んだ。このうち甲佐町は熊本県立大学と尚絅大学・

尚絅大学短期大学部が、南阿蘇村は東海大学がそれぞれ町・村の事業推進団体と連携し、教員が商品企画や製造段階

で助言等を行い、学生や教職員が試作品の評価等を行って支援した。

　完成品は平成 30 年 2 月 21､ 22 日に大阪で開催された「アグリフード EXPO 大阪」で紹介されたほか、甲佐町では地

元のフェスティバルで販売された。

②くまもと県農林水産部むらづくり課との連携事業

　むらづくり課が実施する「中山間地域サポート推進事業」に六次産業化育成連絡会が連携して支援した。美里町、苓北町、

阿蘇地域、山都町、あさぎり町を対象に、熊本学園大学と熊本県立大学から各２教員とゼミ等に所属する学生、東海大

学から１名の教員とその学生が参加した。

　これらの成果発表会を平成 30 年 2 月16 日に県立大学で開催し、大学生・高校生・対象地域住民・自治体職員・教

職員など 55 名の参加があった。

連携機関等 熊本県立大学、熊本大学、熊本学園大学、崇城大学、九州看護福祉大学、東
海大学、尚絅大学・短期大学、熊本高専



キリン絆プロジェクト贈呈式 甲佐町フェスティバルでの販売

甲佐町開発商品のひとつ（１） 甲佐町開発商品のひとつ（２)

「アグリフード EXPO 大阪 2018」出展（甲佐町） 「アグリフード EXPO 大阪 2018」出展（南阿蘇村）

「中山間地域サポート推進事業」成果発表会 「中山間地域サポート推進事業」成果発表会

10.



10. 自治体及び企業との連携による食品等の開発への支援事業
研究シーズの広報と研究者・研究内容へのアクセス促進

プロジェクト
メンバー

熊本県立大学地域活力創生センター長・松添 直隆

プロジェクトの概要・目的
[ 目的 ]

　地方創生が叫ばれる中、一次産業をはじめ、多くの地域資源に新たな付加価値を与えることで、地場産業の萌芽・育成・

発展を図っていくことが求められている。このような地域課題の解決に対して、熊本県立大学研究者の役割や期待は高く

なってきている。本事業は、本学研究者のポートフォリオを団体・自治体に周知することによって、新たな支援・発展に結

び付けることが目的である。

[ 概要 ]

　事業では、熊本県立大学が有する研究・教育シーズを広く広報し、それらの有効活用を促進させることを目指す。特に、

熊本県立大学における 6 次産業化支援の具体例を携わった教員自身が紹介する。また、その他の研究者の紹介も行い、

本学の研究が地域で活用され、より地域創生に寄与できるものとしてアピールする。さらに、連携（共同研究等）を円滑

に行うための相談窓口を設置する。また、研究者の情報などにアクセスしやすいように、ホームページ等で周知を図る。

具体的な活動内容と成果・効果

[ 概要 ]

・イベント名：２０１７クマモト地域振興フェア　ワンダーメッセ

・期日：平成 29 年 10 月 26 日、27 日　午前 9 時～午後 5 時

・場所：グランメッセ熊本（熊本県上益城郡益城町福冨 1010）

・主催： 株式会社肥後銀行、くまもと地域振興フェア実行委員会（熊本観光連盟、熊本県物産振興協会、熊本産業文

化振興㈱、㈱くまもとＤＭＣ）

[ 目的 ]

　熊本県立大学が有する 6 次産業化支援研究シーズの発表及びマッチングを行うために、2017クマモト地域振興フェア

ワンダーメッセに出展した。

[ 説明 ]

　ブースでは、本学が昨年作成した研究シーズ集の配布及び研究者による研究説明。本学の食育活動パネル展示および

実演。熊本地震で倒壊した文化財「ジェーンズ邸」の復興募金を募っている丸山ゼミ（総合管理学部）によるペーパークラ

フト作成体験コーナーや同ゼミが作成したＶＲ技術による「ジェーンズ邸再現」。環境共生学部堤教授のマイクロバブル技

術の展示説明会を開催した。

　展示ブースには、本学の研究内容に興味を示した個人や企業の来場も多く。その中から、4 件の問い合わせがあり、次

年度の連携が決まった。

（４件の内訳：リコーイメージング、エース出版、九州財務局、九州農政局）

連携機関等 熊本県立大学、熊本大学、熊本学園大学、崇城大学、九州看護福祉大学、東
海大学、尚絅大学・短期大学、熊本高専



包括協定自治体からゆるきゃらの応援 子どもたちはＶＲ技術に大喜び

マイクロバブル技術には多くの来場者が 研究内容に興味をしめす来場者

ペーパークラフトを制作する子供達

11.



11. 農林水産業の強化を支援するための COC+シンポジウム等開催事業
第１次産業の競争力強化と６次産業化育成を目指すシンポジウム等の開催

プロジェクト
メンバー

熊本県立大学地域活力創生センター長・松添 直隆

プロジェクトの概要・目的
[ 目的 ]

　ＣＯＣ＋事業は地域協働機関の連携を重視している。それだけではなく、事業目的を達成するためには、地域に所在す

る、あるいは地域に関わりのあるさまざまな機関間の情報交換や協働も重要だと考えられる。そこで、地域の雇用創出と

若者の地元定着を実現するために、その地域の課題の明確化とその解決策等を関係機関が一体となって検討し、より望

ましい地域づくりを実現するためのシンポジウムを開催することが、本プロジェクトの目的である。

[ 概要 ]

　シンポジウム等を開催して、第１次産業の競争力強化と６次産業化の分野で、地域で取り組まれている事業に関する情

報交換や経験交流、あるいはそれらの課題を明らかにし、解決策を検討し合い、諸事業の新たな発展を目指す。

　実施形態としては、シンポジウム、パネルディスカッション、フューチャーセッション、懇談会等のうち、最も効果的で

効率的なものを採用することとする。

具体的な活動内容と成果・効果

①「地域創生円卓会議 in 天草」開催

　平成29年８月 25 日（金）に天草信用金庫本店（天草市）で、六次産業化育成連絡会主催、天草信用金庫の共催による

「地域創生円卓会議 in 天草」を開催した。一般社会人（天草地域２市 1町の自治体職員を含む）42 名、高校生 42 名、

高校教職員13 名、大学生 20 名、大学・高専の教職員12 名、その他講師等 19 名の 148 名が参加した。

　天草の「宝物」（雑節、ボタンボウフウ、ヒオウギ貝、観光）について担当者から報告があった後（ヒオウギ貝は天草拓

心高校マリン校舎の高校生が報告した）、7 つの班に分かれて、これら天草の宝物をさらにブラッシュアップするというテー

マでワークショップを行い、その結果を全体で報告し合った。

　ヒオウギ貝を報告した高校の担当教員は、後日さっそく、ワークショップの意見を参考に、廃棄していた貝殻を活用した

アクセサリーを試作するなど、参加者の満足度は非常に高かった。

②「山都町シンポジウム」開催

　平成 29 年 12 月16 日（土）に矢部保健福祉センター（山都町）で「山の都で明日への活力増強を！　～農泊で癒やし

と新体験～」をテーマにシンポジウムを開催した。

　須川一幸氏（（株）地域振興研究所所長）の基調講演「農泊で、地域の宝物を活用せよ！」の後、「農泊と地域の活性化」

をテーマにパネルディスカッションを行った。境章氏（熊本学園大学教授）の他、九州農政局課長補佐や講演者に地元の

若者 2 名も加わって、宮崎県五ヶ瀬における農泊推進事業を参考にしつつ、農泊を通じた山都町の活性化について議論した。

会場の学生から山都町の魅力に関する発言等もあった。

連携機関等 熊本県立大学、熊本大学、熊本学園大学、崇城大学、九州看護福祉大学、東
海大学、尚絅大学・短期大学、熊本高専



天草円卓会議（会場風景）

天草円卓会議（高校生・大学生・社会人混成のワークショップ）

天草円卓会議（宝物の紹介）

ワークショップで話された内容を班毎に報告

山都町シンポジウム（会場風景） 山都町シンポジウム基調講演

山都町シンポジウム（パネルディスカッション） 山都町シンポジウム（会場からの発言）

12.



12. 農林水産業の成長のための高等学校との連携事業
高等学校と大学・高等専門学校の連携による第１次産業の競争力強化支援

プロジェクト
メンバー

熊本県立大学地域活力創生センター長・松添 直隆

プロジェクトの概要・目的
[ 目的 ]

　農業・園芸・食品及び水産系のコースを持つ高等学校（以下、農業系高等学校）は、新商品の開発や試作・販売、農

業技術や品種の改良などで、優れた教育実践を行っている。これら高等学校の取組や成果が、第１次産業の競争力強化

と６次産業化にとって大きな効果を及ぼすことが期待できる。また、熊本市内にほぼ集中している大学・高等専門学校と

異なって、高等学校は県内各地に広く散在し、地元産業との結びつきもある。

　このような利点を有する高等学校と、本来大学が有する教育・研究シーズを連携させることが、このプロジェクトの第１

の目的である。さらに、高等学校と大学・高等専門学校との連携強化によって、互いの教育・研究を刺激し、活性化させ

ること、大学・高専生と高校生との交流が、高校生による地元大学・高等専門学校の理解の深化と大学・高専生の勉学・

研究意欲の向上につなげることが、本プロジェクトの第２の目的である。

[ 概要 ]

　他のプロジェクトを実施する際も、高等学校の協力や高校生の参加が得られるが、このプロジェクトは、高等学校との

連携事業に焦点を当てて、各農業系高等学校が持つ特色を、大学や地域自治体等との連携でさらにブラッシュアップし、

持続的な雇用創出と若者の地元定着につなげるような施策を実施する。

具体的な活動内容と成果・効果

①「2017　高大連携勉強会」開催

　平成 29 年１２月１日（金）に県立大学総合管理学部大演習室で、農林水産業の成長を目指すための高大連携の意義を

考える「平成２９年度 COC ＋事業　２０１７ 高大連携勉強会」を開催した。高校教職員（30 名）始め、大学・高専の

教職員や学生、行政機関の職員等 67 名が参加した。

　佐藤晋也氏（（株）アグリコミュニケーションズ津軽・代表取締役社長、青森県立五所川原農林高等学校・元校長）に

よる基調講演「６次産業化推進と農業教育」と中宮光隆による事業報告「熊本県における COC ＋事業について」のあと、「熊

本県の農林水産業の成長を目指す高大連携の意義と課題を考える」をテーマにパネルディスカッションを行った。パネリス

トは、熊本県立菊池農業高校校長、熊本県教育委員会高校教育課主幹、阿蘇中央高校スーパーティーチャーの他、山内

良一氏（熊本学園大学理事・教授）、大塚弘文氏（熊本高専副校長）が務めた。

②その他の高大連携の取組

　年間を通じて高校（特に農業系高校）と六次産業化育成連絡会との連携を重視した。天草や山都町でのシンポジウムや

中山間地サポート推進事業報告会（いずれも別件の特別プロジェクト）にも、高校生や高校教職員が参加した。

連携機関等 熊本県立大学、熊本大学、熊本学園大学、崇城大学、九州看護福祉大学、東
海大学、尚絅大学・短期大学、熊本高専



高大連携勉強会 (1) 高大連携勉強会 (2)

高大連携勉強会 (3) 高大連携勉強会 (4)

高大連携勉強会 (5) 高大連携勉強会 (6)
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13. 杖立温泉地域フードツーリズム支援プロジェクト
杖立温泉の食の魅力を再発掘し、フードツーリズム開発へ向けたフィールドワークの実施

プロジェクト
メンバー

尚絅大学生活科学部 准教授・狩生 徹

プロジェクトの概要・目的
　熊本市近郊でも認知度が高いとは言えない小国・杖立温泉地域の郷土料理や薬草、ジビエ料理、温泉蒸気を利用し

た調理法は、熊本市や近郊に居住する観光客への高い訴求力が期待できることから、飲食・宿泊客増加につながる。ま

た日帰り観光客向けの農産加工品開発は、観光オフシーズンの雇用維持につながることが期待できる。

　本申請プロジェクトでは、管理栄養士養成課程である尚絅大学生活科学部学生のフィールドワークを実施し、食に関

する杖立温泉・小国地域の特産食材等を調査する。従来の地域での取り組みに不足していた域外からの目線、若年者や

女性の感性、調理技術等が本学学生の持つ優位性であり、それらを活用した農産加工品開発や調理レシピ開発により、

温泉観光地のフードツーリズム活性化を目指すものである。参画する学生にとっては、当該調査の経験により、地域食材

や地産地消の意義、加工法の理解等の学修効果が期待できる。

具体的な活動内容と成果・効果

　プロジェクトでは、管理栄養士養成課程である尚絅大学生活科学部学生が、小国・杖立温泉地域の食材等について調査・

調理のフィールドワークに取り組んだ。平成 29 年 10 月22 日に道の駅小国ゆうステーション及び薬味野菜の里小国等を

訪問し、小国地域の農産品、旬の食材等についての調査を行った。その後杖立温泉共同利用蒸し調理場を利用して、加

熱調理時間や食材の組み合わせ等について検討を行った。平成 29 年 11月 5 日には、杖立温泉会館で開催された杖立

温泉みちくさ市に参加し、杖立地域振興に関する九州大学田北講師の取組内容について意見交換を行った。上記フィール

ドワークでの学習内容を基に、後日小国地域特産農産品を利用した蒸し調理レシピ例「里芋ポタージュ」や「フルーツプリ

ン」等について学生・教員で検討を行った。

　特別プロジェクト事業により、教員、学生共に小国、杖立地域の郷土料理、保存食、ジビエ料理、温泉蒸気蒸し料理

などについて理解を深め、観光資源としての利用方法について検討することが出来た。具体的な波及効果の把握は単年

度では難しいが、継続的な地域振興への取り組みを続けることにより、県内外からの観光客、宿泊客増加へとつながるこ

とが期待できる。今後は、フィールドワーク取り組み過程や調査結果を学生が参加する SNS などで情報周知することや、

加工事業者が取り組みやすいレシピ提案などを成果として残すことで取り組み内容を紹介していきたい。参加学生には、

地方創生の課題解決による地域食材や加工法の理解などの良い学修機会となったことから、今後も継続的に実践的な食

に関する地域振興企画への参加を進めていきたい。
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14. 学生の視点を生かした熊本インバウンド観光促進プロジェクト～教育プログラム連携
海外に知られていない熊本の魅力を再発見し、観光関係の業界を理解する

プロジェクト
メンバー

尚絅大学文化言語学部 准教授・北口 英穂

プロジェクトの概要・目的
　日本全国でインバウンド観光が盛り上がりを見せているが、熊本も例外ではない。しかし、若者は必ずしもこの動きに積

極的ではない。そこで、本プロジェクトでは学生（若者）の視点で熊本の魅力を再発見し、その情報を SNS などを通じて

海外に情報発信することで、学生の熊本理解を促進し、インバウンド観光で盛り上がる熊本の観光関連の業界について

理解することを目標とした。

具体的な活動内容と成果・効果

❶ インバウンド観光受入先進事例「八代市」の見学（「サービスラーニング入門Ⅱ」連携）

[ 平成 29 年 12 月10 日、参加者 15 名 ]

大型クルーズ船を受け入れている八代市内の既存の観光名所である

八代城跡、松浜軒、八代神社を見学し、若者の視点から見た外国

人観光客に新しいアピールポイントなりうる新しいグルメや魅力を再

発見することを目的としてフィールドワークを実施した。受入で潤う人々

と蚊帳の外に置かれる人々の現状を垣間見える貴重な機会となった。

❷ 特別講演会の実施（「サービスラーニング入門Ⅱ」「サービスラーニング演習Ⅱ」連携）
①インバウンド観光に関する特別講演会の実施（平成 30 年 1月25 日）受講者 20 名

　マーケティングボイス代表取締役の鶴本浩司氏を講師にお招きし「デジタルを活用したマーケティングと熊本インバウン

ド促進」というタイトルで特別講演を実施した。

鶴本氏講演会のお知らせ 鶴本氏の講演会の様子



②コンテンツツーリズムに関する特別講演会の実施（平成 30 年 1月30 日）受講者 25 名

　株式会社佐竹の佐竹信彦氏を講師にお招きし「コンテンツツーリズム～持続可能な観光とビジネスの両立に向けた取

り組み～」というタイトルで特別講演を実施した。

 　2 つの講演を通じ、SNS などを用いたインバウンド観光促進の現状と課題を把握し、コンテンツツーリズムの可能性

を理解することができた。

佐竹氏講演会のお知らせ 佐竹氏の講演会の様子

❸ 大津町外国人旅行者向け情報発信と観光マップ作成（平成 29 年度内完成予定）

熊本の魅力を再発見し、外国人旅行者に発信する一つの形

として、WEB 上（「おるとくまもと」等）で記事を発信し、同時

に外国人旅行者向け観光マップを作成している（3 月納品予定）。

　近年外国人旅行者が増加している肥後大津駅徒歩圏内のカ

フェ特集で取材を行い、記事は日英中韓で作成を予定している。

この取り組みは次年度以降の SL、PBL 系授業と連携して継続

していく予定である。

マップの表紙

作成した英字版マップ



15. 安心して働きながら子育てできる熊本プロジェクト
行政・保育施設・養成校の協働した保育環境の質保証に向けた取り組み

プロジェクト
メンバー

尚絅大学短期大学部幼児教育学科 准教授・増淵千保美

プロジェクトの概要・目的
　本プロジェクトの目的は、早期離職による保育士不足の解消を含めた保育環境を改善し、子育て世代が安心して働ける

環境をつくることである。現在、保育施設では早期離職が問題となり、保育士不足により、保育の質が保てない状況があ

る。早期離職予防により、子育てしやすい環境をつくることは、子育て世代の地域の雇用促進・定着の一助になると考え

る。本プロジェクトの長期的な目的な、保育士不足の改善により熊本が働きやすい保育環境となり、女性の就労者の増加、

子育て世代の就労者の他都道府県からの I ターン・J ターンの増加である。

具体的な活動内容と成果・効果

　連携施設におけるヒアリング調査（平成 29 年 11月 30 日実施）では、新任職員をはじめとする年間の園内研修のシス

テムづくりと離職状況について聴き取りを行った。この調査結果の分析や保育施設との協議を踏まえて、新任保育者の育

成プログラムにもつながる、保育施設内の保育の質保証及び保育者の相談支援活動に取り組んだ（5 施設：平成 29 年 11

月～平成 30 年 2 月）。そこでは、指導者からみた保育の現状・課題点、保育の質保証及び保育者への相談支援の実際

についてヒアリング調査（平成 30 年 2 月20 日）を行うことで、保育の質向上にもつながった。また、早期離職予防に関

する講演会及びグループワーク（平成 30 年 3 月10・11日）を開催し、職場での平和的なコミュニケーション力の向上に

つなげることができた。

　保育の質保証のもう一つの課題として、子育て支援を行っている団体・施設へのヒアリング調査を実施し、子育て家庭

の現状と課題の把握を行った（平成 29 年 11月～平成 30 年 3 月実施）。これらのヒアリング調査の結果をもとに、今日

の子育て家庭の実態や子育ての悩みを抽出し、出前育児講座を自治体とも連携しながら開催することができた（平成 30

年 1月～ 3 月）。これらの育児講座は、地域の保護者の学習保障につながり、子育てを支える一助となった。

連携機関等
熊本県内の保育施設（中九州学園、中九州第二学園、清水ヶ丘保育園、認定こど
も園やまなみ、認定こども園双羽幼稚園、北部中央幼稚園、なぎさこども園、三気
の里、はつのあそびの森こども園など）

自己肯定感を高めるワーク（尚絅） 出前育児講座（菊陽町）















16.



16. 熊本県内企業における多文化共生実現のための調査研究
熊本における多文化共生社会の実現

プロジェクト
メンバー

尚絅大学文化言語学部 准教授・山川 仁子

プロジェクトの概要・目的
　熊本県内の企業における外国人労働者の受け入れ実態に関する調査研究を実施して，受け入れの問題点を明らかにす

るとともに，外国人労働者及び受け入れ企業に対するサポート体制や，留学生・外国語を学ぶ学生と企業のマッチング・

サポート体制の提案を行う。これにより，熊本県における中小企業の生産性の向上・活性化，学生の雇用拡大，および

多文化共生社会の実現を目指す。

　熊本市商工会議所が平成 27 年度に実施した調査では，外国人労働者の受け入れに関心はあるが，人材やノウハウの

不足，漠然とした不安などにより実施に踏み出せないと回答する企業が多くみられた。本調査の結果は，ホームページ及

び報告書等で公開するとともに調査協力企業へフィードバックして，情報を共有する。また，熊本県の企業が求める外国

人受け入れに関わる人材やスキルを明らかにして教育機関と情報を共有し，人材育成および雇用促進を目指す。

具体的な活動内容と成果・効果

　熊本県内の中小企業等における外国人労働者の受け入れに関する問題点や取り組みについて，熊本工業連合会および

熊本市商工会議所にインタビュー調査を実施した。また，インタビュー調査の結果をもとに，熊本県工業連合会会員 324

件に外国人労働者の受け入れに関するアンケート調査を実施した。アンケート内容については熊本市商工会議所の協力を

得た。

　調査の結果，外国人労働者の雇用経験がある企業は全体の約 2 割であることが明らかになった。また，「雇用を計画し

ている・機会があれば外国人を雇用したい」と考えている企業は 3 割を超えていた。雇用・受け入れの経験がある企業では，

雇用・受け入れにあたっての問題・課題として，外国人の「日本語能力」を挙げる企業が大半を占めた。しかし，企業が求

める「日本語能力」の水準についてはさまざまであった。例えば，社内コミュニケーションができる程度の日本語力，客と

のコミュニケーションが取れる日本語力，専門用語・専門知識に基づく指示が理解できる日本語力を求める企業などが見

られた。さらに，高齢者とのコミュニケーションをとるために，方言の理解を求める企業も見られた。一方，現在，雇用・

受け入れを実施していない企業で，今後も雇用・受け入れを考えていない理由として多かった回答は「受け入れ体制への不安」

と「外国人の日本語能力への不安」であった。

　今回得られた調査結果をもとに，今後も熊本県工業連合会や商工会議所等と意見交換を行いながら，外国人の受け入

れを実施・検討している企業へのサポート体制や，外国人労働者へのサポート体制の検討・提案を行う予定である。また，

調査結果は，ホームページ等で公開するとともに，調査協力企業・団体へフィードバックする予定である。



H29 COC+事業 特別プロジェクト 

「熊本県内企業における多文化共生実現のための調査研究」アンケート概要

実施者：尚絅大学 山川仁子

アンケート送付先：熊本県工業連合会 平成 年度会員企業 件

実施方法：質問紙調査（無記名），選択式（一部自由記述）

回答方法：①調査用紙別紙 による回答（郵送， ）②インターネットからの回答

調査内容：外国人労働者の受け入れに関する意見（別紙）全 問

回 答 数： 件（郵送： 件， ： 件，インターネット： 件），回収率 ％

結果の公開方法：①熊本工業連合会会報，②アンケート回答者のうち希望者，③尚絅大学地域

連携センター平成 年度報告書，④外部講演（平成 年 月 日ラウンドテーブルなど）

結果概要（抜粋）：

【外国人労働者を受け入れ経験がある企業】

問 ：外国人を雇用または受け入れた理由

位：人手不足を補うため， 位：外部からの依頼， 位：語学力を補うため

問 ：外国人労働者の雇用・受け入れの苦労・問題点

位：日本語能力， 位：特にない， 位：日本文化や慣習に対する理解

【外国人労働者を受け入れる予定・検討中の企業】

問 ：今後，外国人労働者の雇用・受け入れにあたっての問題・課題

位：日本語能力， 位：日本文化や慣習に対する理解， 位：法律・制度上の制約

問 ：受け入れ希望，受け入れ経験についての意見

・コミュニケーションに不安がある

・互いに言葉がわからず苦労した

・言葉があまり通じなかったため作業の連携がうまくいかず怪我をした

・日本語教師の派遣を希望

など，コミュニケーションの問題・不安が多数。

今後の予定：

・結果の公開①②の実施（現在準備中）

・熊本市，工業連合会，商工会議所等と連携した中小企業支援策の提案（現在関係各所と提携

し，進行中）

・熊本市，国際交流事業団，日本語学校と連携した外国人労働者への日本語フォロー策

の提案（現在，関係各所と提携し，準備中）
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17. 地域産業及び教育機関と連携した地域の人材育成と産業支援
地域高校での技術支援と発酵・醸造、食品衛生管理関連セミナーの開催

プロジェクト
メンバー

崇城大学生物生命学部応用微生物工学科 教授・寺本 祐司
崇城大学生物生命学部応用微生物工学科 教授・三枝 敬明

プロジェクトの概要・目的
　熊本県球磨地方での一次産業の競争力強化、６次産業化への支援を推進することを目的に県立南稜高校や球磨焼酎

酒造組合等と連携し、南稜高校を拠点とした当該地域の農業及び食品産業の振興に向けて、当該高校や産業が取り組

む研究開発活動への支援を行いつつ、高校生及び地域の産業界を対象としたセミナーを学生参画により実施する。

具体的な活動内容と成果・効果

　熊本大学、東海大学と共同で、地域の高校生及び球磨・人吉地域の企業関係者を対象としたセミナーを、発酵、一般

食品加工、食品機能性といった幅広い内容で、学生参画（①②）により下のとおり４回（5 日）開催した。

① 2017.11.20 中小企業大学校人吉校　対象　球磨・人吉地域の企業関係者　9 名

　【講師】　崇大　寺本祐司、三枝敬明、熊大　林田安生、【講師補佐】　崇大　学生３名、熊大　池崎健介

　【内容】　講演「世界の珍しい発酵食品」他

② 2017.11.20 熊本県立南稜高等学校　対象　食品科学科学生　28 名　人吉球磨地域の企業関係者　1 名

　【講師】　崇大　寺本祐司、三枝敬明、【講師補佐】　崇大　学生３名、熊大　池崎健介、林田安生

　【内容】　講演「「発酵食品製造における音波の活用」他

③ 2017.12.8　県立南稜高等学校　対象　食品科学科学生他　35 名

　【講師】　東海大　安田　伸、【講師補佐】熊大　林田安生

　【内容】　講演「農学とフードサイエンス」他

④ 2018. 1.26 及び 29（2 日） 県立南稜高等学校　対象　食品科学科学生　28 名　人吉球磨地域の企業関係者２名

　【講師】　熊大　林田安生、【内容】　講演「産業における酵母の利用」他

※講師敬称略

また、くまもと地方産業創生センターが球磨・人吉地域の企業からの球磨焼酎酒造業者等からの新製品開発や製品製

造に関する経営技術相談１１件（相談者名等詳細は部外秘）を受け、必要に応じ連携機関等と共同で対応した。その中で、

県立南稜高等学校でのカリキュラムによる対応の検討や本学による酵母育種に係る技術指導を行った。

　今後、強化した連携により共同研究の実施等を検討していく。

連携機関等 県立南稜高校、くまもと地方産業創生センター　等
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くまもと産業復興支援プロジェクトフォーラム 2018

ブースNo.

66
学

ＩＣＴで地域活性

境章教授

〒862-8680 熊本市中央区大江 2-5-1
Email: akr-sakai@kumagaku.ac.jp

所 属 名 経済学部

専門分野
情報メディアの活用、
地域情報化に関する分野の研究

研究・技術の特徴
ＪＡＶＡによるシステム開発、Android 端末で利用できるアプリケーションの作成を行う。ある自
治体でコミュニティーバスの運行表とＧＰＳデータを組み合わせたアプリを作成。

技術や知財、得意分野のアピール

熊本学園大学

地域課題の解決を目的に、地方自治体を中心とする公共データを活用した活動を行っている。
地域貢献活動として、自治体と協力して情報案内人講座を開催し、情報弱者といわれる高齢者
にスマホの上手な利用方法などを教えている。また、ストリートビューの室内版インドアビューを
作成し、実績を上げている。今後も自治体と協力して情報案内人講座を開催していきたい。

Keywords: 情報案内人育成 /インドアビュー/地域ＰＲビデオ作製 /オープンデータ

https://www.facebook.com/KGUERILAB/

ブースNo.

67
学

COC+ 事業特別プロジェクト

寺本祐司教授

〒860-0082  熊本市西区池田4-22-1
Email: 

所 属 名 生物生命学部 応用微生物工学科

専門分野 応用微生物学、食品機能学

研究・技術の特徴
地域産業及び教育機関と連携した地域の人材育成と産業支援
共同実施機関：崇城大学、東海大学、県立南稜高等学校、熊本大学くまもと地方創生センター
　本プロジェクトでは、崇城大学、東海大学、熊本大学、県立南稜高等学校が連携し、産業界か
らの技術相談等に対応しつつ、発酵・醸造や食品衛生管理に関するセミナー（実習を含む）を
実施した。

技術や知財、得意分野のアピール

崇城大学

　熊本県球磨地方は県を代表する酒類である米焼酎の産地であると共に、味噌・醤油や豆腐の
味噌漬け等、様々な発酵食品が製造販売されている他、栗等の農作物の生産が盛んな地域である。
　本プロジェクトでは、当該地域での一次産業の競争力強化、6次産業化への支援を推進する
ことを目的に、平成 28 年度よりスーパープロフェッショナルハイスクールの認定を受け、地域の
食品開発センターとしての確立や食の 6次産業化を担う人材の育成等に取り組んでいる県立南
稜高校や球磨焼酎酒造組合等と連携し、南稜高校を拠点とした当該地域の農業及び食品産業
の振興に向けて、当該高校や産業が取り組む研究開発活動への支援を行いつつ、高校生及び
地域の産業界を対象としたセミナーを実施した。

Keywords: 球磨・人吉/地域産業 /スーパープロフェッショナルハイスクール/SPH

共同研究者

崇城大学教授
寺本祐司

崇城大学教授
三枝敬明

東海大学准教授
安田伸

熊本大学CD
林田安生

熊本大学CD
池崎健介
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18. ココプロジェクト（COC+PROJECT）
地元企業の魅力発見！シンポジウム

プロジェクト
メンバー

東海大学経営学部 教授（就職委員長）・木之内 均

プロジェクトの概要・目的
[ 概要 ] 地元企業の魅力発見！シンポジウム　（ココプロジェクト）

・東海大学熊本キャンパス学生の就職先として熊本地元企業を紹介し、その魅力から熊本県内就職率アップを目指す。

・シンポジウムを通じて、地 ( 知 ) の拠点の大学として地元企業の活性化に寄与・貢献する人材を育てる。

・シンポジウム形式で１回３～４社の人事採用担当者・先輩社員を呼び学部別に４回開催する。

・開催時期：１２月以降４回に分けて開催。

・ 対象：熊本キャンパスの経営学部・基盤工学部・農学部の３年次生を中心とするが、他学部・他学科の参加も可とする。

また、熊本県内への就職を考える機会として２年次生、１年次生の参加も可とする。

・ 招聘企業は、健康食品の通信販売業務（えがお）、不動産（コスギ不動産）、ラジオ，テレビ放送（熊本放送）、情報サー

ビス業（ＫＩＳ）、種子・農業資材・農薬などの卸・販売（興農園）、牛乳・乳製品の製造・販売（熊本乳業）、食料品製造業（熊

本製粉）、その他の製造業（金剛）、設備工事業（ＳＹＳＫＥＮ、電盛社）、広告業（熊日広告社）、宿泊業（くまもと新世紀）、

観光業（くまもとＤＭＣ）

[ 目的 ]

・学生に熊本地元企業の認知度を高め、地元に就職しようという意識高揚を図り地元就職希望者アップを目指す。

・地 ( 知）の拠点としての強みを生かして、卒業生の地元就職率アップを目指す。

・全国に展開する東海大学の特徴を活かし J ターン、I ターン、U ターン就職先としての熊本を印象付ける。

・地元企業側に東海大学の学生の魅力に直接触れてもらい会社説明会前に知り合いとなる。

・入学・卒業・就職の太い流れを構築する（卒業生、後援会組織の活用）。

具体的な活動内容と成果・効果

・『業界研究　地元企業発見　就活シンポジウム』と銘打って経営学部・基盤工学部・農学部学生を対象に４回

　開催した。就活を控えた３年次生を対象に約２００人の学生が参加した。

・｢地元企業で働く良さ｣・「会社概要の説明」・「先輩社員による働く現場の話」等を聞き、その後のフリーディス

　カッションを通じて合同企業説明会では聞き難い細部にわたる質疑応答の機会を実現することができた。

・就活解禁の３月中旬に開催した学内合同企業説明会ではシンポジウム参加企業のブースに一番に行く学生

もあり、本企画の効果を確認できた。

・先輩社員からの説明を受けることにより、学生と会社との距離が近づき就職についての理解が深まった。

・運営方法としては、１回当り３～４社の人事採用担当・先輩社員を招聘、学部別に実施。

・招聘企業は㈱えがおホールディングス、㈱熊本放送、㈱ＫＩＳ、㈱コスギ不動産、㈱興農社、熊本乳業㈱、熊

本製粉㈱、金剛㈱、㈱ＳＹＳＫＥＮ、㈱電盛社、㈱熊日広告社、㈱くまもとＤＭＣ、くまもと新世紀㈱の１３社。

・シンポジウムの模様を熊本キャンパスのホームページに掲載し、本 COC ＋助成金を活用した活動を全学及

　び一般に知らしめた。さらに３月下旬に開催された全学就職委員長会議で熊本での成功事例として報告した。

連携機関等 東海大学キャリア就職センター









19. 熊本地震からの創造的復興を目指した農業成長戦略
安心・安全な高付加価値農産物の安定生産と 6 次産業化を通じて熊本地震からの農業
の創造的復興を目指す

プロジェクト
メンバー

東海大学農学部応用植物科学科 准教授・松浦 朝奈

プロジェクトの概要・目的
　熊本県の人口は毎年 7 千人ずつ減少しており、老齢人口率は毎年 0.7％増加して平成 25 年度には 27.2％となってい

る。このような状況から、若者を熊本県の地域や産業に取り込むことは急務の課題である。熊本県には世界農業遺産の

阿蘇、名水百選となっている 8 か所の水源そして多種多様な農産物がある。これらは定住や観光にとって代えがたい価値

を持っている。しかしながら、平成 26 年の熊本地震によって熊本県の農業は広範囲にわたって甚大な被害を受け、農業

関係被害額は約 1305 億円（平成 29 年 4 月10 日熊本県発表）となった。甚大な被害を受けた阿蘇地域の災害復旧事

業は平成 29 年 3 月の時点においても1％しか完了していない。

  本学には情報交換や共同研究を実施するモニタ－農家制度がある。モニター農家の特色の一つは、後継者のある環境

保全型農業を実施する専業農家が多いことであり、これは農業の成功例といえる。南阿蘇村で被災した東海大学農学部

の学生たちは「熊本農業」の復興に携わりたいという学生が多い。販売業者は、環境保全型栽培の農産物や加工品の

販売を促進することで熊本地震への復興に貢献したいと考えている。そこで本プロジェクトは学生、農家、販売業者とと

もに「熊本地震」というピンチを安心・安全な「環境保全型」農牧業の実施・加工・販売を通して熊本県の創生的農業

復興のチャンスに変えうる事業を計画することとした。

具体的な活動内容と成果・効果

 熊本地震の農家被害状況についてのアンケート調査を行った（第 1～ 5 図）。菊池と大津の地下水位の変動パターンは、

例年、6 月上旬まで低下し、10 月頃にピークを示すのだが、熊本地震が発生した 2016 年 4 月16 日を境に地下水位は上

昇し、9 月頃にピークを迎えた（第 6 図）。阿蘇地域の農家圃場の土壌の化学分析値は概して適正～少ない範囲であった（第

1表）。阿蘇地域のダイズの収量は高原農業研究所における 20 年間の平均値の 43 ～71％であった（第 7 図）。阿蘇地

域の伝統品種「みさを大豆」は根粒が発達せず植物体の窒素濃度が低いことが明らかになった（第 8・9 図）。南小国と

阿蘇校舎の周年放牧繁殖牛の血液性状から推察された栄養状態には大きな違いはなく、ストレスをあまり受けていないと考

えられたが、冬には補助飼料の給与が必要であると考えられた（第 10 図）。牧野維持に不可欠な早春の野焼きを再開でき

ておらず、特に南阿蘇村の被害の大きい地域での牧野の再開は困難を極め、放牧農家の廃業により、今後、野焼きの再

開は極めて困難な状況にある地域もある（第 11図）。全国的にも希少で生息地が限られ絶滅危惧種でもあるシジミチョウ

科の 1種であるオオルリシジミやキムラグモの生息環境も大きく影響を受けた（第 12・13 図）。以上の結果は、国外発表１、

国内発表４、国内集会の開催１として報告した。熊本地震を農学的な観点から調査・解析し、多くの課題が明らかになった。

今後も引き続き調査を継続していきたい。

連携機関等 農研機構、九州沖縄農業研究センタ－



第 5 図　2016 年熊本地震後の豪雨が農地に及ぼす影響



第 10 回　南小国における牧場の様子

第 11回　阿蘇地域の牧場被害の様子 第 12 回 オオルリシジミ九州亜種（環境省絶滅危惧種 IB 類）

第 13 回　ヒゴキムラグモ
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20. 乳酸発酵による熊本県の農畜産物への付加価値の創出と6 次産業化への基盤作り
発酵で復興！農畜産物の新たな活用法の提案

プロジェクト
メンバー

東海大学農学部バイオサイエンス学科 講師・木下 英樹

プロジェクトの概要・目的
　農業県である熊本は、多くの農畜産物を生産しているが 6 次産業化などの取り組みは発展途上であり、資源の有効活

用の観点からみても「熊本の恵み」を十分に活かしきれていないのが現状である。一方で乳酸菌は整腸作用、病原菌や

ウイルスの感染予防作用、抗がん作用、免疫賦活化能、デトックス作用など様々な機能性があり、分布も農産物、畜産物、

土壌など幅広い。また、安全性が高く食品等への応用が容易であることも利点として挙げられる。さらに、発酵させるこ

とにより、乳酸菌自体の機能性に加え、新たに生み出される機能性が期待できる。そこで本研究では、熊本の農畜産物

から乳酸菌を単離・同定し、農畜産物の発酵性試験を行ない新たな発酵食品の提案を行なうと共に、様々な機能性を試

験し有用乳酸菌の選抜を行うことで、第１次産業の高付加価値に繋がる研究データの蓄積を行うことを目的とした。

具体的な活動内容と成果・効果

  漬物、味噌、オカラなどから23 菌株のグラム陽性菌を単離した。それらの乳及び豆乳における発酵性試験を行ったと

ころ、乳に比べ豆乳が発酵に適している事が確認された（表 1）。発酵豆乳の DPPH ラジカル消去活性測定を行ったとこ

ろ、全ての菌株で未発酵の豆乳より高い値を示したことより、発酵により抗酸化物質が産生されたと考えられた（図 1）。

さらにイソフラボンのアグリコン化に関わる菌体のβ- グルコシダーゼ活性測定を行ったところ、特に TK35 株にて非常に

高い活性が見られた（図 2）。また、抗菌物質の産生性を確認したところ12 菌株で阻止円が見られ、バクテリオシンのよう

な抗菌物質を産生していると考えられた（表 2）。16S rDNA 配列解析により、17 菌株が Weissella 属、Streptococcus

属、Lactococcus 属、Lactobacillus 属、Leuconostoc 属の乳酸菌であると同定された（表 3）。最後に選抜菌において、

5 種類の食材における発酵性試験を行ったところTK35 株が食材全てにおいて発酵を示した（表 4）。これらのことから、

TK35 株を用いた新たな発酵食品の開発が期待される。
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